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400 V級  0.4～300 kW (1.4～460 kVA)
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これからの常識になる。 
世界を見据えたスタンダード“3レベル制御方式”採用 

お客様のニーズに一つひとつお応えすることで進化を続けてきた 

安川のインバータ Ｖａｒｉｓｐｅｅｄ シリーズ。 

今また，世界で初めて汎用インバータに3レベル制御方式を採用した 

Ｖａｒｉｓｐｅｅｄ Ｇ7 が誕生しました。 

この3レベル制御方式により，マイクロサージ問題が解決し， 

既設モータへの適用時でも安心してご使用いただけます。 

さらに，本格電流ベクトル制御による高性能・高機能化により， 

様々な機械・設備をパワフルで高精度に運転できます。 

新しい技術を取り入れた Ｖａｒｉｓｐｅｅｄ Ｇ7 は， 

イニシャルコストの低減とともに，格段の省エネ制御により 

ランニングコストも低減する理想的なインバータです。 
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世界中の使用環境を考えたインバータ 
 

使いやすさを追求した高性能インバータ 

Varispeed G7は,　安心してインバータを導入していただくため,　モータ
や電源に与えていた電気的悪影響を大幅に削減することに成功しました。 
インバータ化における煩わしさを解消するとともに,　機械・設備をグレード
アップできます。 
さらに世界の主要な規格及びネットワークに準拠し,　用途と地域を選びません。 
これからの常識となる仕様を備えたグローバルインバータです。 

　 ４００V級インバータドライブの潜在課題を一挙に解決 

　 世界仕様 

　 環境にやさしい 

Varispeed G7は,　高性能・高機能化により,　お客様の高い技術要求に
お応えできます。豊富なソフトウェアライブラリにより,　お客様独自の仕様
にもすばやく対応できます。 
さらにセットアップからメンテナンスにいたるまで,　使いやすさを追求した
ユーザフレンドリーなインバータです。 

　 ハイレベルな制御性能 

　 ユーザフレンドリー 

　 インバータの専用化が容易 

FEATURES
特　長 

 

Varispeed G7Varispeed G7
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ブローバスの水流調整に威力を発揮 

効率の良いポンプの流量制御を実現する 

スタッカクレーンの昇降に速い応答性と 
高精度な位置決め 

新聞輪転機の高速・高精度運転に 
威力を発揮 

巻取機で高精度の速度制御性能や 
トルク制御性能を発揮 

インテリジェントビルの快適環境を創出 
する（エアコン,  エレベータのドアなど） マシニングセンタの主軸ドライブに活躍 

モノレールカーの安全性と乗り心地の良さを実現 

静かで滑らかな動きを要求される 
X線透視機械に活躍 

業務用洗濯機で活躍 充填機ドライブに粘り強いトルクで品質向上を実現 

公共設備 公共設備 

ファン・ポンプ 

輸送運搬 紙加工機械 

金属工作機械 ファン・ポンプ 

輸送運搬 紙加工機械 

金属工作機械 

生活環境設備 生活環境設備 

食品加工機 食品加工機 

一般産業用機械への適用 

民生機械への適用 

医療機械 医療機械 

APPLICATIONS
適　用 
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400V級インバータドライブの潜在課題を一挙に解決 

世界で初めて3レベル制御方式を400V級汎用インバータに採用し, インバータ出力電圧をより正弦波に近づけました。 
この結果，サージ電圧によるモータ絶縁損傷，軸電圧によるモータ軸受電蝕の問題が一挙に解決します。 
これにより,　サージ抑制フィルタ無しで汎用モータや既設モータも安心してインバータドライブできるようになりました。
あわせて漏れ電流,　発生ノイズも大幅に低減しました（従来比半減）。 

1 低サージ電圧 
　モータに加わるサージ電圧を抑制します。 
　このため， モータのサージ電圧対策が不要になります。  
2 低ノイズ 
　インバータドライブに起因する伝導（電源）ノイズ・放射（ラジオ）
　ノイズを大幅に抑制します。これにより，周辺機器への影響　
　を軽減できます。 

3 低騒音 
　従来困難であった“低ノイズかつ低騒音”を実現します。 

3レベル制御方式の特長 

　充実した省エネ制御 　電源高調波対策が容易 

Varispeed G7の省エネ制御運転では，最大効率制御によ
りベクトル制御でもV/f制御でも高効率運転できるため，
ファン・ポンプはもとより一般機械にも抜群の省エネ効果
を発揮します。 

18.5kW以上の全機種に高調波抑制用直流リアクトルを内
蔵しています。また12相整流にも対応可能です（注）。 
15kW以下の機種には, 直流リアクトルをオプションで準備
し，高調波抑制対策ガイドライン対応を容易にしています。 

(注)12相整流時は,　電源に 
3巻線トランスが必要です。 

環境にやさしい 

相
電
圧

 

線
間
電
圧

 

相
電
圧

 

線
間
電
圧

 

VPN

2

VPN

VPN

＋レベル 

相電圧3レベル 
線間で5レベルの 
出力電圧波形 

相電圧2レベル 
線間で3レベルの 
出力電圧波形 

0レベル 

－レベル 

＋レベル 

－レベル 

3レベル制御方式 2レベル制御方式（従来） 

VPN

2

最大運転効率 

通常運転効率（60Hz） 

従来形：6相制御 
交流リアクトルなし 
電流歪率88％ 

12相整流 
3巻線トランス付き 
電流歪率12％ 

抑制効果 

VPN

0

VPN

VPN：直流母線電圧 

0
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世界仕様 

　世界の主要フィールドネットワークに対応 

RS-422/485通信機能(MEMOBUS/Modbusプロトコル)を
標準装備しています。さらに通信オプションカードの装着で
主要なフィールドネットワークに対応できます。上位コン
ピュータやPLCと接続し，生産設備の集中管理化や省配線化
が容易に実現できます。 

＊1: DeviceNetは，ODVA(Open DeviceNet Vendor Association)の登録商標です。 
＊2: LONWORKSは，米国Echelonの米国登録商標です。 

　世界の主要な規格に対応 

標準品で，アメリカ／カナダ市場向けのUL/cUL規格，ヨーロッパ
市場向けの欧州安全規格及び韓国電波法に対応しています。 

UL認定マーク 
欧州安全規格 
CE            

　7カ国語対応ディジタルオペレータ 

世界中の使用環境を考えたインバータ 
 

標準装備のLCD表示ディジタルオペレータは，日本語（カタ
カナ）・英語・ドイツ語・フランス語・イタリア語・スペ
イン語・ポルトガル語の7カ国語に対応しています。 

オ
ー
プ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス 

DeviceNet＊1 SI-N1

CC-Link SI-C

PROFIBUS-DP SI-P1

LONWORKS＊2 SI-J
SI-W1

MEMOBUS
(Modbus)

標準装備 
(RS-422/485)

オプションカード形式 

Varispeed G7 ＋ オプションカード 

CANopen SI-S1

MECHATROLINK- SI-T

　幅広い電源に対応 

　サポート体制 

世界の電源電圧に対応しています。 
 ・三相 200Vシリーズ（200～240V対応） 
 ・三相 400Vシリーズ（380～480V対応） 
共通コンバータなどの直流電源装置にも標準品で接続できます。 

米国，ヨーロッパ，中国，東南アジアなどの世界の主要
拠点で海外サポートを充実し，お客様の海外戦略を強力に
サポートします。 

｢高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン｣に
相当する需要家（特定需要家）の場合でも，従来20A以下の製品単体について
は｢家電・汎用品高調波抑制対策ガイドライン｣の対象に含まれていましたが，
2004年の改正により，同ガイドラインの対象から外され，特定需要家にお
いては，全ての製品が｢高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制
対策ガイドライン｣の対象品になりました。 
高調波抑制対策ガイドライン上，三相ブリッジ（コンデンサ平滑）相当品です。 
・200V 0.4～15kW，400V 0.4～15kW：換算係数 K31＝3.4（リアクトルなし） 
・200V 18.5～110kW，400V 18.5～300kW：換算係数 K33＝1.8（直流リアクトル内蔵） 

高圧または特別高圧で受電する需要家（特定需要家）が高調波発生機器を
新設，増設または更新する際にその需要家から流出する高調波電流の上限値
を規定したものです。 
ガイドラインの定める等価容量計算や高調波流出電流の計算に従った判定に
より，上限値以下になるよう必要な対策を行わなければなりません。 
詳細については，社団法人日本電気工業会JEM-TR201｢特定需要家における
汎用インバータの高調波電流計算方法｣をご参照ください。 
また，当社の製品・技術情報サイト(http://www.e-mechatronics.com)
において，インバータサポートツールとして｢高調波計算用ワークシート｣を
準備しております｡ 
なお｢高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン｣
に該当しない需要につきましては，JEM-TR226｢汎用インバータ（入力電流
20A以下）の高調波抑制指針｣をご参照ください。 

本インバータは高調波抑制対策ガイドラインの対象品です｡ ｢高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン｣ 

ガイドライン 「家電・汎用品高調波抑制 
対策ガイドライン」 
制定：平成6年9月 汎用インバータ 

入力電源種別 
単相100V
単相200V
三相200V
三相400V

平成15年12月まで 
0.75kW以下 
2.2kW以下 
3.7kW以下 
対象外 

平成16年1月以降 
対象外 
対象外 
対象外 
対象外 

全容量 
全容量 
全容量 
全容量 

「高圧または特別高圧で受電する 
需要家の高調波抑制対策 
ガイドライン」 
制定：平成6年9月 

韓国安全認証 
(KC)マーク 
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　抜群のトルク特性 

ハイレベルな制御性能 

1/200の低速から高トルク 
（PG無しベクトル制御　回転形オートチューニング実施後の電動運転時）
［速度制御範囲1：200　　PG付きの場合1：1000］ 
（注）1/10以下の低速で高トルク連続運転を行う場合は,　　
　　　モータより大きな容量のインバータを使用してください。 

　確実なトルク制限 

・精密なトルク制限機能で，確実に出力トルクを制限し
　ます。突発的な負荷外乱時にも機械を保護します。 

　抜群の応答性 

・モデル追従制御の搭載により，PG無しでも高応答を実
　現します（当社従来比2倍以上）。 

・さらにPG付きは，独自の高速電流ベクトル制御により，
　速度指令の変化にも素早く追従します（速度応答40Hz/
　モータ単体）。また, 負荷の急変に対しても，一定速度
　を保持します。 

指令の変化にも素早く追従 
（速度指令ステップ応答） 

負荷の急変にも強い 
（インパクト負荷時の速度回復特性） 

　素早い速度サーチ（特許出願中） 

・新速度サーチ機能により，瞬停復帰後の再運転までの 
　時間を大幅に短縮します（当社従来比1/2以下）。 

・回転方向に関係なく再運転が可能です。 

・新オブザーバ（特許出願中）の搭載により，定評ある低
速のトルク特性をさらに向上させ（PG無しベクトル2制
御時150％/0.3Hz），あらゆる機械をパワフルに変身さ
せます。さらにPGを取り付ければ，零速から150％以
上の高トルク運転ができます。 

・高速・高精度の電流制限機能で過電流トリップを抑え，
　かつ瞬停再始動運転・ストール防止機能・異常リトライ
　などで，運転継続性を一段と向上しました。 

・モータに埋め込まれたPTCサーミスタによりモータの 
　過熱保護ができます。 

　安全・確実な保護機能 

・これまでの回転形チューニング方式に加え，今回新た
　に“停止したままチューニングできる方式”も準備し，
　オートチューニングが簡単になりました。世界のモータ
　の能力を最大限に引き出します。 

　簡単オートチューニング 

確実なトルク制限（トルク制限値 150％時） 

ショックレスで素早く始動 
（瞬停復電後の運転継続） 

0.30

100

200

1.5 3 10
運転周波数（Hz） 

ト
ル
ク
（
％
） 

150％150％

180％180％

モータ速度 

負荷トルク 
指令 

トルク指令 

1s

1760min-1

960min-1

100％ 

50ms

モータ速度 

900min-1

トルク指令 

8min-1

100％ 

250ms

モータ速度 
450min-1

8A
27A

トルク指令 

モータ電流 

入力電圧 
（400V/div) 

周波数指令 
 （30Hz/div) 

回転速度 
 （12Hz/div) 
出力周波数 

　 （12Hz/div) 

出力電圧指令 
　　 （40V/div) 

U相出力電流 
　　 （25A/div) 
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　保守・点検が簡単 

・着脱式制御回路端子の採用により， 配線したままでユニット交換が容 
　易に行えます。 

・冷却ファンのON/OFF制御運転により， ファンの長寿命化と高い信頼
　性が得られます。冷却ファンはワンタッチで着脱でき， ファン交換が
　簡単です。 

・累積稼働時間，冷却ファン稼働時間に加え電解コンデンサ，冷却ファ
　ンの交換時期がディジタルオペレータで確認できます。多機能接点出
　力や通信対応も可能なため，上位コントローラによる一元管理も容易
　です。 

・パソコンを使ったインバータサポートツールを準備しています。 
　インバータごとの定数一元管理が可能で，保守作業の軽減をお約束し
　ます。 

・異常発生時の出力周波数，出力電流や入出力端子の状態などをモニタ
　することができ，メンテナンスが容易です。 

・お客様の機械に求められる特有機能を取り込んだ専用ソフト付きインバータを提供できます。 

・ドライブノウハウ＊を凝縮した豊富なソフトウェアライブラリを活用することで，設備機械をグレードアップすることが
　できます。 
  ＊：クレーン制御，エレベータ制御，省エネ制御 (モータの最大効率運転),　PID制御など 

ユーザフレンドリー 
 

 　簡単操作 

　さまざまな入出力に対応 

・これまでのアナログ入出力に加え，パルス列指令入力，パルス列モニタ
　出力を新たに装備しました。 

・多機能入力信号12点，多機能出力信号5点の豊富な入出力を装備して
　います。 

・入力端子の論理をシンクタイプ(0Vコモン)／ソースタイプ(+24V
　コモン)に切り替え可能です。 
　また, 外部+24V電源にも対応していますので，信号入力方法の自由度
　が向上しています。 

 

インバータの専用化が容易 

・5行表示のLCD表示オペレータにより，必要な情報を容易に確認できます。
　また，コピー機能も備えており，定数のアップ／ダウンロードが簡単
　に行えます｡ 

・クイックプログラムモードにより，最低限の定数設定だけで運転がで
　きます。 

・出荷時設定から変更した定数だけが，ベリファイモードにより一括で
　確認できます。 

・延長ケーブル(オプション)を使用すれば, オペレータを本体から外して
　遠隔操作が行えます。 

・LED表示オペレータもオプションで準備しています。 

使いやすさを追求した高性能インバータ 

Varispeed G7

多機能入力 

外部周波数指令 

S1 
 
 
S12

SC

E(G)

RP　パルス列入力 

AC

0V

MP

AC

CN5（NPN 設定） 

パルス列 
出力 

シールド被覆線 
接続用端子 

＋24V

＋24V 8mA
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回転方向表示 

REMOTE モード 

アラーム表示ランプ 

制御回路端子部からの入力モードを選択したときに
表示します。 
SEQ：制御回路端子からの運転指令有効時に点灯 
R E F：制御回路端子 A1，A2 からの周波数指令有効
　　　時に点灯 

データ表示部 
モニタデータ，定数番号及び
設定値を表示します。 
（ 1 行× 13 文字 ＆ 3 行× 16 文字） 

メニューキー 
運転・プログラミングモード
の表示を切り替えます。 

運転モード選択キー 
運転モードが REMOTE（制
御端子回路）と LOCAL（デ
ィジタルオペレータ運転）に
交互に切り替わります。 
　運転指令，周波数指令を 
　制御回路端子に設定した 
　場合 

運転指令キー 
ディジタルオペレータで運転
する場合の運転指令キーです。 
ドライブモードのときだけ有
効です。 

DATA/ENTER キー 
モード，グループ，機能，定
数の名称の選択を行います。
定数の名称表示中は，各定数
の設定値を表示します。設定
後再度押すことで設定値が書
き込まれます。 

シフト・リセットキー 
変更したい設定値の桁を選択
します。選択された桁が点滅
します。 
　異常発生時はリセットキー 
　になります。 

エスケープキー 
「DATA/ENTER」キーを入
力する前の状態に戻ります。 JOG　　：寸動運転 

　　　　　キーを押している
間，寸動運転がで
きます。 

FWD/REV：正転／逆転の切り
替え。　 

　　　　　正転と逆転が交互
に切り替わりま
す。 

RUN＊    ：運転指令 
　　　　   RUN を押すと，左

側の赤ランプが点
灯します。 

STOP＊   ：停止指令 
　　　　　STOP を押すと，

左側の赤ランプが
点灯します。 

　：インクリメントキー 
　：デクリメントキー 

モード，グループ，機能，定
数の名称，設定値などの選択
を行います。 

FWD：正転指令入力時点灯 
R E V ：逆転指令入力時点灯 

（　　　　　　  ） 

（　　　　　　  ） 

＊：RUN と STOP ランプは，運転に応じて「点灯」「点滅」「消灯」します。 

Rdy 表示 
運転指令が入れば運転できる
状態を表示します。 

インバータ出力周波数 

周波数設定 

：点灯 ：点滅 ：消灯 

RUN 
ランプ 
STOP 
ランプ 

STOP STOP
RUN

● ● 

● 

● 

○ 

○ 

○ ○ 

○ 

○ ○ ○ 

○ 

運転・プログラミング 
モード表示 

DRIVE：ドライブモード時
に表示 

QUICK：クイックプログラ
ミングモード時に
表示 

ADV ：アドバンスプログ 
ラミングモード時
に表示 

VERIFY：ベリファイモード 
時に表示 

A. TUNE：オートチューニン 
グモード時に表示 
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手　　順 キー操作 オペレータ表示 

①電源投入 
　　・周波数指令値表示 
 
 
 
 
 
②運転条件設定 
　　・ローカルモードを選択 
 
 
③正転寸動運転（6 Hz） 
 　　（キーを押している間運
　　　 転します） 
 
 
④周波数設定 
　　・指令値の変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　・設定値の書き込み 
 
 
 
 
 
（右欄へ続く） 

a

l

f

pvu

f

REMOTE(SEQ.REF)LED消灯 
FWD LED点灯 

REMOTE(SEQ.REF)LED点灯 
(d1-01=0.00 Hzの場合)

手　　順 キー操作 オペレータ表示 

 
　　・出力周波数モニタ表示
　　　を選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤正転運転 
　　・運転操作（15 Hz） 
 
 
 
 
 
⑥逆転運転 
　　・逆転運転に切り替える 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦停止 
　　・減速停止 

z

u

d

STOP LED点灯 
(減速中はRUN LED点滅)

REV LED点灯 

-DRIVE-                    Rdy
シュウハスウ  シレイ 

U1- 01 =   0.00Hz

U1-02= 0.00Hz 
U1-03= 0.00A

-DRIVE-                    Rdy
シュウハスウ  シレイ 

U1- 01 = 15.00Hz

U1-02= 0.00Hz 
U1-03= 0.00A

-DRIVE-                    Rdy
シュツリョク  シュウハスウ 

U1- 02 =   0.00Hz

U1-03= 0.00A 
U1-04=      2

-DRIVE-                    Rdy
シュツリョク  シュウハスウ 

U1- 02 =   0.00Hz

U1-03= 0.00A 
U1-04=      2

-DRIVE-                    Rdy
シュツリョク  シュウハスウ 

U1- 02 = 15.00Hz

U1-03= 1.45A 
U1-04=      2

-DRIVE-                    Rdy
シュツリョク  シュウハスウ 

U1- 02 = 15.00Hz

U1-03= 1.05A 
U1-04=      2

-DRIVE-                    Rdy
シュウハスウ  シレイ 

U1- 01 =   6.00Hz

U1-02= 6.00Hz 
U1-03= 1.45A

-DRIVE-                    Rdy
シュウハスウ  シレイ 

U1-01= 000.00Hz

（0.00　　60.00Hz) 
0.00Hz

-DRIVE-                    Rdy
シュウハスウ  シレイ 

U1-01= 015.00Hz

（0.00　　60.00Hz) 
0.00Hz

-DRIVE-                    Rdy
シュウハスウ  シレイ 

U1-01= 015.00Hz

（0.00　　60.00Hz) 
0.00Hz

-DRIVE-                    Rdy

カキコミ  カンリョウ 
 

（注）■ 表示は，数字の点滅を表しています。 

RUN LED点灯 
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標準仕様

200 V級＊

　 ＊： 200 V級の主回路は 2 レベル制御方式です。 
（注）1  最大適用モータ容量は，当社製 4 極の標準モータで示しています。厳密な選定については，インバータ定格出力電流がモータ定格電流以上となるように機種を選定してください。ただし，最大適用 
               モータとして表示されている容量より大きいモータは選定しないでください。また，1/10以下の低速で高トルク連続運転を行う場合は，モータより大きな容量（kW）のインバータを使用してください。 
　　　2  定格入力電流は電源側インピーダンス（電源トランス,  入力リアクトルや電線を含む）の値によって変わります。 
　　　3  PG 無しベクトル 2 制御での設定範囲は0～66Hz（PRG:103　では0～132）となります。 
　　　4  200 V級 30 kW以上のインバータ冷却ファン電源は，三相交流電源  200/208/220 V   50 Hz，200/208/220/230 V   60 Hzです。230 V　50 Hz，240 V   50/60 Hz電源は，冷却ファン電源用トランスが必要です。 
　　　5  直流電源を使用した場合はUL/CE規格には対応しておりません。 
　　　6  12 相整流時は，電源に 3 巻線トランス（お客様ご準備）が必要です。 

形式　CIMR-G7A /

最大適用モータ容量（注1） kW

定格入力電流（注2） 　　　　　　A

定格出力容量 kVA 

定格出力電流 A 

最大出力電圧 

最高出力周波数 

定格電圧・定格周波数 

許容電圧変動 

許容周波数変動 

直流リアクトル 

12 相整流 

振動 

電源高調波 
対　　　策 

環境仕様 

出
　
力 

電
　
源 

20P4 

0.4 

3.8 

1.2 

3.2

20P7 

0.75 

7.2 

2.3 

6

21P5 

1.5 

9.6 

3.0 

8

22P2 

2.2 

14.4 

4.6 

12

23P7 

3.7 

22 

6.9 

18

25P5 

5.5 

32 

10 

27

27P5 

7.5 

40 

13 

34

2011 

11 

59 

19 

49

2015 

15 

79 

25 

66

2018 

18.5 

88 

30 

80

2022 

22 

106 

37 

96

三相 200/208/220/230/240 V（入力電圧対応） 

定数設定で 400 Hzまで対応可能（注3） 

三相交流電源 200/208/220/230/240 V　50/60 Hz（注4）     直流電源 270～340 V（注5） 

＋10 ％，－15 ％ 

±5 ％ 

オプション 

対応不可 

振動周波数10～20Hz未満では9.8m/s2，20～55Hzでは5.9m/s2まで許容 振動周波数10～20Hz未満では9.8m/s2， 
20～55Hzでは2.0m/s2まで許容 

内　蔵 

対応可（注6） 

2030 

30 

143 

50 

130

2037 

37 

176 

61 

160

2045 

45 

201 

70 

183

2055 

55 

246 

85 

224

2075 

75 

330 

110 

300

2090 

90 

394 

140 

358

2110 

110 

457 

160 

415

400 V級＊

形式　CIMR-G7A /

最大適用モータ容量（注1） kW

定格出力容量 kVA 

定格出力電流 A 

最大出力電圧 

最高出力周波数 

定格電圧・定格周波数 

許容電圧変動 

許容周波数変動 

直流リアクトル 

12 相整流 

電源高調波 
対　　　策 

出
　
力 

電
　
源 

40P4 

0.4 

2.2 

1.4 

1.8

40P7 

0.75 

4.1 

2.6 

3.4

41P5 

1.5 

5.8 

3.7 

4.8

42P2 

2.2 

7.4 

4.7 

6.2

43P7 

3.7 

10.8 

6.9 

9

45P5 

5.5 

18 

11 

15

47P5 

7.5 

25 

16 

21

4011 

11 

32 

21 

27

4015 

15 

40 

26 

34

4018 

18.5 

46 

32 

42

4022 

22 

57 

40 

52
三相 380/400/415/440/460/480 V（入力電圧対応） 

定数設定で 400 Hzまで対応可能（注3）（注4） 

三相交流電源 380/400/415/440/460/480 V　50/60 Hz     直流電源 510～680 V（注5） 

＋10 ％，－15 ％ 

±5 ％ 

オプション 

対応不可 

内　蔵 

対応可（注6） 

4030 

30 

72 

50 

65

4037 

37 

88 

61 

80

4045 

45 

107 

74 

97

4055 

55 

141 

98 

128

4075 

75 

182 

130 

165

4090 

90 

215 

150 

195

4110 

110 

264 

180 

240

4132 

132 

297 

210 

270

4160 

160 

332 

230 

302

4185 

185 

407 

280 

370

4220 

220 

495 

340 

450

4300 

300 

666 

460 

605

　 ＊： 400 V級の主回路は 3 レベル制御方式です。 
（注）1  最大適用モータ容量は，当社製 4 極の標準モータで示しています。厳密な選定については，インバータ定格出力電流がモータ定格電流以上となるように機種を選定してください。ただし，最大適用 
　　　　  モータとして表示されている容量より大きいモータは選定しないでください。また，1/10以下の低速で高トルク連続運転を行う場合は，モータより大きな容量（kW）のインバータを使用してください。 
　　　  2  定格入力電流は電源側インピーダンス（電源トランス, 入力リアクトルや電線を含む）の値によって変わります。 
　　　  3  PG 無しベクトル 2 制御での設定範囲は0～66Hz（PRG:103　では0～132）となります。 
　　　4  400V級ではキャリア周波数の設定及び容量により，最高出力周波数に制約があります。400V 90～110kWは250Hz，132～300kWは166Hzの最高出力周波数です。詳細はお問い合わせください。 
　　　5  直流電源を使用した場合はUL/CE規格には対応しておりません。 
　　　6  12 相整流時は，電源に 3 巻線トランス（お客様ご準備）が必要です。 

振動 環境仕様 振動周波数10～20Hz未満では9.8m/s2，20～55Hzでは5.9m/s2まで許容 振動周波数10～20Hz未満では9.8m/s2，20～55Hzでは2.0m/s2まで許容 

定格入力電流（注2） 　　　　　　A

保護構造

形式の見方

閉鎖壁掛形（UL Type1） ：外周を遮へいした構造となっており，一般の建屋内で壁取付けするものです（制御盤には収納しない構造）。 
盤内取付形（IP00） ：制御盤内取付形で，前面から人体が機器内部の充電部に触れないように保護しています。 

20P4 20P7 21P5 22P2 23P7

標準で対応 
閉鎖壁掛形の上部と下部のカバーを外して対応可 

オプションで対応可 

対応不可 オプションで対応可 

標準で対応 

標準で対応 
標準で対応 

閉鎖壁掛形の上部と下部のカバーを外して対応可 

25P5 27P5 2011 2015 2018 2022 2030 2037 2045 2055 2075 2090 2110

40P4 40P7 41P5 42P2 43P7 45P5 47P5 4011 4015 4018 4022 4030 4037 4045 4055 4075 4090 4110 4132 4160 4185 4220 4300

形式　CIMR-G7A /

閉鎖壁掛形（UL Type1） 

盤内取付形（IP00） 

形式　CIMR-G7A /

閉鎖壁掛形（UL Type1） 

盤内取付形（IP00） 

200 V級 

 

 

400 V級 

CIMR –  G7 A 2  0P4 0

2  0P4  1  =

インバータ 保護構造 
 0：盤内取付形 
 1：閉鎖壁掛形 

最大適用モータ容量 
 0P4：0.4 kW 
 
 022： 22 kW 
 
 300：300 kW 設計順位 

保護構造 
 0：盤内取付形（IP00） 
 1：閉鎖壁掛形（UL Type1） 

電圧クラス 

最大適用モータ容量 

G7 シリーズ 

仕様 
Ａ：国内標準 

電圧クラス 
 2：200 V級 
 4：400 V級 

〜 

〜 

 Pは，小数点「.　」を 
表しています。 〔　　　　　　〕 

ネームプレート例
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200/400 V級 共通

制
　
御
　
特
　
性 

保
　
護
　
機
　
能 

環
境
仕
様 

制御方式 

始動トルク 
速度制御範囲 
速度制御精度 
速度応答 
トルク制限 

周波数制御範囲 
トルク精度 

周波数精度（温度変動） 
周波数設定分解能 

出力周波数分解能 
（演算分解能） 

過負荷耐量（注7） 

周波数設定信号 
加減速時間 

制動トルク 

主な制御機能 

モータ保護 
瞬時過電流 
ヒューズ溶断保護 
過負荷 
過電圧 
不足電圧 

瞬時停電補償 

放熱フィン過熱 
ストール防止 
地絡保護（注9） 
 充電中表示 
使用場所 
湿度 
保存温度 
周囲温度 
標高 

正弦波 PWM 制御 
｛ PG 付きベクトル制御，PG 無しベクトル 1 制御，PG 無しベクトル 2 制御（注1），PG 無しV/f 制御， 
　 PG 付きV/f 制御（定数による切り替え）｝ 

150 ％/0.3 Hz（ PG 無しベクトル 2 制御），150 ％/0 min-1（ PG 付きベクトル制御）（注2） 

1：200  （ PG 無しベクトル 2 制御），1：1000  （ PG 付きベクトル制御）（注2） 

±0.2 ％（注3）（ PG 無しベクトル 2 制御，25 ℃±10 ℃），±0.02 ％（ PG 付きベクトル制御，25 ℃±10 ℃）（注2） 

10 Hz  （ PG 無しベクトル 2 制御），40 Hz（ PG 付きベクトル制御）（注2） 

有り（定数で設定，ベクトル制御時のみ，4 象限個別設定可） 

0.01～400 Hz（注4）（注5） 
± 5 ％ 

ディジタル指令±0.01 ％（－10～＋40 ℃），アナログ指令±0.1 ％（25 ℃±10 ℃） 
ディジタル指令0.01 Hz，アナログ指令0.03 Hz/60 Hz（11ビット＋符号） 

0.001 Hz

定格出力電流の150 ％　1 分間，200 ％　0.5 秒 

約20 ％（制動抵抗器オプションを使用して約125 ％）（注6） 

200/400 V  15 kW以下は制動トランジスタ内蔵 

電子サーマルによる保護 

ヒューズ溶断で停止 

200 V級：主回路直流電圧が約410 V以上で停止　　400 V級：主回路直流電圧が約820 V以上で停止 
200 V級：主回路直流電圧が約190 V以下で停止　　400 V級：主回路直流電圧が約380 V以下で停止 

15 ms以上で停止（出荷時の設定） 
定数の設定により約 2 秒以内の停電復帰で運転継続（注8） 
 
サーミスタによる保護 
加減速中ストール防止，運転中ストール防止 
電子回路による保護 
主回路直流電圧が約50 V以下になるまで表示 
屋内（腐食性ガス，じんあいなどの無い所） 
95 ％ RH 以下（ただし結露しないこと） 
－20～＋60 ℃（輸送中の短期間温度） 
－10～＋40 ℃（閉鎖壁掛形），－10～＋45 ℃（盤内取付形） 
1000 m以下 

定格出力電流の約200 ％以上 

定格出力電流の150 ％　1 分間，200 ％　0.5 秒 

瞬時停電再始動，速度サーチ，過トルク検出，トルク制限，17 段速運転（最大），加減速時間切り替え， 
Ｓ字加減速，3 ワイヤシーケンス，オートチューニング（回転形，停止形），DWELL（ドウェル）機能， 
冷却ファン ON/OFF 機能，スリップ補正，トルク補償，周波数ジャンプ，周波数指令上下限設定， 
始動時・停止時直流制動，ハイスリップ制動，PID 制御（スリープ機能付き），省エネ制御， 
メモバス通信（ RS-485/422 最大19.2 kbps ），異常リトライ，定数コピー， 
ドループ制御，トルク制御，速度制御／トルク制御切り替え運転など 

－10～10 V，0～10 V，4～20 mA，パルス列 
0.01～6000.0 秒（加速，減速個別設定：4 種類切り替え可能） 

（注）1  PG 無しベクトル制御 2 を昇降機に使用しないでください。昇降機への適用はPG無しベクトル制御 2 以外の制御モードをご使用ください。 
　　　2  表中“ PG 付きベクトル制御，PG 無しベクトル 1/2 制御”と記載している仕様を得るためには，回転形オートチューニングをする必要があります。 
　　　3  設置状況やモータ種類などによって精度が異なります。詳細はお問い合わせください。 
　　　4  PG 無しベクトル 2 制御での設定範囲は0.01～132Hzとなります。 
　　　5  400V級ではキャリア周波数の設定及び容量により，最高出力周波数に制約があります。 
　　　  400V 90～110kWは250Hz，132～300kWは166Hzの最高出力周波数です。詳細はお問い合わせください。 
　　　6  制動抵抗器または制動抵抗器ユニットを接続する場合は，定数 L3－04＝0（減速ストール防止機能なし）にしてください。 
　　　  設定しない場合は，所定の減速時間で停止できない場合があります。 
　　　7  繰り返し負荷のかかる用途（クレーン，エレベータ，プレス，洗濯機など）においてインバータを使用される場合は，繰り返し負荷に対するディレーティング（キャリア 
　　　   周波数低減，または電流の低減：インバータの枠上げ）が必要となります。詳細はP.93の「繰り返し負荷に関する注意」を参照してください。 
　　　   出力周波数6Hz未満では，定格出力電流の150％1分以内でも過負荷保護機能が動作することがあります。 
　　　8  ただし，200V/400V級7.5kw以下の機種は瞬時停電補償ユニット（オプション）が必要です。 
　　　9  運転中に地絡が発生した場合に検出します。下記のような条件下では保護できない場合があります。 
               ・モータケーブルや端子台などでの低抵抗地絡 
               ・地絡状態からのインバータ電源投入時 

標
準
仕
様



14

機　能　名　称 

省エネ制御 

 3 ワイヤ 
シーケンス 

操作場所選択 

PID制御 

速度サーチ運転 

始動時直流制動 

商用／インバータ 
切り替え運転 

加減速時間 
切り替え運転 

異常リトライ 
運転 

制動抵抗器レス 
急速停止 
（直流制動停止） 

インバータ 
過熱予告 

周波数ホールド 
運転 

UP/DOWN 
運転 

多段速運転 

対象用途 目　　的 機　　能　　説　　明 参照ページ 

一般 

搬送機ほか 

55

47

47

41

47

36

37

41

46

40, 58

40

40

53

一般 

空調ほか 予防保全 

一般 47

一般 

一般 

操作性の向上 

操作性の向上 

操作性の向上 

加速中または減速中，周波数の上昇／下降を一時停止します。 

遠方より，速度設定が接点信号の ON/OFF で行えます。 

空調ほか 

高速ルータほか 

ポンプ 
空調など 

ブロワなどの慣 
性負荷ドライブ 

フリーラン中の 
モータの始動 

フリーラン中のモータを停止することなく，自動的に設定周波数に引き 
込み運転します。モータの速度検出器は不要です。 

フリーラン中のモータの回転方向が不定の場合，自動的に直流制動で 
モータをいったん停止させた後始動します。 

商用電源による運転とインバータによる運転の切り替えがモータを停止 
することなく行えます。 

フリーラン中の 
モータの始動 

自動プロセス制 
御 

簡単な制御回路 
構成 

運転信頼性の 
向上 

モータの直流 
制動停止 

自動最大効率 
運転 

負荷や回転速度に応じて，常にモータの効率が最大となる電圧をモータ 
に供給します（自動温度補正機能付き）。 

インバータの周囲温度が保護温度に近付いたことを警報として表示でき 
ます（オプションとしてサーモスイッチが必要）。 

インバータの運転・指令権の選択（ディジタルオペレータ／外部指令， 
信号入力／オプション）がオンラインでできます。 

自動盤，搬送機 
ほか 

ブロワ，ポンプ 
など，つれ回り 
のあるもの 

ブロワ，ポンプ， 
撹拌機，押出機 
など 

商用電源とイン 
バータとの自動 
切り替え 

インバータ内部で PID 演算を行い，演算結果を自身の周波数指令として 
使用し，圧力・流量・風量などの一定制御を行います。 

決められた速度 
でのスケジュー 
ル運転 

加減速時間の外 
部信号での切り 
替え 

信号の組合せにより，内部にメモリされた周波数で運転します（ 17 段速 
まで）。シーケンサとの接続が容易で，リミットスイッチなどによる簡易 
位置決めも可能です。 

加減速レートの切り替えが外部信号で行えます。1 台のインバータで， 
 2 台のモータを切り替え運転する場合や，高速領域のみ緩やかに加減速 
したいときなどに有効です。 

インバータが異常を検出しても，自己診断後に自動的にリセットし， 
モータを停止させることなく運転を再開します。リトライの回数は， 
10 回までを選択できます。 

制動抵抗器ユニット無しで，モータのトップスピードから急減速が可能 
です。 
減速デューティ5 ％以下，制動トルク50～70 ％で使用してください。 

自動復帰形押しボタン 
スイッチでの運転がで 
きます。 

S1 運転 

運転 停止 

停止 
正転／逆転 

S2
S5
SC

電源 

接点入力による 
多機能選択 

アナログ入力 

パルス列入力 

入力 
オプション 

出力 
オプション 

多機能 
信号出力 

アナログ出力 

パルス列出力 

Varispeed G7

IM
R/L1

AM

FM

AC

M1

P3
C3
P4

MP

M2
P1
P2
PC

S4
S3

S5

S6

S7

S12

A1

RP

A2

R＋ 
R－ 

AC

S＋ 
S－ 
IG

S/L2
T/L3

U/T1
V/T2
W/T3

ディジタルオペレータ 

オプションカード 

メモバス通信 

C4

A3

〜 
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機　能　名　称 対象用途 目　　的 機　　能　　説　　明 参照ページ 

負荷速度表示 

運転中信号 

零速信号 

周波数（速度） 
一致信号 

低電圧信号 

アナログ出力 
（オプション） 
ディジタル出力 
（オプション） 

制動抵抗保護 

過トルク信号 

PG速度制御 
（オプション） 

指令喪失時の 
自動運転継続 

多機能 
アナログ入力 

特定周波数設定禁 
止（周波数ジャン 
プ制御） 

周波数の上・下限 
リミット運転 

キャリア周波数 
設定 

任意速度一致 
信号 
出力周波数 
検出1
出力周波数 
検出2
ベースブロック 
信号 

周波数指令急変 
検出 

多機能 
アナログ出力 

38

44

35

48

48

48

48

48

48

48

48

48

48

44

44

― 

38

49

51

40

42

― 

一般機械 

一　般 

一　般 

工作機械 

工作機械 

一　般 

一　般 

一　般 任意の出力周波数以上になったとき“閉”になります。 

任意の出力周波数以下になったとき“閉”になります。 

インバータの出力が遮断されているときは常に“閉”となります。 

一　般 

一　般 

一　般 予防保全 

一　般 

一　般 

一　般 

一　般 異常内容の個別出力ができます（DO-08）。 

一般機械 

空　調 

一　般 操作性の向上 

一　般 

機械系振動 
防止 

機械系の振動を防止するために，定速運転中に自動的に共振点を避けて 
運転します。不感帯制御にも適用できます。 

・張力一定制御 
・トルクヘルパ 

モータ発生トルクを外部指令で自在に調整します。 
巻取機の張力制御やヘルパのトルクフォロワに最適です。 

モータの速度レギュレーションを任意に設定します。高抵抗特性にする 
事で多数台モータの負荷分担で適正にします。 

運転継続の 
信頼性向上 

速度制御性能の 
向上 

工作機械， 
ブロワ，カッタ， 
押出機など 

トルク制御＊ 

負荷分担の 
適正化 

ドループ制御＊ 

― 
巻取機 
巻出機 
ヘルパ 

機械保護， 
運転継続の 
信頼性向上 

モータ発生トルクが，過トルク検出レベル以上になると“閉”になります。 
工作機械の刃物切損検出や過負荷検出などの機械保護のインタロック信号と 
して使用できます。 

補助周波数指令としての機能のほか，指令周波数の調整，出力電圧の調 
整，加減速時間の外部調節，過トルク検出レベルの調整などが外部から 
のアナログで入力できます。 

上位コンピュータがダウンし，周波数指令が無くなっても，あらかじめ 
設定された周波数で運転を自動的に継続します。 
インテリジェントビルの空調に不可欠な機能です。 

トルク制限 
（垂下特性選択） 

ポンプ 
ブロワ 
押出機ほか 

モータ発生トルクが，あるレベルに達すると過負荷状況に応じて出力周 
波数を調節します。 
ポンプやブロワのトリップレス運転に最適です。 

・機械保護 
・運転継続の 
　信頼性向上 
・トルクリミット 

― 

・分散駆動の 
　コンベア 
・マルチモータ 
　ドライブ 
・搬送機械 
ポンプ 
ブロワ 

モータ回転数 
リミット 

周波数指令の上限値・下限値，バイアス，ゲインが，周辺機器の追加な 
しに個別に設定できます。 

モニタ機能の 
向上 

モータの回転速度（min－1），負荷機械の回転速度（min－1）， 
ラインスピード（m/min）などを表示できます。 

零速インタ 
ロックなど 

モータが回転中に“閉”になる信号です。停止中のインタロック信号と 
して利用できます。（フリーラン中は“開”になります。） 

零速インタ 
ロック 

出力周波数が最低周波数以下で“閉”になる信号です。 
工作機械の送り反転信号に適用できます。 

指令速度到達 
インタロック 

周波数指令（速度指令）と出力周波数（ PG 付きの場合はモータ速度）が一致 
したとき“閉”になります。切削などのインタロックとして適用できます。 

故障信号の 
類別 

インバータが低電圧検出中“閉”になります。外部で停電対策を行う場 
合，停電検出リレーとして利用できます。 

指令速度一致 
インタロック 

任意の周波数指令で速度一致状態になったときのみ“閉”になる信号で 
す。 

ギヤ切り替え 
インタロックなど 
ギヤ切り替え 
インタロックなど 
運転インタ 
ロックなど 

運転継続の 
信頼性向上 

周波数指令が設定値の10 ％以下に急変したことを検出すると“閉”になります。 
上位シーケンサの異常検出としても使用できます。 

内蔵形の制動抵抗器の過熱，または制動トランジスタの異常を検出した 
ときは“閉”になります。 

モニタ機能の 
向上 

周波数計，電流計，電圧計，電力計，U1 モニタのうちのいずれか2 組の 
取付けができます。 

アナログ入力 
（オプション） ― 一　般 

外部より高分解能指令で運転できます（AI-14U，AI-14B）。 
また，正・負の電圧信号により可逆運転もできます（AI-14B）。 

ディジタル入力 
（オプション） ― 一　般 

8 ビットまたは 16 ビットのディジタル信号により運転できます。 
NC や PC との接続が容易です（DI-08，DI-16H2）。 

PG 制御カード（ PG-A2，PG-B2，PG-D2，PG-X2）の取付けにより，速度 
制御精度を格段に向上できます。 

出力周波数や出力電流のほか出力電圧，直流電圧など豊富なモニタがで 
きます（AO-08，AO-12）。 

モニタ機能の 
向上 

パルス列入力 38一　般 
周波数指令としての機能のほか，PID 制御時の PID 目標値及び PID フィード 
バック値をパルス列で入力できます。 

操作性の向上 

操作性の向上 

操作性の向上 

パルス列出力 45一　般 
周波数指令や出力周波数のほか，PID 目標値，PID フィードバック値など 
合計 6 項目のモニタができます。 

モニタ機能の 
向上 

モニタ機能の 
向上 

騒音低減 
ノイズ低減 

インバータのキャリア周波数を任意に設定し，モータ及び機械系の騒音 
共振を低減します。またノイズの低減にも有効です。 

＊：トルク制御機能およびドループ制御機能は，PG 付きベクトル制御および PG 無しベクトル 2 制御のみ可能です。 



16

標準接続図・端子機能

Varispeed G7
200 V級　18.5 kW（CIMR-G7A2018 形）の例

Varispeed G7

P2

PC

オープンコレクタ 1

オープンコレクタ 2

多機能オープン 
コレクタ出力 
DC48 V  50 mA以下 

P1

出荷時の標準設定は 
周波数一致 

運転準備完了 

出荷時の標準設定は 
零速度 

MA

MB

MC

異常接点出力 

AC250 V  1 A以下 
DC 30 V  1 A以下 

M1

M2
多機能接点出力 

AC250 V  1 A以下 
DC 30 V  1 A以下 
出荷時の標準設定は 
運転中 

AC

MP
パルス列出力 
0～32 kHz（2.2 kΩ） 
出荷時の標準設定は 
出力周波数 

三相電源 
200～240 V 
50/60 Hz

T/L3

S/L2

R/L1

ELCBまたはMCCB

T

S

R

S5

S8

S9

多段速指令 1 
（主速/補助切り替え） 

外部ベース 
ブロック指令 

S1

S2

S3

S4

正転運転／停止 

逆転運転／停止 

外部異常 

異 常リセ ット 

多機能入力 

出荷時の 
標準設定 

(注2)

(注 6)

IG

メモバス通信 
RS485/422

R－ 
R＋ 

S－ 

S＋ 

終端抵抗 

(注1)

制動ユニット 
（オプション） 

(注4)

(注11)

G1 G3 F

F

F

GG

FM

AM

多機能アナログ出力 1
AC

E(G)

－10～＋10 V 2 mA

AM

FM

＋ 

＋ － 

－ 

出荷時の標準設定は 
出力周波数 0～＋10 V

出荷時の標準設定は 
出力電流 0～＋10 V

－10～＋10 V 2 mA
多機能アナログ出力 2

周波数計目 盛り調整抵抗器 
 20 kΩ 

(注1)

(注7)

(注7)

電流計目盛り調整抵抗器 
 20 kΩ 

＋24 V  8 mA

SC

＋24 V

CN5 (NPN設定)

(注 6)

P4

C4

オープンコレクタ 3

オープンコレクタ 4

P3

出荷時の標準設定は 

S6

S7

多段速指 令 2

寸動周波数選択 

多段速指令 3

多段速指令 4

加減速時間選択 1

非常停止（a接点） 

S11

S12

S10

(注1)

(注1)

P

P4～20 mA

0～＋10 V

パルス列入力 
RP

+V

A1

A2

AC
0 V

主速指令パルス列 
0～32 kHz（3 kΩ） 
Hiレベル：3.5～13.2 V入力 

周波数設定用電源 
＋15 V 20 mA

主速指令 
0～10 V（20 kΩ） 
主速指令 
4～20 mA（250 Ω） 
［0～10 V（20 kΩ）入力対応可］ 

周波数指令調整用 
抵抗器 

周波数 
設定器 

2 kΩ 

外　部 
周波数 
指　令 

2 kΩ 
2
1

3

E(G)
シールド被膜線 
接続用端子 

A3
0～＋10 V

P

-V （－15 V 20 mA） 

多機能アナログ入力 
0～10 V（20 kΩ） 

C3

出荷時の標準設定は 
補助周波数指令 

PG

1

2

3
4

5

6

PG-B2   TA1
（オプション） 

TA3

TA2
1

2

3

4

Aパルス 

Bパルス 

パルスモニタ出力 
  最大 30 mA

配線距離 
30 m以下 

ツイストペア 
シールド線 

H

B
G

A

F

C

D

(注5)

UU/T1

V/T2

W/T3

IM

（Ｄ種接地） 

V

W

IM

FU
FV

FW

R1

S1

T1

R1
S1
T1

２ MCCB

MC

冷 却ファン 

モ ータ 

SA

2MCCB THRX OFF ON MC

MC

SA

THRX

21

21

SA

TRX

TRX

MAMC
異常接点 

サーマルリレー 
トリップ接点 

モータ冷却ファンの 
サーマルリレートリップ接点 

MA

MC

43

制動ユニットの 
サーモスイッチ接点 

レベル 
検出器 

0

0
B

P

制動抵抗器 
ユニット 
（オプション） 

43 21

(注1)

サーモスイッチ接点 

制動抵抗器ユニットの 
サーマルリレートリップ接点 

軽故障 
出荷時の標準設定は 

 

 

(注10)

(注10)

(注8)

(注8)

(注7)

(注3)

(注10)

(注3)

MC MB

400 V電源の場合，
400 Vから200 Vに
降圧するトランスが
必要です。 

インバータの異常接点出力で，
電源側を遮断するシーケンスを
組むことを推奨します。 

ヒューズ 

（注）1　　　 はシールド線，　　　はツイストペアシールド線です。 

　　  2  端子の◎は主回路，™は制御回路を示します。 
　　  3  制御回路端子の ＋V，－V 電圧の出力電流容量は最大20 mAです。制御回路端子＋Ｖ,－Ｖ,ＡＣ間を短絡させないでください。誤動作や故障の要因となります。 
　　  4  自冷モータの場合は，冷却ファンモータの配線は不要です。 
　　  5  PG 無し制御では，PG 回路配線（PG-B2 カードへの配線）は不要です。 
　　  6  シーケンス入力信号（S1～S12）が無電圧接点または NPN トランジスタによるシーケンス接続（0 Vコモン/シンクモード）の場合の接続を示します。（工場出荷時設定） 
　　　   PNP トランジスタによるシーケンス接続（＋24 Vコモン/ソースモード）やインバータの外部に＋24 V電源を設ける場合は，結線図例を参照ください。 
　　  7  多機能アナログ出力は，アナログ周波数計，電流計，電圧計，電力計などの指示計専用の出力です。フィードバック制御などの制御系には使用できません。 
　　  8  多機能接点出力及び異常接点出力の最小負荷は10 mAです。10 mA以下のときは，ホトカプラ出力を使用してください。 
　　  9  インバータの制御電源をONしたまま，主回路のみOFFさせる場合は，オプションにて制御回路別電源ユニットと専用インバータを準備しています。ご照会ください。 
　　10  制御回路AC端子を接地及び筺体への接続はしないでください。誤動作や故障の要因となる場合があります。 
　　11  制動抵抗器（ＥＲＦ形）を使用する場合は定数Ｌ8‐01に1を設定してください。また制動抵抗器ユニットを使用する場合はサーマルリレートリップ接点で電源側を 
　　　  遮断するシーケンスが必要になります。 

P

制御回路・通信回路端子の配列

E（G） 

E（G） 

FM AC AM P1 P2 PC SC

S2S1 S3 S4 S5 S6 S7 S8

SC A1 A2 A3 ＋V AC －V

MP P3 C3 P4 C4

S9 S10 S11 S12 M1 M2

MA MB MC

IG

RP R＋ R－ S＋ S－ 

ねじ式端子 差し込み式ねじ端子 ねじ式端子
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電圧クラス 
形式 CIMR-G7A _ 
最大適用モータ容量 
R/L1, S/L2, T/L3 

R1/L11, S1/L21, T1/L31 
U/T1, V/T2, W/T3 

B1, B2 
F 

G1 

G2 

G3 
 s/b2
r/b1 

s 200/b2　200 
s 400/b2　400 

J

200 V級 
20P4～2015 
0.4～15 kW
主回路電源入力 主回路電源入力 

インバータ出力 インバータ出力 

接地用（ D 種接地） 

― ― 

― ― 

― ― 

― 

― 

主回路電源入力 
R-R1，S-S1，T-T1 は工場出荷時に配線済みです（66ページ参照）。 

主回路電源入力 
R-R1，S-S1，T-T1 は工場出荷時に配線済みです（66ページ参照）。 

制動抵抗器ユニット接続用 
･直流リアクトル接続用 
（G 1 と G 2） 
･直流電源入力用 
（G 1 と F）（注1） 

制動抵抗器ユニット接続用 
･直流リアクトル接続用 
（G 1 と G 2） 
･直流電源入力用 
（G 1 と F）（注1） 

･直流電源入力用 
（G 1 と F）（注1） 
･制動ユニット接続用 
（G 3 と F） 

冷却ファン電源入力 
（注3） 

冷却ファン電源入力 
（注4） 

･直流電源入力用 
（G 1 と F）（注1） 
･制動ユニット接続用 
（G 3 と F） 

2018，2022 
18.5～22 kW

2030～2110 
30～110 kW

40P4～4015 
0.4～15 kW

4018～4045 
18.5～45 kW

4055～4300 
55～300 kW

400 V級 

接地用（ C 種接地） 

― 

― 

（注）1  直流電源入力“G 1 と F”は，UL/ cUL規格には適合できません。 
　　　2  表中の―は，無しを表しています。 
　　　3  冷却ファン電源入力 r/l1－s/l2：AC 200～220 V 50 Hz，AC 200～230 V 60 Hz入力（230 V 50 Hz，240 V 50/60 Hz電源の場合はトランスが必要です） 
　　　4  冷却ファン電源入力 r/l1－s 200/l2 200：AC 200～220 V 50 Hz，AC 200～230 V 60 Hz入力，r/l1－s 400/l2 400：AC 380～480 V 50/60 Hz入力 

種類 

シーケンス入力 

アナログ入力 

オープンコレクタ 
出力 

リレー出力 

パルス入出力 

アナログモニタ 
出力 

端子記号 信号名 端子機能説明 信号レベル 
S1 
S2 
S3 
S4 
S5 
S6 
S7 
S8 
S9 
S10 
S11 
S12 
SC 
＋V 
－V 
 A1 
 A2 
 A3 
AC 
E（G） 
 P1 
 P2 
PC 
P3 
C3 
P4 
C4 
MA 
MB 
MC 
M1 
M2 
FM 
AM 
AC 
RP 
MP

正転運転－停止指令 
逆転運転－停止指令 
多機能入力選択 1 
多機能入力選択 2 
多機能入力選択 3 
多機能入力選択 4 
多機能入力選択 5 
多機能入力選択 6 
多機能入力選択 7 
多機能入力選択 8 
多機能入力選択 9 
多機能入力選択 10 
シーケンス制御入力コモン 
＋15 V電源 
－15 V電源 
 主速周波数指令 

 主速周波数指令 

 多機能アナログ入力 

アナログコモン 
シールド被覆線，オプションアース線接続用 
 多機能 PHC 出力 1 

 多機能 PHC 出力 2 

ホトカプラ出力コモン（P 1，P 2用） 
 多機能 PHC 出力 3 

 多機能 PHC 出力 4 

異常出力（ a 接点） 
異常出力（ b 接点） 
リレー接点出力コモン 
 多機能接点出力（ a 接点） 

多機能アナログモニタ 1 
多機能アナログモニタ 2 
アナログコモン 
多機能パルス入力 
多機能パルスモニタ 

“閉”で正転運転，“開”で停止 
“閉”で逆転運転，“開”で停止 
工場出荷時設定：“閉”で外部異常 
工場出荷時設定：“閉”で異常リセット 
工場出荷時設定：“閉”で多段速指令 1 有効 
工場出荷時設定：“閉”で多段速指令 2 有効 
工場出荷時設定：“閉”で寸動周波数選択 

工場出荷時設定：“閉”で外部ベースブロック指令 
工場出荷時設定：“閉”で多段速指令 3 有効 
工場出荷時設定：“閉”で多段速指令 4 有効 
工場出荷時設定：“閉”で加減速時間選択 1 有効 
工場出荷時設定：“閉”で非常停止（a接点）有効 

― 
アナログ指令用＋15 V電源 
アナログ指令用－15 V電源 

 
 
 
 
 
 
0 V 
― 
 
 
 
 
― 
 
 
 
 

異常で MA－MC 端子間“閉” 
異常で MB－MC 端子間“開” 

― 
 
  

工場出荷時設定：出力周波数　0～＋10 V/100 ％周波数 
工場出荷時設定：電流モニタ　5 V/インバータ定格電流 

― 
工場出荷時設定：周波数指令入力（H6-01＝0） 
工場出荷時設定：出力周波数（H6-06＝2）　 

＋15 V（許容電流　最大20 mA） 
－15 V（許容電流　最大20 mA） 
－10～＋10 V，0～＋10V 

（入力インピーダンス20 kΩ） 
 4～20 mA（入力インピーダンス250 Ω） 

－10～＋10 V，0～＋10V 
（入力インピーダンス20 kΩ） 

― 
― 

DC 48 V 以下 2～50 mA＊ 

ドライ接点，接点容量 
AC 250 V  1 A以下 
DC 30 V  1 A以下 

DC 0～±10 V ±5 ％ 
2 mA以下 

0～32 kHz（3 kΩ） 
0～32 kHz（2.2 kΩ） 

DC 24 V  8 mA 
ホトカプラ絶縁 

工場出荷時設定：運転準備完了（READY） 
 

工場出荷時設定：軽故障 

工場出荷時設定：運転中 
運転で M1－M2 端子間“閉” 

工場出荷時設定：周波数一致検出 
設定周波数の±2 Hz以内になると“閉” 

工場出荷時設定：零速中 
零速度レベル（b2-01）以下で“閉” 

4～20 mA/100 ％，－10～＋10 V/－100～＋100 ％，0～＋10 V/100 ％ 
工場出荷時設定：端子A1と加算（H3-09＝0） 
－10～＋10 V/－100～＋100 ％，0～＋10 V/100 ％ 

工場出荷時設定：補助周波数指令 

－10～＋10 V/－100～＋100 ％ 
0～＋10 V/100 ％ 

50 mA以下 

コイル 
外部電源 
48 V以下 

フライホイール 
ダイオード 

＊ : リレーのコイルなどのリアクタンス負荷を駆動する場合は，必ず右図のフライホイールダイオードを 
       挿入してください。フライホイールダイオードの定格は，回路電圧以上のものを選定してください。 

種類 

RS-485/422伝送 

端子記号 信号名 端子機能説明 信号レベル 
R＋ 
R－ 
S＋ 
S－ 
IG

 メモバス通信入力 

 メモバス通信出力 

通信用シールド被覆線 

RS-485　2ワイヤの場合は，R＋とS＋，R－と 
S－を短絡してください。 

差動入力 
PHC絶縁 
差動出力 
PHC絶縁 
― ― 
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外形寸法図

盤内取付形（IP00）

電圧クラス 

*: 4132,4160形のみ外形寸法が点線のようにオーバハングします。 

インバータ形式 
CIMR-G7A _

外形寸法　mm最大適用 
モータ容量 
kW

200 V級 
（三相） 

400 V級 
（三相） 

0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110 
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110 
132 
160 
185 
220 
300

20P4 
20P7 
21P5 
22P2 
23P7 
25P5 
27P5 
2011 
2015 
2018 
2022 
2030 
2037 
2045 
2055 
2075 
2090 
2110 
40P4 
40P7 
41P5 
42P2 
43P7 
45P5 
47P5 
4011 
4015 
4018 
4022 
4030 
4037 
4045 
4055 
4075 
4090 
4110 
4132* 
4160* 
4185 
4220 
4300

外形図 

1

2

3

1

2

3

4

W

140

200

240

250 
275
375

450

500

575

140

200

240

275

325

450

500

575

710

916

H

280

300

350

400 
450
600

725

850

885

280

300

350

450

550

725

850

  916*

1305

1475

D

177

157

197

207

258

298 
328
348

358

207

258

283

348

358

378

415

378

157

177

197

W1

126

186

－ 
216

195 
220
250 
 
325

370

445

126

186

216

220

260

325

370

445

540

730

240 270

365 365

H1

266

285

335

385 
435
575 
 
700

820

855

266

285

335

435

535

700

820

855

1270

1440

H2

8

－ 

－ － 

12.5

7

7.5

15

7

8

7.5

12.5

15

  45.8*

15

D1

130

140

59

39

65.5

78

100

105

130

140

126

59

39

65.5

78

100

T1

3.2

5

2.3

4.5

5

2.3

3.2

4.5

4.5

d

M10用 

M5用 

M6用 

M12用 

M5用 

M6用 

M10用 

M12用 

3

概略質量 
kg

150

4

6 
7

11
21 
24 
57 
63 
86 
87 
108

4.5

3.5

7

10

26

37

90
91
109
127
165
175
263
280
415

冷却方式 

自冷 

自冷 

風冷 

風冷 

W3W2

外形図 1 外形図 2

外形図 3

H
1

H
2

H

W1

W
D1

D3W

W1

3

H
1

H
2

D

H

D1
T1

4-d
4-d

W

W1 4-d

H
2

H
2
*

(5)
D1

D

H
1 HH
*

T1

(5)(5)

T1

外形図 4

6-d

T1
D1

D

W1

W1
W

W3

W2

H

H
2

H
1
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閉鎖壁掛形（UL Type1）

電圧クラス インバータ形式 
CIMR-G7A _

最大適用 
モータ容量 
kW

200 V級 
（三相） 

400 V級 
（三相） 

0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110 
132 
160

20P4 
20P7 
21P5 
22P2 
23P7 
25P5 
27P5 
2011 
2015 
2018 
2022 
2030 
2037 
2045 
2055 
2075 
40P4 
40P7 
41P5 
42P2 
43P7 
45P5 
47P5 
4011 
4015 
4018 
4022 
4030 
4037 
4045 
4055 
4075 
4090 
4110 
4132 
4160

概略質量 
kg 冷却方式 外形図 W H D W1 H0 H1

外形寸法　mm
H2 H3 D1 T1 d

1 140 280
157

177

197

207
7.5

0 
30 
135 
165

0

258 100

3.2 M10用 

4.5 M12用 

350 
380 
535 
615

300200

240

254 
279
380

453

809 298
328

3481027

250

325

600

725

575
12.5

15

700
504 358

157

177

1243 370 850 820

209

302
393

130

126

186

216

195 
220

280

300

350

400 
450

266
39

59

3

4

7

2.3

5

M6用 

M5用 
自冷 

自冷 

― 

285 8

335

65.5 6 
7

24 
27 
62 
68 
94 
95 
114

1178

385 
435

2

3

1 280140

2
200 300 197

240 350 207

279 535 258

635

715
329 283

453 1027 348

504 1243 358

579

126

186

216

220

260

325

370

445

280

300

350

450

550

725

850

916

266 7 5― 

― 
285 8

335

435 7.5 85

2.3

165
535

59

39

4.5

3.5

65.5

78

100

105

7

10

29

39

98
40

99
127
137
175
185

700 12.5 302 3.2

4.5

M5用 

M6用 

M10用 

M12用 
393

408

15

45.8 140

130
820

8551324 378

3

風冷 

風冷 

3W

H
0 HH
1

H
2

H
3 4W1 D1

D
W

W1

3

H
1

H
2

D

H
0

D1

4
H

4-d 4-d

W

W1

H
3

H
0

H
1

H
2

D1
D(5)最

大
1
0

4-d

T1

(5)(5)

H

外形図 1 外形図 2

外形図 3

T1 T1

外
形
寸
法
図
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形 式  CIMR-G7A _ 40P4

1.4

1.8

40P7

2.6

3.4

41P5

3.7

4.8

42P2

4.7

6.2

43P7

6.9

9

45P5

11

15

47P5

16

21

4011

21

27

4015

26

34

4018

32

42

4022

40

52

4030

50

65

4037

61

80

4045

74

97

10 21 33 41 76 132 198 246 311 354 516 633 737 929 1239 

488 

1727

1554 

596 

2150

1928 

762 

2690

2299 

928 

3227

2612 

1105 

3717

3614 

1501 

5115

4436 

1994 

6430

5329 

2205 

7534

6749 

2941 

9690

39 44 46 49 64 79 106 116 135 174 210 246 285 340

49 65 79 90 140 211 304 362 446 528 726 879 1022 1269

4055

98

128

4075

130

165

4090

150

195

4110

180

240

4132

210

270

4160

230

302

4185

280

370

4220

340

450

4300

460

605

形 式  CIMR-G7A _ 20P4

1.2

3.2

21

36

57

20P7

2.3

6

43

42

85

21P5

3.0

8

58

47

105

22P2

4.6

12

83

53

136

23P7

6.9

18

122

64

186

25P5

10

27

187

87

274

27P5

13

34

263

112

375

2011

19

49

357

136

493

2015

25

66

473

174

647

2018

30

80

599

242

839

2022

37

96

679

257

936

2030

50

130

878

362

1240

2037

61

160

1080

434

1514

2045

70

183

1291

510

1801

2055

85

224

1474

607

2081

2075

110

300

2009

823

2832

2090

140

358

1963

925

2888

2110

160

415

2389

1194

3583

自冷 

自冷 強制風冷 

強制風冷 

インバータ定格出力容量 kVA

定格出力電流 A

フィン冷却方式 

発
熱
量（
発
生
ロ
ス
） 

400 V級 

インバータ定格出力容量 kVA

定格出力電流 A

フィン冷却方式 

冷却フィン部 W

ユニット内部 W

総発熱量 W

発
熱
量（
発
生
ロ
ス
） 

200 V級 

冷却フィン部 W

ユニット内部 W

総発熱量 W

全閉鎖形制御盤 

55 ℃ 

45 ℃ 

上部カバー 

盤内上部 
空気温度 
－10～＋55 ℃ 

盤内取付形 
インバータ 

インバータ入気温度 
－10～＋45 ℃ 

周囲温度 40 ℃ 

下部カバー 

冷却フィン 

200 V級，400 V級の15 kW以下は， 
ユニットの上部カバーと下部カバーを 
外してください。 

200 V級，400 V級の18.5 kW以上のインバータを盤内取付けで 
使用する場合は，ユニット両側面に付いている吊り下げ用 
アイボルトや主回路配線のスペースを確保してください。 

上部カバー（ワンタッチ） 

50 mm以上 

A mm以上 
B mm以上 

120 mm以上 30 mm以上 30 mm 
以上 

冷却フィン 

左右のスペース 上下のスペース 

エア 

エア 

下部カバー 

下部カバー取付けねじ 

・インバータの取付けスペースの確保 ・全閉鎖形制御盤の取付け図 ・冷却フィン外出し取付け図 

（注）使用するインバータや条件により確保するスペースの寸法は以下のとおりです。 
　　　200 V級 90～110 kW，400V級 132～220 kWのインバータ使用の場合 A : 120  B : 120 
　　　400 V級 300 kWのインバータ使用の場合 A : 300  B : 300 
　　　上記以外のインバータの場合 A : 50    B : 120 
　　　制御盤天井部にファンがあり，十分な排気が行える場合 A : 50    B : 120 
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パネル加工図1

パネル加工図3

パネル加工図2

A

B

W

W1

（
H3
）
 

（
H3
）
 

（
H
2
）
 

（
H
2
）
 

H
1 H

2-φ5穴 4-dタップ 

a a

a ab

b

（W3） （W3） 
（W2） （W2） 

W1
W

パネルカット 

a a

4-dタップ 

（
H
2
）
 

（
H
3
）
 

（
H
2
）
 
（
H
3
）
 

H
1 H

B

A （W3） （W3） 

（W2） （W2） 

パネルカット 

a a

W1
W

a a

4-dタップ 

（
5
9
）
 

（
H
3
）
 

（
1
9
）
 
（
H
3
）
 

H
1 H

B

A （W3） （W3） 

（W2） （W2） 

パネルカット 

a a

W1

(W)

A

B

(H
)

H
1

1
5

2
030

(H
2
)

(H
2
)

(W3)

(W2)

(W3)

(W2)

6-dタップ 

パネルカット 

W1

(W)

A

B

(H
)

H
1

1
5

2
0

(H
2
)

(H
2
)

(W3)(W3)

(W2)(W2)

6-dタップ 

パネルカット 

パネル加工図4

パネル加工図5

W1
W D1 D2

D3以上 

壁面 取付け面 
H
1 H

形　式 
CIMR-G7A _

アタッチメント 
手配コード 

W H W1 H1 D1 D2 D3

20P4 
20P7 
21P5 
22P2 
23P7 
25P5 
27P5 
2011 
2015 
40P4 
40P7 
41P5 
42P2 
43P7 
45P5 
47P5 
4011 
4015

EZZ08676A 
 
 
 EZZ08676B 

 EZZ08676C 

 
 

EZZ08676A 
 
 
 EZZ08676B 

 EZZ08676C

155 
 
 
 210 

 250 

 
 
155 
 
 
 210 

 250

302 
 
 
 330 

 392 

 
 
302 
 
 
 330 

 392

126 
 
 
 180 

 216 

 
 
126 
 
 
 180 

 216

290 
 
 
 316 

 372 

 
 
290 
 
 
 316 

 372

122.6 
 
 
 136.1 

 133.6 

 
 

122.6 
 
 
 136.1 

 133.6

37.4 
 
 57.4 

 63.4 

 76.4 

 37.4 

 
57.4 
 
 63.4 

 76.4

40 
 
 60 

 70 

 85 

 40 

 
60 
 
 70 

 85

（単位：mm） 

 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
 
 
 
2

1

2

3

4

5

 
 
155 
 
 

210  

250  
250 
275 

375  

450  
500 

575

155

210

250

275

325

302

330

392

450

550

126

180

216

220

260

450 

500 

575 

710 

916

725 

850 

925 

1305 

1475

325 

370 

445 

540 

730

54.5 

57 

55 

76.5 

72.5

700 

820 

895 

1270 

1440

13.5 

19 

＊ 

21.5 

21.5

12.5 

15 

15 

＊ 

＊ 

434 

484 

555 

693 

875

673 

782 

817 

1227 

1397

M10

M12

8.5

6.5

8.5

3

8

8

10 

8.5 

20.5

290

316

372

435

535

138

197

233

269

309

271

298

353

419

519

M5

M6

9.5

9

9.5

8

6

7

10

7.5

6

8.5

24.5

形　式 
CIMR-G7A _

加工図 W

 
 
302 
 
 

330  

392  
400 
450 

600  

725  
850 

885

H

 
 
126 
 
 

180  

216  
195 
220 

250  

325  
370 

445

W1

 
 
6 
 
 

 
8.5  
 

24.5  
 

54.5  
 
57 

55

（W2） 

 
 
8.5 
 
 

6.5  

8.5  

3  
 

8  
 
8 

10

 
 
290 
 
 

316  

372  
385 
435 

575  

700  
820 

855

 
 
9.5 
 
 

9  

9.5  

8  

15  

13.5  
 
19

 
 
6 
 
 

7  

10  

7.5  
 

12.5  
 
 
15

 
 
138 
 
 

197  

233  
244 
269 

359  

434  
484 

555

 
 
271 
 
 

298  

353  
369 
419 

545  

673  
782 

817

 
 
M5 
 
 

 
 
M6  
 
 
 

M10  
 
 
M12

（W3） H1（H2） （H3） 

20P4 
20P7 
21P5 
22P2 
23P7 
25P5 
27P5 
2011 
2015 
2018 
2022 
2030 
2037 
2045 
2055 
2075 
2090 
2110 
40P4 
40P7 
41P5 
42P2 
43P7 
45P5 
47P5 
4011 
4015 
4018 
4022 
4030 
4037 
4045 
4055 
4075 
4090 
4110 
4132 
4160 
4185 
4220 
4300

（単位：mm） 

A B d

＊：上側と下側の寸法が異なるため，加工図 3 ～ 5 を参照してください。 



機　能 定数 No. 名　　称 設定範囲 
最小設 
定単位 

工場出荷 
時設定値 

運転中 
の変更 PG無し 

V/f
PG付き 
V/f

参照 
ページ 

PG無し 
ベクトル 
1

PG付き 
ベクトル 

PG無し 
ベクトル 
2

制御モード 

A1-00 
A1-01 
A1-02 
A1-03 
A1-04 
A1-05

b1-01 
b1-02 
b1-03 
b1-04 
b1-05 
b1-06 
b1-07 
b1-08 
b1-10
b2-01 
b2-02 
b2-03 
b2-04 
b2-08
b3-01 
b3-02 
b3-03 
b3-05 
b3-10 

b3-13 

b3-14 
b3-17# 
b3-18# 
b3-19#

b4-01 
b4-02
b5-01 
b5-02 
b5-03 
b5-04 
b5-05 
b5-06 
b5-07 
b5-08 
b5-09 
b5-10 
b5-11 
b5-12 
b5-13 
b5-14 
b5-15 
b5-16 
b5-17
b6-01 
b6-02 
b6-03 
b6-04

A2-01 
～A2-32

オペレータ表示の言語選択 
定数のアクセスレベル 
制御モードの選択 
イニシャライズ 
パスワード 
パスワードの設定 
 ユーザー定数の設定 

周波数指令の選択 
運転指令の選択 
停止方法の選択  
逆転禁止の選択 
最低出力周波数（E1-09）未満の動作選択 
シーケンス入力の 2 度読み選択 
運転指令切り替え後の運転選択 
プログラムモードの運転指令選択 
零速時動作の選択 
零速度レベル（直流制動開始周波数） 
直流制動電流 
始動時直流制動（初期励磁）時間 
停止時直流制動（初期励磁）時間 
磁束補償量 
速度サーチ選択（共通） 
速度サーチ動作電流（電流検出形） 
速度サーチ減速時間（電流検出形） 
速度サーチ待ち時間（共通） 
速度サーチ検出補正ゲイン（速度推定形） 
速度サーチ中の速度推定器の比例ゲイン 
回転方向サーチ選択 
速度サーチリトライ動作電流レベル 
速度サーチリトライ動作検出時間 
速度サーチリトライ回数 
タイマ機能の ON 側遅れ時間 
タイマ機能の OFF 側遅れ時間 
PID 制御の選択 
比例ゲイン（P） 
積分時間 （I） 
積分値（I）の上限値 
微分時間 （D） 
PID の上限値 
PID オフセット調整 
PID の一時遅れ時定数 
PID 出力の特性選択 
PID 出力ゲイン 
PID 出力の逆転選択 
PIDフィードバック指令喪失検出選択 
PIDフィードバック指令喪失検出レベル 
PIDフィードバック指令喪失検出時間 
スリープ機能動作レベル 
PID スリープ動作遅れ時間 
PID 指令用加減速時間 
始動時 DWELL 周波数 
始動時 DWELL 時間 
停止時 DWELL 周波数 
停止時 DWELL 時間 

環境設定 
モード 

ユーザー定数 
設定モード 

運転モード 
選択 

直流制動 

速度サーチ 

タイマ機能 

PID 制御 

DWELL 
機能 

0～6 
0～2 
0～4 
0～3330 
0～9999 
0～9999 
 b1-01～o3-02

0～4 
0～3 
0～3（注1） 
0，1 
0～3 
0，1 
0，1 
0～1，2＃ 
0，1
0.0～10.0 
0～100 
0.00～10.00 
0.00～10.00 
0～1000
0～3 
0～200 
0.1～10.0 
0.0～20.0 
1.00～1.20 
0.1～2.0 
0，1 
0～200 
0.00～1.00 
0～10
0.0～300.0 
0.0～300.0
0～4 
0.00～25.00 
0.0～360.0 
0.0～100.0 
0.00～10.00 
0.0～100.0 
－100.0～＋100.0 
0.00～10.00 
0，1 
0.0～25.0 
0，1 
0～2 
0～100 
0.0～25.5 
0.0～400.0 
0.0～25.5 
0.0～25.5
0.0～400.0 
0.0～10.0 
0.0～400.0 
0.0～10.0

1 
1 
1 
1 
1 
1 
 ― 

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1

0.1 Hz 
1 ％ 
0.01 s 
0.01 s 
1 ％ 
1 
1 ％ 
0.1 s 
0.1 s 
0.01 
0.1 ％ 
1 
1 ％ 
0.01 s 
1
0.1 s 
0.1 s
1 
0.01 
0.1 s 
0.1 ％ 
0.01 s 
0.1 ％ 
0.1 ％ 
0.01 s 
1 
0.1 
1 
1 
1 ％ 
0.1 s 
0.1 Hz 
0.1 s 
0.1 s
0.1 Hz 
0.1 s 
0.1 Hz 
0.1 s

1 
2 
2 
0 
0 
0 
 ― 

1 
1 
0 
0 
0 
1 
0 
0 
0

0.5 Hz 
50 ％ 
0.00 s 
0.50 s 
0 ％ 
2（注2） 

 100 ％（注2） 

2.0 s 
0.2 s 
1.10 
1.0 ％ 
1 
150％ 
0.10 s 
0
0.0 s 
0.0 s
0 
1.00 
1.0 s 
100.0 ％ 
0.00 s 
100.0 ％ 
0.0 ％ 
0.00 s 
0 
1.0 
0 
0 
0 ％ 
1.0 s 
0.0 Hz 
0.0 s 
0.0 s
0.0 Hz 
0.0 s 
0.0 Hz 
0.0 s

○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
 × 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
Q 
A 
A 
A 
 A

Q 
Q 
Q 
A 
× 
A 
A 
A 
× 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
A 
A 
A
A 
A
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A

A 
A 
Q 
A 
A 
A 
 A

Q 
Q 
Q 
A 
× 
A 
A 
A 
× 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
× 
× 
A 
× 
× 
A 
× 
× 
× 
A 
A

A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A

A 
A 
Q 
A 
A 
A 
 A

Q 
Q 
Q 
A 
× 
A 
A 
A 
× 
A 
A 
A 
A 
A
A 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
A 
A 
A

A 
A 
Q 
A 
A 
A 
 A

Q 
Q 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
× 
A 
A 
× 
× 
× 
× 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
A 
A

A 
A 
Q 
A 
A 
A 
 A

Q 
Q 
Q 
A 
× 
A 
A 
A 
A
A 
× 
A 
A 
× 
A 
A 
× 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A
A 
A

   #：バージョン PRG：1039以降のソフトでのみ使用可能な定数です。 
また，このバージョンでの場合に有効な設定値，制御モードに # 印をつけています。 

（注）1  PG 付きベクトル，PG 無しベクトル 2 制御では，設定範囲は 0 または 1 となります。 
2  制御モード（A1-02）を変更すると，出荷時設定が入れ替わります（PG 無しベクトル 1 制御の出荷時設定を示しています）。 

31

31

35

36

― 
 

40

48

53

― 

― 

46

― 
46

40

・記載されていない定数 No. は，オペレータ上に表示されません。 
・パスワード（ A1-04 ）の設定により，設定できる定数が変わります。 
・制御モード欄のA，Q，×はアクセスレベルとアクセス可否を示しています。 
 

 　A：ADVANCED（アドバンスプログラムモード選択時） 
 　Q：QUICK（クイックプログラムモード及びアドバンスプログラムモード選択時） 
　×：アクセス不可 

表の見方 

22



23

機　能 定数 No. 名　　称 設定範囲 
最小設 
定単位 

工場出荷 
時設定値 

運転中 
の変更 PG無し 

V/f
PG付き 
V/f

参照 
ページ 

PG無し 
ベクトル 
1

PG付き 
ベクトル 

PG無し 
ベクトル 
2

制御モード 

b8-01 
b8-02 
b8-03 
b8-04 
b8-05 
b8-06 
b9-01 
b9-02 
C1-01 
C1-02 
C1-03 
C1-04 
C1-05 
C1-06 
C1-07 
C1-08 
C1-09 
C1-10 
C1-11 
C2-01 
C2-02 
C2-03 
C2-04 
C3-01 
C3-02 
C3-03 
C3-04 
C3-05 
C4-01 
C4-02 
C4-03 
C4-04 
C4-05 
C5-01 
C5-02 
C5-03 
C5-04 
C5-05 
C5-06 
C5-07 
C5-08 
C5-10

省エネモード選択 
省エネ制御ゲイン 
省エネ制御フィルタ時定数 
省エネ係数 
電力検出フィルタの時定数 
さぐり運転電圧リミッタ 
ゼロサーボゲイン 
ゼロサーボ完了幅 
加速時間 1 
減速時間 1 
加速時間 2 
減速時間 2 
加速時間 3 
減速時間 3 
加速時間 4 
減速時間 4 
非常停止時間 
加減速時間の単位 
加減速時間の切り替え周波数 
加速開始時の S 字特性時間 
加速完了時の S 字特性時間 
減速開始時の S 字特性時間 
減速完了時の S 字特性時間 
スリップ補正ゲイン 
スリップ補正一次遅れ時定数 
スリップ補正リミット 
回生動作中のスリップ補正選択 
出力電圧制限動作選択 
トルク補償ゲイン 
トルク補償の一次遅れ時定数 
起動トルク量（正転用） 
起動トルク量（逆転用） 
起動トルク時定数 
速度制御（ASR）の比例ゲイン 1（P） 
速度制御（ASR）の積分時間 1（I） 
速度制御（ASR）の比例ゲイン 2（P） 
速度制御（ASR）の積分時間 2（I） 
速度制御（ASR）リミット 
速度制御（ASR）の一次遅れ時定数 
速度制御（ASR）ゲイン切り替え周波数 
速度制御（ASR）積分リミット 
速度制御（ASR）の一次遅れ時定数 2

0，1 
0.0～10.0 
0.00～10.00 
0.00～655.00 
0～2000 
0～100 
0～100 
0～16383 
 
 
 
 
0.0～6000.0（注4） 
 
 
 
 
0，1 
0.0～400.0 
0.00～2.50 
0.00～2.50 
0.00～2.50 
0.00～2.50 
0.0～2.5 
0～10000 
0～250 
0，1 
0，1 
0.00～2.50 
0～10000 
0.0～200.0 
－200.0～0.0 
0～200 
0.00～300.00（注7） 
0.000～10.000 
0.00～300.00（注7） 
0.000～10.000 
0.0～20.0 
0.000～0.500 
0.0～400.0 
0～400 
0.000～0.500

1 
0.1 
0.01 s 
0.01 
1 ms 
1 ％ 
1 
1 
 
 
 
 
0.1 s 
 
 
 
 
1 

0.1 Hz 
0.01 s 
0.01 s 
0.01 s 
0.01 s 
0.1 
1 ms 
1 ％ 
1 
1 
0.01 
1 ms 
0.1 ％ 
0.1 ％ 
1 ms 
0.01 
0.001 s 
0.01 
0.001 s 
0.1 ％ 
0.001 s 
0.1 Hz 
1 ％ 
0.001

0 
 0.7（注1） 
 0.50 s（注2） 
（注1）（注3） 
20 ms 
0 ％ 
5 
10 
 
 
 
 

10.0s 
 
 
 
 
1 

0.0 Hz 
0.20 s 
0.20 s 
0.20 s 
0.00 s 
 1.0（注5） 
 200 ms（注5） 
200 ％ 
0 
0 
1.00 

 20 ms（注5） 
0.0 ％ 
0.0 ％ 
10 ms 
20.00（注6） 
 0.500 s（注6） 
 20.00（注6） 
 0.500 s（注6） 
5.0 ％ 

 0.004 s（注6） 
0.0 Hz 
400 ％ 
0.010 s 

× 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
× 
× 
× 
× 
○ 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
× 
× 
A 
A 
A 
× 
× 
Q 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
× 
× 
A 
A 
A 
× 
× 
Q 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
A 
A 
× 
× 
× 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
Q 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
A 
× 
× 
× 
A 
A 
Q 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
× 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
A 
A 
× 

A 
A 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
Q 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
× 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
A 
A 
A

 
 

55 
 
 
 

―
 
 
 
 
 
 

34 
37
 
 
 
 
 
 
 

37 
 
 
51 
 

― 
 
 

49 
 
 
― 
 
 
 
 
 
51 
 
 
 

省エネ制御 

ゼロサーボ 

加減速時間 

S字特性 

スリップ 
補正 

トルク補償 

速度制御 
（ASR） 

キャリア 
周波数 

    
 
（注）1  PG 付きベクトル制御では 1.0 となります。 
　　　2  インバータ容量が 55 kW以上の場合は，PG 付きベクトル制御 0.05 s，PG 無しベクトル制御 2.00 s となります。 

制御モード（A1-02）を変更すると，出荷時設定が入れ替わります（PG 無しベクトル 1 制御の出荷時設定を示しています）。 
　　　3  定数を初期化することにより，インバータ容量と同じ容量が設定されます。 
　　　4  加減速時間の設定範囲は，C1-10（加減速時間の単位）の設定によって変わります。C1-10 に“ 0 ”が設定された場合，加減速時間の設定範囲は，0.00～600.00（秒）となります。 
　　　5  制御モード（A1-02）を変更すると，出荷時設定が入れ替わります（PG 無しベクトル 1 制御の出荷時設定を示しています）。 
　　　6  制御モードを変更すると，出荷時設定が入れ替わります（PG 付きベクトル制御の出荷時設定を示しています）。 
　　　7  PG 付きベクトル，PG 無しベクトル 2 制御では，設定範囲は 1.00～300.0 となります。 
　　　8  設定範囲はインバータ容量（o2-04）で異なります。5.5 kW 以上のインバータの場合で，キャリア周波数を工場出荷時の値より大きくするときは，定格 

電流の低減が必要です。 
　　　9  インバータ容量によって出荷時設定が異なります（200 V級 0.4 kWのインバータでの値を示しています）。 
　　  10  設定範囲はインバータ容量で異なります。キャリア周波数の設定により，最高出力周波数に制約があります。 
　　  11  C6-02 に F を設定したときのみ設定/参照可能です。 
　　  12  多機能入力に第 2 モータ選択を設定した場合，クイックプログラムモードで表示されます。 
　　  13  ソフトウェアのバージョンがPRG : 1040以降での値です。ソフトウェアのバージョンがPRG : 1039以前での出荷時設定はインバータ容量により異なります。 

 PG 無しベクトル 2 制御の 
キャリア周波数選択 

1（注13） 
（注12） （注12） （注12） （注12） 

（注12） C6-02 
C6-03 
C6-04 
C6-05 

C6-11

キャリア周波数選択 
キャリア周波数上限 
キャリア周波数下限 
キャリア周波数比例ゲイン 

1～F（注8） 
2.0～15.0（注10）（注11） 
0.4～15.0（注10）（注11） 
00～99（注11） 

1～4

1 
0.1 kHz 
0.1 kHz 
1 

1

6（注9） 
 15.0 kHz（注9） 
 15.0 kHz（注9） 

0

× 
× 
× 
× 

× 

Q 
A 
A 
A 

× 

Q 
A 
A 
A 

× 

Q 
A 
× 
× 

× 

Q 
A 
× 
× 

× 

× 
× 
× 
× 

Q

44 
 
 
― 

b7-01 
b7-02

ドループ制御のゲイン 
ドループ制御の遅れ時間 

ドループ 
制御 

0.0～100.0 
0.03～2.00

0.1 ％ 
0.01 s

0.0 ％ 
0.05 s

○ 
○ 

A 
A

× 
× 

× 
× 

× 
× 

A 
A

― 
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機　能 定数 No. 名　　称 設定範囲 
最小設 
定単位 

工場出荷 
時設定値 

運転中 
の変更 PG無し 

V/f
PG付き 
V/f

参照 
ページ PG付き 

ベクトル 

PG無し 
ベクトル 
2

制御モード 

d1-01 
d1-02 
d1-03 
d1-04 
d1-05 
d1-06 
d1-07 
d1-08 
d1-09 
d1-10 
d1-11 
d1-12 
d1-13 
d1-14 
d1-15 
d1-16 
d1-17 
d2-01 
d2-02 
d2-03 
d3-01 
d3-02 
d3-03 
d3-04 
d4-01 
d4-02 
d5-01 
d5-02 
d5-03 
d5-04 
d5-05 
d5-06 
d5-07

周波数指令 1 
周波数指令 2 
周波数指令 3 
周波数指令 4 
周波数指令 5 
周波数指令 6 
周波数指令 7 
周波数指令 8 
周波数指令 9 
周波数指令 10 
周波数指令 11 
周波数指令 12 
周波数指令 13 
周波数指令 14 
周波数指令 15 
周波数指令 16 
寸動周波数指令 
周波数指令上限値 
周波数指令下限値 
主速指令下限値 
ジャンプ周波数 1 
ジャンプ周波数 2 
ジャンプ周波数 3 
ジャンプ周波数幅 
周波数指令のホールド機能選択 
＋－スピードリミット 
トルク制御選択 
トルク指令の遅れ時間 
速度リミット選択 
速度リミット 
速度リミットバイアス 
速度／トルク制御切り替えタイマ 
回転方向限定動作選択 

 
 
 
 
 
 
 
 
0～400.00（注1） 
 
 
 
 
 
 
 
0～400.00（注1） 
0.0～110.0 
0.0～110.0 
0.0～110.0 
 
0.0～400.0 
 
0.0～20.0 
0，1 
0～100 
0，1 
0～1000 
1，2 
－120～＋120 
0～120 
0～1000 
0，1

 
 
 
 
 
 
 
 

0.01 Hz（注2） 
 
 
 
 
 
 
 

0.01 Hz（注2） 
0.1 ％ 
0.1 ％ 
0.1 ％ 
0.1 Hz 
0.1 Hz 
0.1 Hz 
0.1 Hz 
1 
1 ％ 
1 
1 ms 
1 
1 ％ 
1 ％ 
1 ms 
1

 
 
 
 
 
 
 
 

0.00 Hz 
 
 
 
 
 
 
 

6.00 Hz 
100.0 ％ 
0.0 ％ 
0.0 ％ 
0.0 Hz 
0.0 Hz 
0.0 Hz 
1.0 Hz 
0 
10 ％ 
0 

 0 ms（注3） 
1 
0 ％ 
10 ％ 
0 ms 
1

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

Q 
Q 
Q 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

Q 
Q 
Q 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

Q 
Q 
Q 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

Q 
Q 
Q 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 

Q 
Q 
Q 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

 
 
 
 
 
 
 
 
36 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
38 
 
 

38 
 
 
41
 
― 
 
 
 
― 

周波数 
上限・下限 

ジャンプ 
周波数 

トルク制御 

周波数指令 
ホールド 

界磁制御 

V/f 特性 

周波数指令 

 （注）1  PG 無しベクトル 2 制御での設定範囲は 0～66.0 となります。 
　　　 2  表示単位は o1-03 で設定できます。 
　　　 3  制御モード（A1-02）を変更すると，出荷時設定が入れ替わります（ PG 付きベクトル制御の出荷時設定を示しています）。 
　　　 4  200 V級のインバータでの値です。400 V級のインバータの場合は，この値の 2 倍となります。 
　　　 5  PG 無しベクトル 2 制御での設定範囲は 0～66.0（PRG：103□では 0～132.0）となります。 
　　　     400 V級では，キャリア周波数の設定及び容量により，最高出力周波数に制約があります。 
　　　     400V 90～110kWは250Hz，132～300kWは166Hzの最高出力周波数です。詳細はお問い合わせください。 
　　　 6  制御モード（A1-02）を変更すると，出荷時設定が入れ替わります（ PG 無しベクトル 1 制御の出荷時設定を示しています）。 
　　　 7  E1-11，E1-12 は設定値 0.0 で内容が無視されます。 
　　　 8  E1-13（ベース電圧）の設定値が0.0のとき，E1-13=E1-05（最大電圧）として制御されます。 
　　　     オートチューニングを実施すると，E1-05とE1-13に同じ値が自動的に書き込まれます。 

PG無し 
ベクトル 
1

E1-01 
E1-03 
E1-04 
E1-05 
E1-06 
E1-07 
E1-08 
E1-09 
E1-10 
E1-11 
E1-12 
E1-13

入力電圧設定 
V/f パターン選択 
最高出力周波数（FMAX） 
最大電圧（VMAX） 
ベース周波数（FA） 
中間出力周波数（FB） 
中間出力周波数電圧（VC） 
最低出力周波数（FMIN） 
最低出力周波数電圧（VMIN） 
中間出力周波数 2 
中間出力周波数電圧 2 
ベース電圧（VBASE） 

155～255（注4） 
0～F 
40.0～400.0（注5） 
0.0～255.0（注4） 
0.0～400.0（注5） 
0.0～400.0 
0.0～255.0（注4） 
0.0～400.0（注5） 
0.0～255.0（注4） 
0.0～400.0（注5） 
0.0～255.0（注4） 
0.0～255.0（注4） 

1 V 
1 

0.1 Hz 
0.1 V 
0.1 Hz 
0.1 Hz 
0.1 V 
0.1 Hz 
0.1 V 
0.1 Hz 
0.1 V 
0.1 V

200 V（注4） 
F 

60.0 Hz（注6） 
 200.0 V（注4）（注6） 
60.0 Hz（注6） 
 3.0 Hz（注6） 
 11.0 V（注4）（注6） 
 0.5 Hz（注6） 
 2.0 V（注4）（注6） 
 0.0 Hz（注7） 
 0.0 V（注7） 
 0.0 V（注8） 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

Q 
Q 
Q 
Q 
Q 
A 
A 
Q 
A 
A 
A 
A

Q 
Q 
Q 
Q 
Q 
A 
A 
Q 
A 
A 
A 
A

Q 
× 
Q 
Q 
Q 
A 
A 
Q 
A 
A 
A 
Q

Q 
× 
Q 
Q 
Q 
× 
× 
A 
× 
A 
A 
Q

Q 
× 
Q 
Q 
Q 
× 
× 
Q 
× 
A 
A 
Q

31 
33 
34

d6-01 
d6-02 
d6-03 
d6-05 
d6-06

界磁弱めレベル 
界磁周波数 
界磁フォーシング機能選択 
AφR 時定数 
界磁フォーシングリミット値 

0～100 
0.0～400.0 
0，1 
0.00～10.00 
100～400

1 ％ 
0.1 Hz 
1 
0.01 
1 ％ 

80 ％ 
0.0 Hz 
0 
 1.00 
400 ％ 

× 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
× 
× 
× 

A 
A 
× 
× 
× 

× 
× 
A 
× 
A

× 
× 
A 
× 
A

× 
× 
A 
A 
A

― 
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機　能 定数 No. 名　　称 設定範囲 
最小設 
定単位 

工場出荷 
時設定値 

運転中 
の変更 PG無し 

V/f
PG付き 
V/f

参照 
ページ PG付き 

ベクトル 

PG無し 
ベクトル 
2

制御モード 

E2-01 
E2-02 
E2-03 
E2-04 
E2-05 
E2-06 
E2-07 
E2-08 
E2-09 
E2-10 
E2-11 
E2-12

モータ定格電流 
モータ定格スリップ 
モータ無負荷電流 
モータ極数（ポール数） 
モータ線間抵抗 
モータ漏れインダクタンス 
モータ鉄心飽和係数 1 
モータ鉄心飽和係数 2 
モータのメカニカルロス 
トルク補償のモータ鉄損 
モータ定格容量 
モータ鉄心飽和係数 3

0.32～6.40（注1） 
0.00～20.00 
0.00～1.89（注3） 
2～48 
0.000～65.000 
0.0～40.0 
0.00～0.50 
0.50～0.75 
0.0～10.0 
0～65535 
0.00～650.00 
1.30～1.60（注5） 

0.01 A 
0.01 Hz 
0.01 A 
2 

0.001 Ω 
0.1 ％ 
0.01 
0.01 
 
1 W 
0.01 kW 
0.01

1.90 A（注2） 
 2.90 Hz（注2） 
 1.20 A（注2） 
4 pole 

  9.842 Ω（注2） 
 18.2 ％（注2） 
0.50 
0.75 
 0.0 

 14 W（注2） 
  0.4 kW（注4） 

1.30

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

Q 
A 
A 
× 
A 
× 
× 
× 
× 
A 
Q 
× 

Q 
A 
A 
Q 
A 
× 
× 
× 
× 
A 
Q 
× 

Q 
A 
A 
× 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
Q 
A

Q 
A 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
Q 
A

Q 
A 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
Q 
A

32 
 
 
 
 
 
―
 
 

モータ定数 

モータ2の 
V/f 特性 

モータ2 
定数 

PG速度 
制御カード 

アナログ 
指令カード 

ディジタル 
指令カード 

アナログモニタ 
カード 

アナログ指令カードの 
動作選択 

ディジタル指令カードの 
入力選択 

  （注）1  設定範囲は，インバータ定格出力電流の 10～200 ％となります（200 V級 0.4 kWのインバータでの値を示しています）。 
  　　　2  インバータ容量によって出荷時設定が異なります（200 V級 0.4 kWのインバータでの値を示しています）。 
  　　　3  設定範囲はインバータ容量で異なります（200 V級 0.4 kWのインバータでの値を示しています）。 
  　　　4  定数を初期化することにより，インバータ容量と同じ容量が設定されます。 
  　　　5  オートチューニングを実施すれば，自動的に設定されます。 
  　　　6  PG 無しベクトル 2 制御での設定範囲は 0～66.0（PRG：103□では 0～132.0）となります。 
  　　　7  200 V級のインバータでの値です。400 V級のインバータの場合は，この値の 2 倍となります。 
  　　　8  制御モード（A1-02）を変更すると，出荷時設定が入れ替わります（ PG 無しベクトル 1 制御の出荷時設定を示しています）。 
  　　　9  制御モード（A1-02）を変更すると，出荷時設定が入れ替わります（ PG 付きベクトル制御の出荷時設定を示しています）。 

PG無し 
ベクトル 
1

E3-01 
E3-02 
E3-03 
E3-04 
E3-05 
E3-06 
E3-07 
E3-08 
E4-01 
E4-02 
E4-03 
E4-04 
E4-05 
E4-06 
E4-07 
F1-01 
F1-02 
F1-03 
F1-04 
F1-05 
F1-06 
F1-07 
F1-08 
F1-09 
F1-10 
F1-11 
F1-12 
F1-13 
F1-14 

F2-01 
 

F3-01 
 

F4-01 
F4-02 
F4-03 
F4-04 
F4-05 
F4-06 
F4-07 
F4-08

モータ 2 の制御モード選択 
モータ 2 の最高出力周波数（FMAX） 
モータ 2 の最大電圧（VMAX） 
モータ 2 のベース周波数（FA） 
モータ 2 の中間出力周波数（FB） 
モータ 2 の中間出力周波数電圧（VC） 
モータ 2 の最低出力周波数（FMIN） 
モータ 2 の最低出力周波数電圧（VMIN） 
モータ 2 の定格電流 
モータ 2 の定格スリップ 
モータ 2 の無負荷電流 
モータ 2 の極数 
モータ 2 の線間抵抗 
モータ 2 の漏れインダクタンス 
モータ 2 のモータ定格出力 
PG 定数 
PG 断線検出（PGO）時の動作選択 
過速度（OS）発生時の動作選択 
速度偏差過大検出（DEV）時の動作選択 
PG 回転方向設定 
PG 出力分周比 
加減速中の積分動作選択 
過速度（OS）検出レベル  
過速度（OS）検出時間 
速度偏差過大（DEV）検出レベル 
速度偏差過大（DEV）検出時間 
PG ギヤ歯数 1 
PG ギヤ歯数 2 
PG 断線検出時間 
 
 
 
 
CH1 出力モニタ選択 
CH1 出力モニタゲイン 
CH2 出力モニタ選択 
CH2 出力モニタゲイン 
CH1 出力モニタバイアス 
CH2 出力モニタバイアス 
アナログ出力の信号レベル CH1 
アナログ出力の信号レベル CH2

0～4 
40.0～400.0（注6） 
0.0～255.0（注7） 
0.0～400.0 
0.0～400.0 
0.0～255.0（注7） 
0.0～400.0 
0.0～255.0（注7） 
0.32～6.40（注1） 

0.00～20.00 
0.00～1.89（注3） 
2～48 
0.000～65.000 
0.0～40.0 
0.40～650.00 
0～60000 
0～3 
0～3 
0～3 
0，1 
1～132 
0，1 
0～120 
0.0～2.0 
0～50 
0.0～10.0 
 0～1000 

0.0～10.0 

0，1 
 

0～7 
 
1～50 
0.00～2.50 
1～50 
0.00～2.50 
－10.0～10.0 
－10.0～10.0 
0，1 
0，1

1 
0.1 Hz 
0.1 V 
0.1 Hz 
0.1 Hz 
0.1 V 
0.1 Hz 
0.1 V 
0.01 A 
0.01 Hz 
0.01 A 
2 

0.001 Ω 
0.1 ％ 
0.01 kW 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 ％ 
0.1 s 
1 ％ 
0.1 s 
1 
1 
0.1 s 

1 
 

1 
 
1 
0.01 
1 
0.01 
0.1 
0.1 
1 
1

2 
60.0 Hz 

 200.0 V（注8） 
60.0 Hz 

 3.0 Hz（注8） 
 11.0 V（注7）（注8） 
 0.5 Hz（注8） 
 2.0 V（注7）（注8） 

 1.90 A（注2） 
 2.90 Hz（注2） 
 1.20 A（注2） 
4 pole 

 9.842 Ω（注2） 
 18.2 ％（注2） 
 0.40 kW（注2） 

600 
1 
1 
3 
0 
1 
0 

115 ％ 
0.0 s（注9） 
10％ 
0.5 s 
0 
0 
2.0 s 

0 
 

0 
 
2 
1.00 
3 
0.5 
0.0 
0.0 
0 
0

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

× 
 

× 
 
× 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
× 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
 

A 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

A 
 

A 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
A 
A 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
 

A 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
F 
F 
A 
F 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
A 

A 
 

A 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
F 
F 
A 
F 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
A 
A 
× 
× 
× 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
× 

A 
 

A 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

― 
 
 
 
 
 
 
 
― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 

―
 
 

―
 
 
 
 
 

― 
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機　能 定数 No. 名　　称 設定範囲 
最小設 
定単位 

工場出荷 
時設定値 

運転中 
の変更 PG無し 

V/f
PG付き 
V/f

参照 
ページ PG付き 

ベクトル 

PG無し 
ベクトル 
2

制御モード 

F5-01 
F5-02 
F5-03 
F5-04 
F5-05 
F5-06 
F5-07 
F5-08 
F5-09 
F6-01 

F6-02 
 

F6-03 
 

F6-04 
 

F6-05 
 

F6-06 
 

F6-08 
F6-09 
H1-01 
H1-02 
H1-03 
H1-04 
H1-05 
H1-06 
H1-07 
H1-08 
H1-09 
H1-10 
H2-01 
H2-02 
H2-03 
H2-04 
H2-05 
H3-01 
H3-02 
H3-03 
H3-04 
H3-05 
H3-06 
H3-07 
H3-08 
H3-09 
H3-10 
H3-11 
H3-12 
H4-01 
H4-02 
H4-03 
H4-04 
H4-05 
H4-06 
H4-07 
H4-08

CH1 出力選択 
CH2 出力選択 
CH3 出力選択 
CH4 出力選択 
CH5 出力選択 
CH6 出力選択 
CH7 出力選択 
CH8 出力選択 
DO-08 出力モード選択 
伝送エラー検出時の動作選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
SI-T WDT エラー選択 
SI-T BUS エラー検出回数 
端子 S3 の機能選択 
端子 S4 の機能選択 
端子 S5 の機能選択 
端子 S6 の機能選択 
端子 S7 の機能選択 
端子 S8 の機能選択 
端子 S9 の機能選択 
端子 S10 の機能選択 
端子 S11 の機能選択 
端子 S12 の機能選択 
端子 M1-M2 の機能選択（接点） 
端子 P1 の機能選択（オープンコレクタ） 
端子 P2 の機能選択（オープンコレクタ） 
端子 P3 の機能選択（オープンコレクタ） 
端子 P4 の機能選択（オープンコレクタ） 
周波数指令（電圧）端子 A1 信号レベル選択 
周波数指令（電圧）端子 A1 入力ゲイン 
周波数指令（電圧）端子 A1 入力バイアス 
多機能アナログ入力端子 A3 信号レベル選択 
多機能アナログ入力端子 A3 機能選択 
多機能アナログ入力端子 A3 入力ゲイン 
多機能アナログ入力端子 A3 入力バイアス 
周波数指令（電流）端子 A2 信号レベル選択 
周波数指令（電流）端子 A2 機能選択 
周波数指令（電流）端子 A2 入力ゲイン 
周波数指令（電流）端子 A2 入力バイアス 
アナログ入力のフィルタ時定数 
多機能アナログ出力 1 端子 FM モニタ選択 
多機能アナログ出力 1 端子 FM 出力ゲイン（注2） 
多機能アナログ出力 1 端子 FM バイアス（注2） 
多機能アナログ出力 2 端子 AM モニタ選択 
多機能アナログ出力 2 端子 AM 出力ゲイン（注2） 
多機能アナログ出力 2 端子 AM バイアス（注2） 
多機能アナログ出力 1 信号レベル選択 
多機能アナログ出力 2 信号レベル選択 

0～37 
0～37 
0～37 
0～37 
0～37 
0～37 
0～37 
0～37 
0～2 
0～3 

0，1 
  

0～3 
 

0～60000 
 

0，1
 

 

0，1
 

 
0～3 
2～10 
0～79 
0～79 
0～79 
0～79 
0～79 
0～79 
0～79 
0～79 
0～79 
0～79 
0～37 
0～37 
0～37 
0～37 
0～37 
0，1 
0.0～1000.0 
－100.0～＋100.0 
0，1 
0～1F 
0.0～1000.0 
－100.0～＋100.0 
0～2 
0～1F 
0.0～1000.0 
－100.0～＋100.0 
0.00～2.00 
1～50 

0.00～2.50 
－10.0～＋10.0 
1～50 

0.00～2.50 
－10.0～＋10.0 
0，1 
0，1

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 

1 
 

1 
 

1 
 

1 
 

1 
 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
0.1 ％ 
0.1 ％ 
1 
1 
0.1 ％ 
0.1 ％ 
1 
1 
0.1 ％ 
0.1 ％ 
0.01 s 
1 
0.01 
0.1 ％ 
1 
0.01 
0.1 ％ 
1 
1

0 
1 
2 
4 
6 
37 
0F 
0F 
0 
1 

0 
 

1 
 

0 
 

1 
 

0 
 
1 
2 
24 
14 

3（0）（注1） 
4（3）（注1） 
6（4）（注1） 
8（6）（注1） 
5 
32 
7 
15 
0 
1 
2 
6 
10 
0 

100.0 ％ 
0.0 ％ 
0 
2 

100.0 ％ 
0.0 ％ 
2 
0 

100.0 ％ 
0.0 ％ 
0.03 s 
2 
1.00 
0.0 ％ 
3 
0.50 
0.0 ％ 
0 
0

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

× 
 

× 
 

× 
 

× 
 

× 
 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

A 
 

A 
 

A 
 

× 
 

× 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
Q 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

A 
 

A 
 

A 
 

× 
 

× 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
Q 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

A 
 

A 
 

A 
 

× 
 

× 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
Q 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

A 
 

A 
 

A 
 

A 
 

A 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
Q 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

A 
 

A 
 

A 
 

A 
 

A 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
Q 
A 
A 
A

 
 
 
 
― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
― 
 
 
 
 
 
 
 
 

36 
47 
48 
 
 
 
 
 
 
48 
 
 
 
 
 
 
 
39 
 
 
 
 
 
― 
 
 
 
44 
45

伝送 
オプション 
カード 

伝送オプションからの外部異常 
の入力レベル 

伝送オプションからの外部異常 
入力時の動作選択 

伝送オプションからのトレース 
サンプリング 

伝送オプションからのトルク 
指令／トルクリミット選択 
伝送オプションからのトルク 
指令／トルクリミット選択 

多機能 
接点入力 

多機能 
接点出力 

多機能 
アナログ 
入力 

多機能 
アナログ 
出力 

（注）1（　　）内の数字は，3 ワイヤシーケンスで初期化した場合の初期値を示します。 
2  停止中にクイック，アドバンス，ベリファイモードで H4-02，H4-03 の設定画面を表示中は，CH1 の出力を調整することができます。 
また，停止中にクイック，アドバンス，ベリファイモードで H4-05，H4-06 の設定画面を表示中は，CH2 の出力を調整することができます。 
アナログ出力には，モニタする項目の 100 ％相当の出力をゲイン設定倍して，バイアス量を加算して出力します。 

ディジタル 
出力カード 

PG無し 
ベクトル 
1
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機　能 定数 No. 名　　称 設定範囲 
最小設 
定単位 

工場出荷 
時設定値 

運転中 
の変更 PG無し 

V/f
PG付き 
V/f

参照 
ページ PG付き 

ベクトル 

PG無し 
ベクトル 
2

制御モード 

H5-01 
H5-02 
H5-03 
H5-04 
H5-05 
H5-06 
H5-07 
H5-10# 
H6-01 
H6-02 
H6-03 
H6-04 
H6-05 

H6-06 
 

H6-07 
L1-01 
L1-02 
L1-03 
L1-04 
L1-05 
L2-01 
L2-02 
L2-03 
L2-04 
L2-05 
L2-06 
L2-07 
L2-08 
L3-01 
L3-02 
L3-03 
L3-04 
L3-05 
L3-06 
L3-11 

L3-12 
 

ステーションアドレス 
伝送速度の選択 
伝送パリティの選択 
伝送エラー検出時の動作選択 
伝送エラー検出選択 
送信待ち時間 
RTS 制御 有／無 
出力電圧指令モニタの単位選択 
パルス列入力機能選択 
パルス列入力スケーリング 
パルス列入力ゲイン 
パルス列入力バイアス 
パルス列入力フィルタ時間 

パルス列モニタ選択 
 
パルス列モニタスケーリング 
モータ保護機能選択 
モータ保護動作時間 
モータ過熱時のアラーム動作選択 
モータ過熱動作選択 
モータ温度入力フィルタ時定数 
瞬時停電動作選択 
瞬時停電補償時間 
最小ベースブロック（BB）時間  
電圧復帰時間 
主回路低電圧（UV）検出レベル 
KEB 減速時間 
瞬停復帰後の加速時間 
KEB 開始時周波数低下ゲイン 
加速中ストール防止機能選択 
加速中ストール防止レベル 
加速中ストール防止リミット 
減速中ストール防止機能選択 
運転中ストール防止機能選択 
運転中ストール防止レベル 
過電圧抑制機能選択 
過電圧抑制電圧レベル 

0～20（注1） 

0～4 
0～2 
0～3 
0，1 
5～65 
0，1 
0，1 
0～2 
1000～32000 
0.0～1000.0 
－100.0～＋100.0 
0.00～2.00 
 
 
0～32000 
0～3 
0.1～5.0 
0～3 
0～2 
0.00～ 10.00 
0～2 
0～25.5 
0.1～5.0 
0.0～5.0 
150～210（注3） 
0.0～200.0          
0.0～25.5 
0～300 
0～2 
0～200 
0～100 
0～3（注5） 
0～2 
30～200 
0，1 
350～390

1 
1 
1 
1 
1 
1 ms 
1 
1 
1 
1 Hz 
0.1 ％ 
0.1 ％ 
0.01 s 

1 
 
1 Hz 
1 

0.1 min 
1 
1 
0.01 s 
1 
0.1 s 
0.1 s 
0.1 s 
1 V 
0.1 s 
0.1 s 
1 
1 
1 ％ 
1 ％ 
1 
1 
1 ％ 
1 
1 V

1F 
3 
0 
3 
1 
5 ms 
1 
0 
0 

1440 Hz 
100.0 ％ 
0.0 ％ 
0.10 s 

2 
 

1440 Hz 
1 

1.0 min 
3 
1 
0.20 s 
0 

 0.1 s（注2） 
 0.2 s（注2） 
 0.3 s（注2） 
 190 V（注3） 
0.0 s 

  0.0 s（注4） 
100 ％ 
1 

 150 ％ 
50 ％ 
1 
1 

 160 ％ 
0 
380 V

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

A 
 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

A 
 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
A 
A 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

A 
 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
Q 
× 
× 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

A 
 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
× 
Q 
× 
× 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

A 
 
A 
Q 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
× 
Q 
× 
× 
A 
A

 
 
 
54 
 
 
 

 
38 
 
 
― 
 
 
45 

 
52 
 
 
― 
 

40 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
50 

 
 
― 
 

モータ 
保護機能 

瞬時停電 
処理 

ストール 
防止機能 

周波数検出 

異常 
リトライ 

過トルク 
検出 

   #：バージョン PRG：1039以降のソフトで使用可能な定数です。 
また，このバージョンでの場合に有効な設定値，制御モードに # 印をつけています。 

（注）1  H5-01 に 0 を設定すると，インバータは MEMOBUS 伝送に対して応答しなくなります。  
　　  2  インバータ容量によって出荷時設定が異なります（200 V級 0.4 kWのインバータでの値を示しています）。 
　　  　 0.4～0.75 kWは瞬時停電補償ユニット（オプション）の追加で2.0秒の瞬停対応が可能です。 
　　  3  200 V級のインバータでの値です。400 V級のインバータの場合は，この値の 2 倍となります。 
　　  4  設定値＝0 の場合は，設定された加速時間（C1-01～08）で設定された速度まで加速します。 
　　  5  PG 付きベクトル，PG 無しベクトル 2 制御では，設定範囲は 0～2 となります。 

MEMOBUS 
通信 

パルス列 
入出力 

1，2，5，20，24， 
36 のみ 

PG無し 
ベクトル 
1

L4-01 
L4-02 
L4-03 
L4-04 
L4-05 
L5-01 
L5-02 
L6-01 
L6-02 
L6-03 
L6-04 
L6-05 
L6-06

周波数検出レベル 
周波数検出幅 
周波数検出レベル（＋／－片側検出） 
周波数検出幅（＋／－片側検出） 
周波数指令喪失時の動作選択 
異常リトライ回数 
異常リトライ中の異常接点動作選択 
過トルク／アンダートルク検出動作選択 1 
過トルク／アンダートルク検出レベル 1 
過トルク／アンダートルク検出時間 1 
過トルク／アンダートルク検出動作選択 2 
過トルク／アンダートルク検出レベル 2 
過トルク／アンダートルク検出時間 2

0.0～400.0 
0.0～20.0 
－400.0～＋400.0 
0.0～20.0 
0，1 
0～10 
0，1 
0～8 
0～300 
0.0～10.0 
0～8 
0～300 
0.0～10.0

0.1 Hz 
0.1 Hz 
0.1 Hz 
0.1 Hz 
1 
1 
1 
1 
1 ％ 
0.1 s 
1 
1 ％ 
0.1 s

0.0 Hz 
2.0 Hz 
0.0 Hz 
2.0 Hz 
0 
0 回 
0 
0 

150 ％ 
0.1 s 
0 

150 ％ 
0.1 s

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

43 
 
 
40 

41 
 
 
 

42

― 



28

機　能 定数 No. 名　　称 設定範囲 
最小設 
定単位 

工場出荷 
時設定値 

運転中 
の変更 PG無し 

V/f
PG付き 
V/f

参照 
ページ PG付き 

ベクトル 

PG無し 
ベクトル 
2

制御モード 

L7-01 
L7-02 
L7-03 
L7-04 
L7-06 

L7-07
L8-01 

L8-02 
 

L8-03 
 

L8-05 
L8-07 
L8-09 
L8-10 
L8-11 
L8-12 
L8-15 
L8-18 
L8-32 
L8-38# 

L8-39# 
L8-41# 
N1-01 
N1-02 
N1-03 

N2-01 
 

N2-02  

N2-03
 

 
N3-01 
N3-02 
N3-03 
N3-04

正転側電動状態トルクリミット  
逆転側電動状態トルクリミット 
正転側回生状態トルクリミット 
逆転側回生状態トルクリミット 
トルクリミットの積分時定数 
加減速中のトルクリミットの制御方法選択 
取付形制動抵抗器の保護（ERF形） 
 
 
 
 
入力欠相保護の選択 
出力欠相保護の選択 
地絡保護の選択 
冷却ファン制御の選択 
冷却ファン制御のディレイ時間 
周囲温度 
低速時の OL2 特性選択 
ソフト CLA 選択 
内部冷却ファン故障 
キャリア周波数低減選択 
低減キャリア周波数 
電流警告 
乱調防止機能選択 
乱調防止ゲイン 
乱調防止時定数 
 
 
 
 
 
 
HSB 減速周波数幅 
HSB 中の電流制限 
HSB 停止時 DWELL 時間 
HSB OL 時間 

0～300 
0～300 
0～300 
0～300 
5～10000 
0，1
0，1 

50～130 
 

0～3 
 
0，1 
0～2 
0，1 
0，1 
0～300 
45～60 ℃ 
0，1 
0，1 
0，1 
0，1 
0.4～30 
0，1 
0，1 
0.00～2.50 
0～500 

0.00～10.00 
 

0～2000 
 

0～2000
 

 
1～20 
100～200 
0.0～10.0 
30～1200

1 ％ 
1 ％ 
1 ％ 
1 ％ 
1 ms 
1
1 

1 ℃ 
 

1 
 
1 
1 
1 
1 
1 s 
1 ℃ 
1 
1 
1 
1 

0.1 kHz 
1 
1 
0.01 
1 ms 

0.01 
 

1 ms  

1 ms
 

 
1 ％ 
1 ％ 
1.0 s 
1 s

200 ％ 
200 ％ 
200 ％ 
200 ％ 
200 ms 
0
0 

95 ℃（注1） 
 

3 
 
0 
0 
1 
0 
60 s 
45 ℃ 
1 
1 
1 
1 

2.0 kHz 
1 
1 
1.00 

10 ms（注1） 

1.00 
 

50 ms 
 

750 ms
 

 
5 ％ 
150 ％ 
1.0 s 
40 s

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

× 
 

× 
 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

× 
 

× 
 

×
 
 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
A 

A 
 

A 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

× 
 

× 
 

×
 
 
A 
A 
A 
A

× 
× 
× 
× 
× 
× 
A 

A 
 

A 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 

× 
 

× 
 

× 
 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A
A 

A 
 

A 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
× 

A 
 

A 
 

A
 
 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
× 
× 
A 

A 
 

A 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
A 
× 
× 
× 

× 
 

× 
 

× 
 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
× 
× 
A 

A 
 

A 
 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
× 
A 
× 
× 
× 

× 
 

× 
 

× 
 
× 
× 
× 
× 
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― 
 
 
 
 
 
 

 

 
―
 
 
 
 

 
―
 
 
 
 
 

―
 

速度推定 

ハイスリップ 
制動（HSB） 

フィード 
フォワード 
制御 

   #：バージョン PRG：1039以降のソフトで使用可能な定数です。 
また，このバージョンでの場合に有効な設定値，制御モードに # 印をつけています。 

 （注）1  インバータ容量によって出荷時設定が異なります。（200 V級 0.4 kWのインバータでの値を示しています）。 
 2  制御モード（A1-02）を変更すると，出荷時設定が入れ替わります（PG 付きベクトル制御の出荷時設定を示しています）。 

インバータ過熱（OH）アラーム 
予告検出レベル 

インバータ過熱（OH）アラーム 
予告動作選択 

速度フィードバック検出制御 
（AFR）ゲイン 

速度フィードバック検出制御 
（AFR）時定数 

速度フィードバック検出制御 
（AFR）時定数 2

トルク 
リミット 

ハードウェア 
保護 

乱調防止 
機能 

AFR機能 

PG無し 
ベクトル 
1

N5-01 
N5-02 
N5-03 
 

フィードフォワード制御の選択 
モータ加速時間 
フィードフォワード制御比例ゲイン 
 

0.1 
0.001～10.000 
0.0～100.0 
 

1 
0.001 s 
0.1 
 

 0（注2） 
 0.178 s（注1） 

1.0 
 

× 
× 
× 
 

× 
× 
× 
 

× 
× 
× 
 

× 
× 
× 
 

A 
A 
A 
 

A 
A 
A 
 

―
 
 
 

N4-17 
N4-18 
N4-28 

N4-29 

N4-30 

N4-32 

N4-33 

N4-34

トルク調整ゲイン 
フィーダ抵抗調整用ゲイン 
速度推定器の切り替え周波数 2 
トルク調整ゲイン 2 
低速・回生安定係数 2 
速度推定器ゲイン変動周波数 1 
速度推定器ゲイン変動周波数 2 
速度推定器ゲイン変動率 

0.0～5.0 
0.90～1.30 
20～70 
0.00～0.40 
0.00～10.00 
0.0～60.0 
0.0～60.0 
0.0～200.0

0.1 
0.01 
1 Hz 
0.01 
0.01 
0.1 Hz 
0.1 Hz 
0.1 ％ 

0.8 
1.00 
50 Hz 
0.10 
1.00 
5.0 Hz 
20.0 Hz 
200.0 ％ 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

N4-07 
N4-08 
N4-10 
N4-11 
N4-15

速度推定器の積分時間 
速度推定器の比例ゲイン 
速度推定器の高速側比例ゲイン 
速度推定器の切り替え周波数 
低速・回生安定係数 1

0.000～9.999 
0～100 
0～1000.0 
40～70 
0.0～3.0

0.001 ms 
1 
0.1 
1 Hz 
0.1

15 
15.0 
70 Hz 
0.3

× 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
A

― 

0.030 ms
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機　能 定数 No. 名　　称 設定範囲 
最小設 
定単位 

工場出荷 
時設定値 

運転中 
の変更 PG無し 

V/f
PG付き 
V/f

参照 
ページ PG付き 

ベクトル 

PG無し 
ベクトル 
2

制御モード 

o3-01 
o3-02 
T1-00 
T1-01 
T1-02 
T1-03 
T1-04 
T1-05 
T1-06 
T1-07 
T1-08 
T1-09#

COPY 機能選択 
READ 許可選択 
モータ選択1/2（注2） 
チューニングモード選択 
モータ出力電力（注5） 
モータ定格電圧（注5）（注6） 
モータ定格電流（注5） 

モータのベース周波数（注4）（注5）（注6） 
モータのポール数 
モータのベース回転速度（注5） 

チューニング時の PG パルス数 
モータ無負荷電流（注10） 

0～3 
0，1 
1，2 
0～3（注3）（注4），4# 
0.00～650.00（注7） 
0～255.0 V（注8） 
0.32～6.40 A（注7） 
0～400.0（注8） 
2～48 
0～24000（注8） 

0～60000 
0.00～1.89（注1） 
 

1 
1 
1 
1 

0.1 kW 
0.1 V 
0.01 A 
0.1 Hz 
1 極 
1 min－1 

1 
0.01

0 
0 
1 

 0（注4） 
0.40 kW（注1） 
 200.0 V（注8） 
1.90（注1） 
60.0 Hz 
4 極 

1750 min－1 

600 
1.20A（注1） 

 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
A 
× 
A 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
○ 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
× 
A

55 
 
 
 
 
 

― 
 

コピー機能 

モータのオート 
チューニング 

   #：バージョン PRG：1039以降のソフトで使用可能な定数です。 
また，このバージョンでの場合に有効な設定値，制御モードに # 印をつけています。 

（注）1  インバータ容量によって出荷時設定が異なります。（200 V級 0.4 kWのインバータでの値を示しています）。 
　　　2  通常は表示されません。多機能ディジタル入力にモータ切り替え指令（H1-01～H1-10のいずれかに 16 を設定）を選択したときのみ表示されます。 
　　　3  T1-01＝2 を設定した場合，T1-02 と T1-04 の設定を行います。 
　　　4  PG 無しV/f 制御，PG付きV/f 制御の場合，設定値 2（線間抵抗オートチューニング）のみとなります。（ただしPRG：1033以降は2または3となります）。 
　　　5  定出力モータの場合，基底（ベース）回転速度時の値を設定してください。 
　　　6  インバータモータやベクトル専用モータの場合，電圧または周波数が汎用モータよりも低くなっていることがあります。必ず銘板やテストレポートで確認 
　　　  してください。また，無負荷時の値が分かっている場合は，精度確保のために T1-03 に無負荷時の電圧を，T1-05 に無負荷時の周波数を設定してください。 
　　　7  ベクトル制御で安定して制御可能な設定値は，インバータの50～100 ％の範囲です。 
　　　8  設定範囲は，インバータ定格電流の 10～200 ％となります。 
　  　9  バージョン PRG：1039以降は停止形オートチューニングが使用可能です。 
　　　  ベクトル制御で昇降機，搬送機へ適用する場合は，停止形オートチューニング 2（T1-01＝4）を設定してください。 
　    10  停止形オートチューニング 2 （T1-01＝4）選択時のみ表示します。 

PG無し 
ベクトル 
1

多機能選択 

o2-01 
o2-02 
o2-03 
o2-04 
o2-05 
o2-06 
o2-07 
o2-08 
o2-10 
o2-12 
o2-14 
o2-18# 

 

LOCAL/REMOTE キーの選択 
STOP キーの機能選択 
ユーザー定数設定値の記憶 
インバータ容量選択 
周波数指令の設定 
オペレータ断線時の動作選択 
累積稼働時間設定 
累積稼働時間選択 
ファン稼働時間設定 
異常トレース・異常履歴クリア選択 
kWH モニタ初期化選択 
コンデンサメンテナンス設定 

0，1 
0，1 
0～2 
0～FF 
0，1 
0，1 
0～65535 
0，1 
0～65535 
0，1 
0，1 
0～150

1 
1 
1 
1 
1 
1 

1 hour 
1 

1 hour 
1 
1 
1 %

1 
1 
0 

 0（注1） 
0 
0 

0 hour 
0 

0 hour 
0 
0 
0 %

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A 
A

35 
 
 
 
 
 
― 

表示設定 
／選択 

o1-01 
o1-02 
o1-03 
o1-04 
o1-05

ドライブモード表示項目選択 
電源 ON 時モニタ表示項目選択 
周波数指令設定／表示の単位 
V/f 特性の周波数関係定数の設定単位 
LCD 輝度調整 

4～50 
1～4 
0～39999 
0，1 
0～5

1 
1 
1 
1 
1

6 
1 
0 
0 
3

○ 
○ 
× 
× 
○ 

A 
A 
A 
× 
A

A 
A 
A 
× 
A

A 
A 
A 
× 
A

A 
A 
A 
A 
A

A 
A 
A 
A 
A

― 
 
 
35
 
― 
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目　　的 

  1．運転前に確認する項目 

  2．運転条件を設定する 

  3．停止方法を選択する 

  4．外部との 
　　 インタフェース回路 
　　 を組む 

  5．モータトルクを 
　　 調整する 

  6．モータの速度変動を 
　　 小さくする 

  7．モータを保護する 

  8．PID制御をする 

10．省エネ制御をする 

  9．MEMOBUS通信で 
　　 制御をする 

11．定数コピー機能を使う 

機能設定内容 使用する定数 参照 
ページ 

インバータの環境設定を行う 

定数の初期化を行う 

パスワードを設定・解除する 

制御モードを選択する 

入力電圧を設定する 

モータ定格電流を設定する 

V/f を設定する（固定 V/f パターン） 

V/f を設定する（任意 V/f パターン） 

加速時間・減速時間を設定する 

運転方法を選択する 

オペレータのキーの機能を変える 

周波数指令／モニタの設定単位を任意に設定する 

回転方向を制限する 

低速で運転する 

速度を段階的に変える 

加減速時間を 4 通り使う 

滑らかに動かす 

速度を制限する 

共振を避けて運転する 

パルス列入力で周波数を指令する 

速度設定信号を調整する 

瞬時停電復電後に自動的に再始動する 

周波数指令喪失時に一定速で運転を継続する 

フリーラン中のモータをインバータトリップさせずに運転する 

異常時に自動リセットで運転を続ける 

加減速を一時停止する 

トルクを検出する 

周波数を検出する 

ノイズや漏れ電流を低減する 

周波数計・電流計を使用する 

周波数計・電流計の指示を調整する 

パルスモニタを使用する 

停止方法の選択 

入力信号を使う 

出力信号を使う 

始動時／低速運転時のトルク不足を補償する 

モータトルクを制限する 

モータの失速を防ぐ 

 
モータのスリップを制御する 

モータの過負荷を検出する 

　　　　　　　　              ― 

 
　　　　　　　　              ― 

省エネモードを使う 

定数のコピー・比較をする 

A 1 - 0 0，A 1 - 0 1  

A 1 - 0 3， o 2 - 0 3  

A 1 - 0 4，A 1 - 0 5  

A 1 - 0 2  

E 1 - 0 1  

E 2 - 0 1  

E 1 - 0 3  

E 1 - 0 4～ 1 3  

C 1 - 0 1～ 0 8  

b 1 - 0 1， b 1 - 0 2  

o 2 - 0 1， o 2 - 0 2  

o 1 - 0 3  

b 1 - 0 4  

d 1 - 1 7，H 1 - 0 1～ 1 0  

A 1 - 0 1， b 1 - 0 1， b 1 - 0 2， d 1 - 0 1～ 1 7  

C 1 - 0 1～ 0 8，C 1 - 1 0，H 1 - 0 1～ 1 0  

C 2 - 0 1～ 0 4  

d 2 - 0 1～ 0 3  

d 3 - 0 1～ 0 4  

b 1 - 0 1，H 6 - 0 1，H 6 - 0 2  

H 3 - 0 1～ 1 1  

L 2 - 0 1， L 2 - 0 2  

L 4 - 0 5  

b 2 - 0 1～ 0 3，H 1 - 0 1～ 1 0  

L 5 - 0 1， L 5 - 0 2  

H 1 - 0 1～ 1 0， d 4 - 0 1  

L 6 - 0 1～ 0 6  

H 2 - 0 1～ 0 3，L 4 - 0 1～ 0 4  

C 6 - 0 2  

H 4 - 0 1，H 4 - 0 4，H 4 - 0 7，H 4 - 0 8  

H 4 - 0 2，H 4 - 0 3，H 4 - 0 5，H 4 - 0 6  

H 6 - 0 6，H 6 - 0 7  

b 1 - 0 3  

H 1 - 0 1～ 1 0  

H 2 - 0 1～ 0 5  

C 4 - 0 1  

L 7 - 0 1～ 0 4  

L 3 - 0 1～ 0 6  

 
C 3 - 0 1，C 5 - 0 1～ 0 4

 

E 2 - 0 1， L 1 - 0 1， L 1 - 0 2  

b 1 - 0 1， b 5 - 0 1～ 1 0，H 3 - 0 8  

 
b 1 - 0 1， b 1 - 0 2，H 5 - 0 1～ 0 7，U 1 - 3 9  

b 8 - 0 1， b 8 - 0 4  

o 3 - 0 1， o 3 - 0 2

 

 

3 1  

 

 

3 2  

3 3  

 
3 4  

 

3 5  

 

 

3 6  

 

 
3 7  

 

3 8  

 

3 9  

 

4 0  

 

 
4 1  

4 2  

4 3  
 

4 4  

 
4 5
 

4 6  

4 7  

4 8  

 
4 9  

5 0  

 
5 1  

5 2  

5 3  

 
5 4  

 

5 5
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1

（1）ディジタルオペレータの言語表示

（2）定数のアクセスレベル

t

f

p t

設定値 内　容 

0 記憶保持／未設定 

1 
 

記憶開始（o2-03に 1 を設定した時点の設定されて 
いる定数をユーザー設定初期値として記憶） 

2 記憶クリア（記憶しているユーザー設定初期値をクリア） 
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1

20P4

3.2
インバータ定格 
出力電流　　A

1.9

0.4

20P7

6.0

3.3

0.75

21P5

8.0

6.2

1.5

22P2

12.0

8.5

2.2

23P7

18.0

14.0

3.7

25P5

27.0

19.6

5.5

27P5

34.0

26.6

7.5

2011

49.0

39.7

11

2015

66.0

53.0

15

モータ電流　A 
（工場出荷時設定値） 

最大適用モータ 
容量　　　 kW

インバータ形式 
CIMR-G7A =

2018

80.0
インバータ定格 
出力電流　　A

65.8

18.5

2022

96.0

77.2

22

2030

130.0

105.0

30

2037

160.0

131.0

37

2045

183.0

160.0

45

2055

224.0

190.0

55

2075

300.0

260.0 260.0 260.0

75

2090

358.0

90

2110

415.0

110

モータ電流　A 
（工場出荷時設定値） 

最大適用モータ 
容量　　　 kW

インバータ形式 
CIMR-G7A =

200 V級 

40P4

1.8
インバータ定格 
出力電流　　A

1.0

0.4

40P7

3.4

1.6

0.75

41P5

4.8

3.1

1.5

42P2

6.2

4.2

2.2

43P7

9.0

7.0

3.7

45P5

15.0

9.8

5.5

47P5

21.0

13.3

7.5

4011

27.0

19.9

11

4015

34.0

26.5

15

4018

42.0

32.9

18.5

4022

52.0

38.6

22

4030

65.0

52.3

30

モータ電流　A 
（工場出荷時設定値） 

最大適用モータ 
容量　　　 kW

インバータ形式 
CIMR-G7A =

4037

80.0
インバータ定格 
出力電流　　A

65.6

37

4045

97.0

79.7

45

4055

128.0

95.0

55

4075

165.0

130.0

75

4090

195.0

156.0

90

4110

240.0

190.0

110

4132

255.0

223.0

132

4160

302.0

270.0

160

4185

370.0

310.0

185

4220

450.0

370.0

220

4300

605.0

500.0

300

モータ電流　A 
（工場出荷時設定値） 

最大適用モータ 
容量　　　 kW

インバータ形式 
CIMR-G7A =

400 V級 
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（注）1  V/f パターンの選択条件として，次のような事項も考慮してください。 
　　　（1）モータの電圧―周波数特性に合わせる 
　　　（2）モータの最高回転速度に合わせる 
　　　2  高始動トルク選択は，次の条件のときのみ行ってください。通常は，全自動トルクブースト機能により始動トルクが確保されるので，この選択は不要です。 
　　　（1）配線距離が長いとき（約150 m以上） 
　　　（2）始動時の電圧降下が大きいとき 
　　　（3）インバータの入力または出力に AC リアクトルを挿入しているとき 
　　　（4）最大適用モータ以下のモータを運転するとき 
　　　3  V/f 特性の（A）/（B）値は，A：1.5 kW以下，B：55 kW以上の特性です。 

（ 400 V級の場合は，電圧が 2 倍になります。） 固定 V/f パターン（ 200 V級 2.2～45 kWの V/f パターン） 

（Hz） 

（Hz） 
（Hz） 

（Hz） 

（Hz） 

（Hz） 

（Hz） 

用途 E1-03仕　　　　　様 

50 Hz 50 Hz

60 Hz

90 Hz

120 Hz

180 Hz

始動 
トルク 
中 

始動 
トルク 
大 

始動 
トルク 
中 

始動 
トルク 
大 

60 Hz 
飽和 

50 Hz 
飽和 

3 乗逓減 

2 乗逓減 

3 乗逓減 

2 乗逓減 

72 Hz

60 Hz

50 Hz

60 Hz

  V/f パターン（注1） 用途 E1-03仕　　　　　様   V/f パターン（注1） 

定

ト

ル

ク

特

性

（

一

般

用

途

）

 

逓
減
ト
ル
ク
特
性
（
風
水
力
機
械
） 

定

出

力

運

転

（

工

作

機

械

）

 

高

始

動

ト

ル

ク

 

（注2） ○ 0

○ 1

○ 2

○ 3

○ 4

○ 5

○ 6

○ E

○ D

○ C

○ B

○ 9

○ 8

○ A

○ 7

○ F

（Hz） 

（Hz） 

（Hz） 
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E1-05
E1-12
E1-13

E1-08

E1-10

E1-09 E1-07 E1-06 E1-11 E1-04
（注 3 ） 

（注 3 ） 
（注 4 ） 

出力電圧（V） 

周波数（Hz） 

定数No.

E1-04 

E1-05

E1-06

E1-07 

E1-08 

E1-09 

E1-10 

E1-11 

E1-12 

E1-13

0.1 Hz 

0.1 V

0.1 Hz

0.1 Hz 

0.1 V 

0.1 Hz 

0.1 V 

0.1 Hz 

0.1 V 

0.1 V

60.0 Hz 

 200.0 V（注1） 

60.0 Hz

 3.0 Hz（注2） 

 15.0 V（注1）（注2） 

 1.5 Hz（注2） 

 9.0 V（注1）（注2） 

 0.0 Hz（注3） 

 0.0 V（注3） 

 0.0 V（注4） 

40.0-400.0 Hz 

0.0-255.0 V（注1） 

0.0-400.0 Hz

0.0-400.0 Hz 

0.0-255.0 V（注1） 

0.0-400.0 Hz 

0.0-255.0 V（注1） 

0.0-400.0 Hz 

0.0-255.0 V（注1） 

0.0-255.0 V（注1） 

最高出力周波数 

最大電圧 

最大電圧出力周波数 
（基底周波数） 

中間出力周波数 

中間出力周波数電圧 

最低出力周波数 

最低出力周波数電圧 

中間出力周波数 2（注3） 

中間出力周波数電圧 2（注3） 

ベース電圧（注4） 

名　　称 単位 設定範囲 工場出荷時 
設　　　定 

（注）1  400 V級は，2 倍になります。 
　　　2  制御モードを変更すると，出荷時設定が入れ替わります。 
　　　  本表は PG 無し V/f 制御の出荷時設定を示しています。 
　　　3  “ 0.0 ”設定で E1-11，E1-12 の設定は無視されます。 
　　　4  “ 0.0 ”設定で E1-13＝E1-05 となります。 

周波数 

時間 加速時間 
C1-01

減速時間 
C1-02

　
周
波
数 

最
高
出
力 

運転 
指令 

ON

1
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設定値 周波数指令　b1-01

0 ディジタルオペレータ 

1 制御回路端子（アナログ入力） 

2 MEMOBUS伝送 

3 オプションカード 

4 パルス列入力 

設定値 運転指令　b1-02

0 ディジタルオペレータ 

1 制御回路端子（シーケンス入力） 

2 MEMOBUS伝送 

3 オプションカード 

a W

o1-03
周波数設定モード 

d1-□□ 電源投入時の表示モード 

0

1

2～39

40～39999

d1-01～17：0.01 Hz単位で設定 

d1-01～17：0.01 ％単位で設定（最高出力周波数が100 ％） 

min－1単位で設定 
min－1＝120×周波数指令（Hz）/o1-03 
（o1-03はモータ極数を設定） 

o1-03の第 5 桁目の値で小数点以下の表示桁数を設定 
　第 5 桁目の値＝0：××××と表示 
　第 5 桁目の値＝1：×××．×と表示 
　第 5 桁目の値＝2：××．××と表示 
　第 5 桁目の値＝3：×．×××と表示 
o1-03の第 4 桁～第 1 桁で100 ％周波数の設定値を 
決めます。 
（例）1　100 ％速度の設定値を200.0とするとき 
　　　　  o1-03＝12000と設定 
　　　2　100 ％速度の設定値を65.00とするとき 
　　　　  o1-03＝26500と設定 

o1-03
周波数モニタモード 

d1-□□，U1-□□ 電源投入時の表示モード 

0

1

2～39

40～39999

d1-01～17：0.01 Hz単位で表示 

d1-01～17：0.01 ％単位で表示 

min－1単位で設定 
min－1＝120×周波数指令（Hz）/o1-03 
（o1-03はモータ極数を設定） 

o1-03の設定値で決まった数値，精度で表示 
（例）1　o1-03＝12000と設定したとき 
　　　　  100％速度は200.0と表示，60 ％速度は 
　　　　  120.0と表示 
　　　2　o1-03＝26500と設定したとき 
　　　　  60 ％速度は39.00と表示 

オペレータ表示モード 
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2

b1-04 の設定値 

0 

1

逆 転 可 能  

逆 転 禁 止  

内　　　　容 

（注）インバータ正転指令時，モータ出力軸はモータを負荷側（出力軸側） 
　　  から見て反時計方向（CCW）に回転します。 

端子 
S5 
S6 
S9 
S7

H1-03 
H1-04 
H1-07 
H1-05

3 
4 
5 
6

多段速指令 1 
多段速指令 2 
多段速指令 3 
寸動指令選択 

定数No. 工場出荷時の設定 名　称 

周
波
数
指
令 

主速 
周波数 

補助 
周波数1

周波数 
指令4

寸動周波数 

時間 

開 
閉 端子 

正転運転 
　　指令 S1

多段速 
　指令 1  S5

多段速 
　指令 2  S6
多段速 
　指令 3  S9
寸動 
指令選択   S7

閉 

開 
閉 

開 

閉 

閉 

開 

開 

周波数 
指令5

周波数 
指令6

周波数 
指令7

周波数 
指令8

（d1-01） 
（d1-02） 
（d1-03） 

（d1-04） 
（d1-05） 

（d1-06） 

（d1-17） 

（d1-07） 
（d1-08） 

＊2

補助 
周波数2

＊3

＊1

主速/補助 
切り替え （　　　） 

＊ 1：主速周波数指令は，b1-01＝0 の場合，定数の設定値（d1-01）となり， 
　　  b1-01＝1の場合，端子 A1 より設定したアナログ指令となります。 
＊ 2：補助周波数 1 指令は，H3-05＝2 の場合，端子 A 3 より入力したアナログの 
　　  周波数指令となり，H3-05＝1F の場合，定数の設定値（d1-02）となります。 
＊ 3：補助周波数 2 指令は，H3-09＝3 の場合，端子 A 2 より入力したアナログの 
　　  周波数指令となり，H3-09＝0 の場合，定数の設定値（d1-03）となります。 

a

a

l

名　　称 定　数　No. 設　定　値 

寸動周波数 
指　　　令 

多機能接点 
入 力 端 子  

S3～S12の選択 

d1-17

H1-01～H1-10

（工場出荷時：6.0 Hz） 

いずれかに 6（寸動周波 
数選択）を設定 
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＊：停止方法が減速停止の場合です（b1-03＝0）。 

出
力
周
波
数 

加速時間1 減速時間1（C1-02） 
減速時間2＊（C1-04） 

減速時間1＊（C1-02） 

時間 

ONON OFF

ON

加速時間2（C1-03） （C1-01） 

正転（逆転）指令 

加減速時間切り替え 
（端子 S3～S12のうちの1点 ） 

加減速時間選択2 
多機能入力 
設定値＝1A

加速時間 減速時間 
加減速時間選択1 
多機能入力 
設定値＝07

定数No.

C1-01 

C1-02 

C1-03 

C1-04 

C1-05 

C1-06 

C1-07 

C1-08

加速時間 1 

減速時間 1 

加速時間 2 

減速時間 2 

加速時間 3 

減速時間 3 

加速時間 4 

減速時間 4

10.0 s 

10.0 s 

10.0 s 

10.0 s 

10.0 s 

10.0 s 

10.0 s 

10.0 s

0.1 s 
（1000 s 以上は 1 s） 

0.0～ 
6000.0 s

0.0～ 
6000.0 s

0.0～ 
6000.0 s

0.0～ 
6000.0 s

0.0～ 
6000.0 s

0.0～ 
6000.0 s

0.0～ 
6000.0 s

0.0～ 
6000.0 s

0.1 s 
（1000 s 以上は 1 s） 

0.1 s 
（1000 s 以上は 1 s） 

0.1 s 
（1000 s 以上は 1 s） 

0.1 s 
（1000 s 以上は 1 s） 

0.1 s 
（1000 s 以上は 1 s） 

0.1 s 
（1000 s 以上は 1 s） 

0.1 s 
（1000 s 以上は 1 s） 

名　称 単　位 設定範囲 工場出荷 
時設定 

開または未設定 

開または未設定 

閉 

閉 

C1-01 

C1-03 

C1-05 

C1-07

C1-02 

C1-04 

C1-06 

C1-08

開または未設定 

閉 

開または未設定 

閉 

＊ ＊ 

＊：C1-10＝0：0.01 秒単位（最大600.00 秒） 
　　C1-10＝1：0.1 秒単位（最大6000.0 秒） 

定数No. 

C2-01 

C2-02 

C2-03 

C2-04

加速開始時の S 字特性時間 

加速完了時の S 字特性時間 

減速開始時の S 字特性時間 

減速完了時の S 字特性時間 

0.20 s 

0.20 s 

0.20 s 

0.00 s

0.00～ 
　　2.50 s

0.00～ 
　　2.50 s

0.00～ 
　　2.50 s

0.00～ 
　　2.50 s

機　　　　能 設定範囲 工場出荷 時設定 

（注）S 字特性時間とは，加減速レート 0 から，設定した加減速時間で決まる 
　　 正規の加減速レートになるまでの時間です。 

周波数指令 

出力周波数 

出力周波数 

時間 

S 字特性時間（Tsc） 

正転運転指令 
逆転運転指令 

内 S 字特性 

加速 
減速 

減速 加速 

最低出力周波数 

最低出力周波数 
停止時直流制動時間 

出力周波数 

b2-04

C2-04

C2-03

C2-03

C2-02

C2-02C2-01

C2-01
C2-04 E1-09

E1-09
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2

（1）最高周波数を制限する

（2）最低周波数を制限する

内
部
周
波
数
指
令 

周波数指令下限（d2-02） 

周波数指令上限（d2-01） 

設定周波数指令 

周波数指令 

周波数指令下降時 
（ディジタル設定時は除く） 

周波数指令上昇時 

設定周波数指令 

d3-03

d3-04

d3-04

d3-04

d3-02

d3-01

（注）加減速中はジャンプせず，滑らかに変化します。 

（1）入力パルス仕様

（2）周波数指令方法

定数No.

b1-01 周波数指令の選択 

パルス列入力機能選択 

パルス列入力スケーリング 1440 Hz

4 1

0 0

100 ％指令とする 
パルス周波数 

H6-01

H6-02

名　　称 設定値 初期値 

指令周波数＝ ×最高出力周波数（E1-04） 入力パルス周波数 
パルス列最高周波数（H6-02） 
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最高出力周波数 
ゲイン 
100

×―――― 

最高出力周波数 

端子入力 

周波数指令 

（　 ）内は電流指令入力選択時 

バイアス 
100

×―――― 

0 V 
（4 mA） 

10 V 
（20 mA） 

（1）0～5 V入力で，0～100 ％の周波数指令運転を行う場合

（端子 A1 の例）

（2）0～10 V入力で，50～100 ％の周波数指令運転を行

う場合（端子 A1 の例）

最高周波数 
（100 ％） 

端子入力 

周波数指令 

50 ％ 

0 V 10 V

最高周波数 
（100 ％） 

端子入力 

周波数指令 

0 ％ 
0 V 5 V 10 V

（200 ％） 

（3）1～5 V入力で，0～100 ％の周波数指令運転を行う場合

（端子 A1 の例）

最高周波数 
（100 ％） 

端子入力 

周波数指令 

0 ％ 
1 V 5 V 10 V

（225 ％） 

（－25 ％） 

名　　称 説　　　　　　　明 

周波数指令 
ゲ　イ　ン 

周波数指令 
バ イ ア ス  

端子入力が10 V（20 mA）時の仮想出力周波数の最高 
出力周波数（E1-04）に対する比率（％）を設定します。 

周波数指令 
レベル選択 

0～＋10 V入力か 0～±10 V入力か 4～20 mAかの選択です。 
0～±10 V入力では負入力で逆転します。 

端子入力が 0 V（4 mA）時の出力周波数の最高出力 
周波数（E1-04）に対する比率（％）を設定します。 

名　　称 端子A1用 端子A2用 設定範囲 出荷時設定 

周波数指令 
ゲ　イ　ン 

周波数指令 
レベル選択 

周波数指令 
バ イ ア ス  

H3-01 H3-08

端子A3用 

H3-04

H3-02 

H3-03

H3-10 

H3-11

H3-06 

H3-07

100.0 ％ 

0.0 ％ 

0.0～1000.0

－100.0～　 
　   ＋100.0

0：0～＋10 V 
1：－10～＋10 V 
2：4～20 mA

H3-01，04 
           ＝ 0 
H3-08 ＝ 2

（注）端子 A1 と A3 は，4～20 mA入力はできません。 



40

2

（1）速度サーチ指令

（2）始動時直流制動

正転（逆転）運転指令 

速度サーチ指令 

最高出力周波数ま 
たは，運転指令入 
力時の周波数指令 

出力周波数 

最小ベースブロック 
時間 

速度サーチ動作 

同期速度検出 

0.5秒以上 
ON

ON

サーチ指令入力時のタイムチャート 

最低 
出力周波数 

始動時直流制動時間 

b2-01

b2-03

瞬時停電動作選択

L2-01の設定値 

0 運転継続なし（工場出荷時設定） 

瞬時停電補償時間内（L2-02）での復電時，運転継続 

復電後，運転継続（異常出力なし） 
（ただし制御電源が確立している時間内のみ始動）

1

2

内　　　　　　　容 

（注1） 

（注2） 

（注）1  復電後に運転継続する場合は，運転信号を保持したままにしてください。 
　　　2  設定値で 2 を選択した場合は，電源電圧が正常に復帰した場合に 
　　　  再始動します。異常出力信号は動作しません。 

瞬時停電補償時間

インバータ形式 
CIMR-G7A _

L2-02の初期値 

20P4～27P5 

2011～2110 

40P4～47P5 

4011～4300

0.1 ～ 1.0 s 

2.0 s 

0.1 ～ 1.0 s 

2.0 s

設定値 内　　　容 

0

1

停止（周波数指令に追従して運転） 

80 ％速度運転継続（喪失前の速度の80 ％で運転継続） 
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正転／停止 

電源 

ホールド加減速停止 

周波数指令 

出力周波数 

ホールド ホールド 

d4-01＝1

d4-01＝0

ON ONOFF OFF

OFF

OFF OFFON ON

ホールド加減速停止指令使用時のタイムチャート 
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2

4過トルクの検出

モータ電流（出力トルク） 

過トルク検出時間 
（L6-03，L6-06） 

＊ 
過トルク検出レベル 
（L6-02，L6-05） 

多機能出力信号 
（過トルク検出信号） 
端子 M1-M2，P1-PC， 
　　 P2-PC

時間 

ONON

＊：過トルク検出の解除幅は，インバータ定格電流 
　  （またはモータ定格トルク）の約10 ％です。 

4アンダートルクの検出

モータ電流（出力トルク） 

アンダートルク検出時間 
（L6-03，L6-06） 

＊ 

多機能出力信号 
（アンダートルク検出信号） 
端子 M1-M2，P1-PC， 
　　 P2-PC

時間 

ONON

＊：アンダートルク検出の解除幅は，インバータ定格 
　    電流（またはモータ定格トルク）の約10 ％です。 

アンダートルク検出レベル 
（L6-02，L6-05） 

L6-01，L6-04の設定値

定数No.

L6-01 

L6-02 

L6-03 

L6-04 

L6-05 

L6-06

0～8 

0～300 ％ 

0.0～10.0 s 

0～8 

0～300 ％ 

0.0～10.0 s

0 

150 ％ 

0.1 s 

0 

150 ％ 

0.1 s

過トルク／アンダートルク 
検出 1 機能選択 

過トルク／アンダートルク 
検出 1 レベル 

過トルク／アンダートルク 
検出 1 時間 

過トルク／アンダートルク 
検出 2 機能選択 

過トルク／アンダートルク 
検出 2 レベル 

過トルク／アンダートルク 
検出 2 時間 

機　　　　　能 

過トルク／アンダートルク検出機能の設定 

設定範囲 
工場出荷 
時 設 定  

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

設定値 機　　　　能 

過トルク／アンダートルク検出無効 

速度一致のみ過トルク検出／検出後も運転継続（警告） 

運転中常時過トルク検出／検出後も運転継続（警告） 

速度一致中のみ過トルク検出／検出時出力遮断（保護動作） 

運転中常時過トルク検出／検出時出力遮断（保護動作） 

速度一致のみアンダートルク検出／検出後も運転継続（警告） 

運転中常時アンダートルク検出／検出後も運転継続（警告） 

速度一致中のみアンダ－トルク検出／検出時出力遮断（保護動作） 

運転中常時アンダートルク検出／検出時出力遮断（保護動作） 
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設定値 

01
02

13

零速 
周波数（速度）一致 1

03 
04 
 
05

任意周波数（速度）一致 1 
周波数（FOUT）検出 1 
（設定値以下） 
周波数（FOUT）検出 2 
（設定値以上） 

周波数（速度）一致 2

14 
15 
 
16

任意周波数（速度）一致 2 
周波数（FOUT）検出 3 
（設定値以下片側のみ） 
周波数（FOUT）検出 4 
（設定値以上片側のみ） 

― 

L4-01 
符号なし 
検出 

周波数指令 

周波数指令 

L4-03 
符号付き 
検出 

― 

 
L4-02

 
L4-04

内　　　　容 

周波数（速度）一致 
検出レベル 
設　　　定 
定数No.

周波数（速度）一致 
検　出　幅 
設　　　定 
定数No.

OFF ON

L4-02

L4-02

周波数 
指令 

出力周波数 
または 
モータ速度 

周波数 
（速度）一致1 
（多機能出力の設定値=02） 

出力周波数 
または 
モータ速度 

任意周波数 
（速度）一致1 
（多機能出力の設定値=03） 

OFF ON

L4-02

L4-01

L4-01

L4-02

出力周波数 
または 
モータ速度 

周波数 
（FOUT）検出1 
（多機能出力の設定値=04） 

OFFON

L4-02

L4-02

L4-01

L4-01

出力周波数 
または 
モータ速度 

周波数 
（FOUT）検出2 
（多機能出力の設定値=05） 

OFF ON

L4-02

L4-02

L4-01

L4-01

OFF ON

L4-04

L4-04

周波数 
指令 
出力周波数 
または 
モータ速度 

周波数 
（速度）一致2 
（多機能出力の設定値=13） 

出力周波数 
または 
モータ速度 

任意周波数 
（速度）一致2 
（多機能出力の設定値=14） 

OFF ON

L4-04

L4-03

出力周波数 
または 
モータ速度 

周波数 
（FOUT）検出3 
（多機能出力の設定値=15） 

OFFON

L4-04

L4-03

出力周波数 
または 
モータ速度 

周波数 
（FOUT）検出4 
（多機能出力の設定値=16） 

OFF ON

L4-04
L4-03

（1）設定値＝02：周波数（速度）一致 1

（2）設定値＝03：任意周波数（速度）一致 1

（3）設定値＝04：周波数（FOUT）検出 1

（4）設定値＝05：周波数（FOUT）検出 2

（5）設定値＝13：周波数（速度）一致 2

（6）設定値＝14：任意周波数（速度）一致 2

（7）設定値＝15：周波数（FOUT）検出 3

（8）設定値＝16：周波数（FOUT）検出 4
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2

多機能アナログモニタ2 
－10～＋10 V  2 mA＊1

出荷時の標準設定は 
出力電流 0～＋10 V

出荷時の標準設定は 
出力周波数 0～＋10 V

AM

多機能アナログモニタ1 
－10～＋10 V  2 mA＊2

FM

E（G） 

AC

FM

AM

＊1： H4-08 の設定により， 
　       －10～＋10 V出力が可能です。 

＊2：H4-07 の設定により， 
　       －10～＋10 V出力が可能です。 

定数No. 名　　称 内　　容 

H4-01 

H4-04

H4-07 

H4-08

端子 FM 
モニタ選択 

端子 FM，AM から出力したいモ 
ニタ項目の番号を設定します。 
（U1-==の==部分の数値） 
 4，10～14，25，28，34，39～42 
は設定できません。また 17，23， 
29～31，35 は未使用です。 

端子 FM，AM の信号レベルを設 
定します。 
　0：0～＋10 V出力 
　1：0～±10 V出力 

端子 AM 
モニタ選択 

端子 FM 
信号レベル選択 

端子 AM 
信号レベル選択 

インバータとモータ間の 
配線距離 

キャリア周波数 

C6-02の値 

50 m以下 

15 kHz以下 

1～6

100 m以下 

10 kHz以下 

1～4

100 mを超える 

5kHz以下 

1～2

C6-02 
の設定値 

 キャリア周波数＊ 
（kHz） 

モータから 
の金属音 

ノイズ及び 
漏れ電流 

1 
 
 
6

2.0 
 
 
15.0

大きい 
 
 

小さい 

少ない 
 
 
多い 

〜 

＊： 2 kHz以上を推奨 
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外部電源（V） 

シンク電流（mA） 

DC12 V±10 ％，DC15 V±10 ％ 

最大 16 mA

シンク電流 

外部電源 

MP

インバータ 

AC

負
荷
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス 

出力電圧（絶縁形） 
VRL（V） 

負荷インピーダンス（kΩ） 

＋5 V以上 

＋8 V以上 

＋10 V以上 

1.5 kΩ以上 

3.5 kΩ以上 

10 kΩ以上 

VRL

MP

インバータ 

AC

負
荷
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス 

シンク入力として使用する場合

ソース出力として使用する場合

H6-06の設定値 出　力　項　目 

1 

2 

5 

20 

24 

36

周波数指令（U1-01） 

出力周波数（U1-02） 

モータ速度（U1-05） 

ソフトスタート後の出力周波数（U1-20） 

PID フィードバック量（U1-24） 

PID 入力量（U1-36） 

==

== ==

0～3 Vで 0～60 Hzを表示する周波数計の場合

H4-05

周波数計／電流計 
（3 V 1 mA  フルスケール） 

AM

FM

AM

FM

AC

H4-02

10 V

3 V

5 V

0 100 ％ 

ア
ナ
ロ
グ
出
力
電
圧 

出力周波数 
（インバータ出力電流） 

工場出荷時設定 
H4-02＝1.0，H4-03＝0

工場出荷時設定 
H4-05＝0.5，H4-06＝0
H4-02＝0.3 
H4-05＝0.3の例 （　　   　　） 

ゲイン×10 V

10 V

0 V
100 ％ 0 ％ 

モニタ項目 

アナログ出力電圧 

バイアス× ―― V
100
10
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3

（1）減速停止

（4）タイマ付きフリーラン停止

（2）フリーラン停止

設定値 

0 

1 

2 

3

減速停止 

フリーラン停止 

全領域直流制動停止 

タイマ付きフリーラン停止 

停　止　方　法 

出力 
周波数 

正転（逆転） 
運転指令 

ON

加速時間 1 
（C1-01） 減速時間 1 

（C1-02） 

減速時間 1 
（C1-02） 

最低出力周波数 
（直流制動開始周波数） 
 b2-01 
（工場出荷時 0.5 Hz） 

時間 

停止時直流制動時間（b2-04） 
（工場出荷時 0.5 s） 

加減速時間 1 を選択した場合の例 

出力周波数 

正転（逆転） 
運転指令 ON ONON

フリーラン 

減速時間 
（C1-02） 

時間 

加速時間  
（C1-01） 

減速時間中は運転指令を無視します。 

加減速時間 1 を選択した場合の例 

運転待機時間 T

減速時間 

停止指令入力時の 
出力周波数 

100 ％（最高出力周波数） 最低出力周波数 

最小ベース 
ブロック時間 
   （L2-03） 

直
流
制
動
時
間 

10 ％速度 100 ％速度 

停止時直流制動時間 
（b2-04） 

運転指令 OFF 時の出力周波数 

b2-04×10

出力周波数 

正転（逆転）運転指令 

加速時間 1 
（C1-01） 

減速時間 1 
（C1-02） 

時間 

モータ 
フリーラン 

ON

加減速時間 1 を選択した場合の例 

正転（逆転） 
運転指令 

出力周波数 

インバータ 
出力遮断 

直流制動時間 

ON
OFF

最小ベース 
ブロック時間 
（L2-03） 

（3）全領域直流制動停止
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4

（1）3 ワイヤシーケンス（自動復帰接点による運転）用

（2）LOCAL（ディジタルオペレータ）/REMOTE（制御回
路端子）切り替え（設定値 01）

（3）UP/DOWN 指令（設定値：10，11）

3ワイヤシーケンス（正転／逆転指令） 
ローカル／リモート選択 
オプション／インバータ本体選択 
多段速指令 1 
多段速指令 2 
多段速指令 3 
寸動（JOG）周波数選択 
加減速時間選択 1 
ベースブロック指令 NO（ a 接点） 
ベースブロック指令 NC（ b 接点） 
ホールド加減速停止 
インバータ過熱予告 OH2 
多機能アナログ入力選択 
PG 付き V/f 速度制御なし 
速度制御積分リセット 
未使用 
UP 指令 
DOWN 指令 
FJOG 指令 
RJOG 指令 
異常リセット 
非常停止（ a 接点） 
モータ切り替え指令 
非常停止（ b 接点） 
タイマ機能入力 
PID 制御キャンセル 
加減速時間選択 2 
定数書き込み許可 
＋スピード指令 
－スピード指令 
アナログ周波数指令サンプル／ホールド 
外部異常（任意に設定可能） 
PID 積分リセット 
PID 積分ホールド 
多段速指令 4 
PID SFS 入・切 
PID 入力特性切り替え 
直流制動指令 
外部サーチ指令 1：最高出力周波数 
外部サーチ指令 2：設定された周波数指令 
界磁弱め指令 
外部サーチ指令 3 
KEB（瞬停時減速運転）指令（ b 接点） 
KEB（瞬停時減速運転）指令（ a 接点） 
伝送テストモード 
HSB（ハイスリップ制動） 
速度／トルク制御切り替え（ON：トルク制御） 
ゼロサーボ指令（ON：ゼロサーボ） 
速度制御（ASR）比例ゲイン切り替え（ON：C5-03） 
外部トルク指令の極数反転指令 
ブレーキ閉中信号（ブレーキ信号） 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
― 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
― 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
― 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

設定値 

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
A 
B 
C 
D 
E 
F 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
1A 
1B 
1C 
1D 
1E 

20～2F 
30 
31 
32 
34 
35 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
71 
72 
77 
78 
79

機　　　　能 
PG 
無し 
V/f

PG 
付き 
V/f

PG 
無し 
ベク 
トル 
1

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
― 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

PG 
付き 
ベク 
トル 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
― 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 

PG 
無し 
ベク 
トル 
2

制御モード 

停止スイッチ 
（ b 接点） 

運転スイッチ 
（ a 接点） 

運転指令（“閉”で運転） 
S1

S2

S5

SC

停止指令（“開”で停止） 

正転逆転選択 
（“開”で正転，“閉”で逆転） 

UP 指令 
DOWN 指令 
運転状態 

閉 
開 
加速 

開 
閉 
減速 

開 
開 
HOLD

閉 
閉 
HOLD

D1 D1 D1D D DH H H H H H HU U U U1

正転運転 

UP 指令 
DOWN 指令 

上限リミット速度 

下限リミット速度 
出力周波数 

周波数一致信号 

UP/DOWN 指令を使ったときのタイムチャート 
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（4）タイマ機能（設定値18）

タイマ入力 

閉 閉 

閉 

タイマ出力 
b4-01

b4-01
① ② ④ ③ 

b4-02

b4-02

検出幅 
±L4-02

出力周波数 

周波数指令 

周波数一致信号 ON

周波数（速度）一致信号の設定例（設定値＝2） 

検出幅 
±L4-02

出力周波数 

任意周波数検出レベル 
（L4-01） 

任意周波数一致信号 ON

任意周波数（速度）一致信号の設定例（設定値＝3） 

運転中 
零速 
周波数（速度）一致 1 
任意周波数（速度）一致 1 
周波数（FOUT）検出 1 
周波数（FOUT）検出 2 
インバータ運転準備完了（READY） 
主回路低電圧（UV）検出中 
ベースブロック中（ a 接点） 
周波数指令選択状態 
運転指令状態 
過トルク／アンダートルク検出 1 NO（ a 接点） 
周波数指令喪失中 
取付形制動抵抗不良 
異常 
未使用 
軽故障（ON：警告表示時） 
異常リセット中 
タイマ機能出力 
周波数（速度）一致 2 
任意周波数（速度）一致 2 
周波数（FOUT）検出 3 
周波数（FOUT）検出 4 
過トルク／アンダートルク検出 1 NC（ b 接点） 
過トルク／アンダートルク検出 2 NO（ a 接点） 
過トルク／アンダートルク検出 2 NC（ b 接点） 
逆転中 
ベースブロック中 2（ b 接点） 
モータ選択（第 2 モータ選択中） 
回生動作中 
異常リトライ中 
モータ過負荷 OL1（OH3 含む）アラーム予告 
ファン・コンデンサのメンテナンス時期到達 
インバータ過熱予告 OH アラーム予告 
トルクリミット（電流制限）中 
速度リミット中（ON：速度リミット中） 
 
 
ゼロサーボ完了（ON：ゼロサーボ完了） 
周波数（FOUT）検出 5 
運転中 2 
内部冷却ファン故障検出中 

速度制限回路動作中（トルク制御用） 
ただし，停止中は除く。 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
― 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 

× 
 
× 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
― 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 

× 
 
× 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
― 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

× 
 
× 
○ 
○ 
○ 

設定値 

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
A 
B 
C 
D 
E 
F 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
1A 
1B 
1C 
1D 
1E 
1F 
2F 
20 
30 
31 

32 
 
33 
36 
37 
3D

機　　　　能 
PG 
無し 
V/f

PG 
付き 
V/f

PG 
無し 
ベク 
トル 
1

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
― 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 

PG 
付き 
ベク 
トル 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
― 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

○ 
 
× 
○ 
○ 
○ 

PG 
無し 
ベク 
トル 
2

制御モード 

（注） 

（注）バージョン PRG：1039以降のソフトで対応しています。 
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5

トルク指令 
正 

負 

正転回生側トルクリミット 
L7-03

逆転回生側トルクリミット 
L7-04

正転 
モータ回転方向 

逆転 

逆転電動側トルクリミット 
L7-02

正転電動側トルクリミット 
L7-01
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（1）加速中ストール防止

（2）運転中ストール防止

（3）減速中ストール防止

出力電流 

モータ電流 
インバータ 
定格電流の 
150 ％ 

出力周波数 

時間 

時間 
※ 

（L3-02） 

（L3-02）－15 ％ 

※この間，  ストール状態（失速）が発生しないように 
　出力周波数をコントロールします。 

L3-02 の工場出荷時設定は150 ％です。 
L3-01 に 0 を設定すると加速中ストール防止機能は無効となります。 （　　　　　　　　　　　　　　　　　    ） 

モータ電流 

インバータ 
定格電流の 
160 ％ 

出力周波数 

時間 

時間 
＊1

＊2

＊2
（L3-06） 

＊1：この間，周波数を下げ失速を防止します。 
＊2：出力電流が設定レベル以下にならない場合， 
　　  最低出力周波数でホールドされます。 

工場出荷時設定は120 ％です。 
L3-05 に 0 を設定すると運転中ストール防止機能は無効となります。 （　　　　　　　　　　　　　　　　　    ） 

時間 

設定 
減速時間 

出
力
周
波
数 

減速中ストール防止が働いた場合， 
過電圧にならないように減速時間を 
コントロールします。 

L3-04の設定値 

1

0

2

3

減速中ストール防止機能 

無効 

有効（制動抵抗器取付け時） 

有効（主回路直流電圧が過電圧レベルに近付 
くと減速を停止。電圧回復後で再減速） 

最適調整（主回路直流電圧から判断して最短 
で減速。減速時間の設定は無視） 

定出力領域の加速中ストール防止動作レベル 

＝ 加速中ストール防止 レベル（L3-02） 
最大電圧周波数（E1-06） 

× 出力周波数 

5
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負荷トルク 

トルク 

速　度 

（負荷小） （負荷大） 
f 1 f 2

比例ゲイン 

出力周波数 

C5-01

C5-03

0％ 100％ 

積分時間 

出力周波数 

C5-02

C5-04

0％ 100％ 

出力周波数と比例ゲイン，積分時間の関係 

E2-01

E2-02

E2-03

C3-01

モータ定格電流 

モータの定格スリップ 

無負荷電流 

スリップ補正のゲイン 

＊2

＊2

＊2

＊1 
　1.00～2.5

0.00～1500.0 A

0.00～20.00 Hz

0.00～1500.0 A

定数 No. 名　　称 設定範囲 初期値 

C5-02

C5-03

C5-04

C5-01

ASR 積分時間 1

ASR 比例ゲイン 2

ASR 積分時間 2

ASR 比例ゲイン 1

0.500＊4

20.00＊4

20.00＊4

0.500＊4

1.00～300.00＊3

0.000～10.000 s

1.00～300.00＊3

0.000～10.000 s

E2-04 モータ極数 42～48

F1-01 PG 定数（P/R） 6000～60000

定数 No. 名　　称 設定範囲 初期値 

＊1： PG 無し V/f 制御の場合，初期値 0.0（スリップ補正なし）です。 
＊2：インバータの kVA 設定やモータ選択により，初期値が異なります。 
＊3：PG 付きV/f 制御の場合，設定範囲は 0.00～300.00です。 
＊4：PG 付きV/f 制御の初期値は，C5-01＝0.20，C5-02＝0.20 s， 
　　  C5-03＝0.02，C5-04＝0.05 s です。 
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L1-01

L1-02

E2-01

モータ 
保護機能選択 

0＝無効（モータ保護なし） 
1＝汎用モータの保護を行う 
2＝インバータ専用モータの保護を行う 
3＝ベクトル用モータの保護を行う 

モータ 
保護動作時間 

モータ 
定格電流 

1

＊ 

1.0 min

設定範囲は，インバータ定格出力電流 
の10～200 ％となります。 

0～3

0.1～5.0 min

定数 No. 名　　称 設定範囲 初期値 

＊：インバータの kVA 設定やモータ選択により，初期値が異なります。 

動作時間（分） 

コールドスタート 

ホットスタート 

モータ電流（％） 
E2-01が100％となります。 

10
7

3

1

0.4

0.1

0 100 150 200

モータの保護動作時間 

各モータのタイプと許容負荷特性 

L1-01 設定値 1
モータタイプ 

許容負荷特性 

冷却能力 

電子サーマルの動作 
（100 ％モータ負荷時） 

汎用モータ（標準モータ） 
2

 定トルクインバータ専用モータ（1：10） 
3

 ベクトル専用モータ（1：100）  PG 付きベクトル専用モータ（1：1000） 

商用電源で運転するためのモータです。 
50/60 Hzで運転したときに冷却効果のある 
モータ構造になっています。 

低速域（約 6 Hz）で運転しても，冷却効果の 
あるモータ構造になっています。 

超低速域（約 0.6 Hz）で運転しても，冷却効 
果のあるモータ構造になっています。 

50/60 以下で連続運転を行うと，モータ過負荷
保護（OL1）を検出します。インバータは異常
接点を出力し，モータはフリーラン停止します。 

6～50/60 Hzで連続運転を行います。 0.6～60 Hzで連続運転を行います。 

超低速域（約 0.06 Hz）で運転しても，冷却 
効果のあるモータ構造になっています。 

0.06～60 Hzで連続運転を行います。 

1200.1
0

50

100

150

100 
（60 Hz） 

60秒短時間 

連続 

定格回転速度＝100％速度 

回転速度（％） 

ト  

ル  

ク  

（％）
 

枠番号枠番号 
200LJ200LJ以上の以上の 
最高速度最高速度 

～ 
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（1）目標値の設定

（2）検出値の設定

b5-01 の設定値 

0 

1 

2

3 

4

PID 制御無効 

PID 制御有効（偏差を D 制御する） 

PID 制御有効（フィードバック値を D 制御する） 

PID 制御有効（周波数指令＋ PID 出力，偏差を 
 D 制御する） 

PID 制御有効（周波数指令＋ PID 出力，フィー 
ドバック値を D 制御する） 

PID 制御の機能 

b1-01 を 1 に設定し，H3-09 または H3-05 を C の 
PID 目標値に設定してください。このときは，
H6-01 を 1 の PID フィードバック値に設定して
パルス列入力端子 RP に検出値を入力します。 

b1-01 を 2 に設定し，MEMOBUS レジスタの 
000FH のビットを 1 に設定すると，レジスタ 
0006H を PID 目標値として通信で入力できま

b1-01 を 4 に設定し，H6-01 を 2 の PID 目標値
に設定します。 

PID の目標値入力方法 

多機能アナログ端子 
A2 または A3 から 
入力 

MEMOBUS 通信の 
レジスタ 0006H  
から入力 

パルス列入力端子 
RP から入力 

設　定　条　件 

＊：端子 A2 の電流信号（4～20 mA）または電圧信号（0～10 V）が使用可能です。
　    端子 A2 の電流信号：H3-08＝2 
　    端子 A2 の電圧信号：H3-08＝0 
　　  電圧信号を使用するときは，コントロール基板上のディップスイッチ 
　　  S1-2 をOFF に設定してください。 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

＊ 

H3-09 または H3-05 を B の PID フィードバック
値に設定します。 

H6-01を1の PID フィードバック値に設定します。 

入力方法 

多機能アナログ端子 
A2 または A3 から入力 

パルス列入力端子 
RP から入力 

設　定　条　件 
＊ 

＊：上表の＊と同じです。 

目標値 

検出値 

D

一次遅れ 
時定数 

オフセット 

出力ゲイン 

周波数 
指　令 

D

リミッタ リミッタ 

P

I

b5-05

b5-01

b5-05

b5-03 b5-04 b5-06
b5-08

b5-07

b5-10

b5-01

b5-01

b5-02
（偏差） － 

＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ 

＋ 

＋ 

1，3

1，3
2，4

2，4

3，4
0

1，2

ON

PID 
OFF

PID 制御ブロック図 
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〔通信仕様〕

〔通信で送受信できるデータ〕

（1）運転方法選択（b1-01，b1-02）

（2）周波数単位の選択（o1-03）

（3）スレーブアドレス（H5-01）

（4）MEMOBUS伝送エラーコード（U1-39）

1 : CRC エラー 
1 : データ長異常 
未使用 
1 : パリティエラー 
1 : オーバランエラー 
1 : フレーミングエラー 
1 : タイムオーバ 
未使用 

Memobus エラーコード 

U1-39＝01111011
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省エネ係数（b8-04）

0 省エネ制御無効 

1 省エネ制御有効 

b8-01の設定値 省エネモード 

11

コピー機能の選択（o3-01）

（1）READ

（2）COPY

READ許可の選択（o3-02）

0 通常動作 

（出荷時設定：o3-01＝0） 

1 READ（インバータ→オペレータ） 

2 COPY（オペレータ→インバータ） 

3 VERIFY（比較） 

o3-01の設定値 内　容 

0 READ 禁止 

（出荷時設定：o3-02＝0） 

1 READ 許可 

o3-02の設定値 内　容 
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コンベヤ，リフタ（安全性の向上，最適な運転動作の設定ができます。） 

自動車部品搬送シャトルコンベヤへの適用ブロック図 

Varispeed G7

Varispeed G7

R
S

T

R/L1
S/L2

T/L3

電源 

電源 

メカブレーキ 

MCCB

RUNF

RUNF

正転 
運転 

RUNF

RUNR

SA

SA

SA

SA

BX

RUNR

N

RUNR

N

ディジタル 
オペレータ 

U/T1

V/T2
W/T3
B1

B2

モータ IM

BX

制動抵抗器ユニット 
S1

S2

S5

S6
SC

M1

M2

MB

MC

正転/停止 

逆転/停止 

多段速指令 1（主速/補助） 

多段速指令 2

周波数検出 

異常 

LS2

LS4

LS1

LS3

（シーケンサ） 

逆転 
運転 （シーケンサ） 

sr

適用する Varispeed G7 の機能 

端子端子 M1 M1，M2 M2 の接点出力でブレーの接点出力でブレー 
キモータを制御する。キモータを制御する。 

R/L1
S/L2
T/L3

U/T1
V/T2
W/T3
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旋　盤（NC とのインタフェースは十分です。急加減速性能が向上します。） 

CNC 旋盤への適用ブロック図 

Varispeed G7

R

S

T

電源 

NC 装置 

MCCB

R/L1

S/L2

T/L3

S1

S2

S5

P1

P2

PC

M1

M2
MA

MC

正転/停止 

逆転/停止 

オプション/本体 

速度一致 

過トルク検出 

運転中 

故障 

ディジタル 
指令 

IM

FM

モータ 

制動抵抗器 
ユニット 

速度設定器 

周波数計 

U/T1

V/T2

W/T3

B1

B2

＋V

A1

AC

FM

AC

DI-08 
または 
DI-16H2

適用する Varispeed G7 の機能 

Varispeed G7

エンコーダ 

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3
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電源 

周波数 
指令 

集じん 
装置 

ダンパ 

ブロワ 

モータ M

コントローラ 

手動 

4-20 mA

0-10 V

R/L1
S/L2
T/L3

U/T1
V/T2
W/T3

MC3 MC2

MC1

Varispeed G7

排
気 

モータを止めずに 
商用／インバータ 
の切り替えが可能 

モータ 

IM

MC2MC3

RUNX

ディジタル 
オペレータ 

MC1

Varispeed G7

U/T1

V/T2
W/T3

R/L1
S/L2

T/L3

R
S

T

S1

S5

A1

AC
A2

M1

PC

P1

M2

SC

運転中信号 

正転/停止 

A1, A2切り替え 

周波数指令 
喪失中信号 

電源 

4-20 mA

0 V

0-10 V

AC 200 V

r s

MC3
インタ 
ロック 

SA

MX

MX

MC2

MX SA

SA

SA

SA

MC1MC2

MC2

RUNX

MC1

RUN
STOP

商用 

インバータ 

ニ　ー　ズ 

省エネ運転したい。 省エネモード選択　b8-01＝1

速度サーチ運転したい。 b3-01＝1

フリーラン停止したい。 停止方法の選択　b1-03＝1

周波数指令が故障しても 
運転を継続したい。 

指令喪失時の運転選択 
　　　　　　　　L4-05＝1 
指令喪失中信号　H2-02＝C

制御回路端子で運転したい。 

周波数指令を0-10 V と 
4-20 mA で切り替えたい。 

運転信号選択　b1-01，02＝1

端子 A2 信号レベル選択　H3-08＝2 
端子 A2 機能選択　H3-09＝2 
端子 A1，A2 切り替え 

                     （ S5 は ON で A2 ） 

機能選択及び定数設定 

（注）必ずフリーラン停止でご使用ください。 

用　途　例 

集じんブロワ 
ボイラ用ファン 
クーリング 
タワー用ファン 

ニ　　ー　　ズ 適用する Varispeed G7 の機能 機能選択及び定数設定 

商用電源／インバータの切り替え
運転は，モータを止めることなく
行いたい。 

速度推定形速度サーチ運転を適用する。 速度サーチ選択 b3-01＝1

省エネモード選択 b8-01＝1
トルク制限レベル L7-01＝0～300 ％ 

瞬時停電保護 L2-01＝0～2

モニタ表示 U1-08

周波数指令下限 d2-02＝0～110 ％ 

ジャンプ周波数 d3-01～03＝0～400 Hz

ジャンプ周波数幅 d3-04＝0～20.0 Hz

異常リトライ回数 L5-01＝0～10 回 

運転信号選択 L4-05＝0～1 
周波数指令喪失中 H2-01～03＝C

軽負荷時の高効率運転 
トルク制限機能を適用する。 

モニタを出力パワー表示にする。 

異常リトライ機能を適用する。 

瞬時停電時復帰後の運転継続モード
を選択する。 

周波数指令喪失時の運転継続モード
を選択する。 

周波数ジャンプ機能を適用する。 
3 点までその周波数と禁止幅を設定
できる。 

周波数指令下限リミットを使用する。 

フリーラン状態からのインバータ
始動が必要。モータを止めずにで
きないか。 

2 秒以内の瞬時停電に対し，運転
継続して欲しい。 

上位の周波数指令器が故障しても
運転を継続したい。 

減速機軸受潤滑の問題上，回転数
下限リミットが必要。 

機械系共振を避ける運転をして欲
しい。 

インバータトリップによる機械の
停止を極力回避したい。 

負荷が低速で軽いので省エネしたい。 
過負荷トリップを極力回避したい。 

出力パワーをみたい。 

共振点では通過するのみで，連続 
運転はできないようにする。 （　　　　　　　　　） 
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機械側 
操作盤 

電源 

周波数 
指令値 

ポンプ 

フロースイッチ 

圧力検出器 

給水 

（検出値） 

PID制御／手動運転 

R/L1 
S/L2 
T/L3

PID

U/T1 
V/T2 
W/T3

目標値／周波数指令値 

Varispeed G7

M

モータ 

Varispeed G7
モータ 

IM

F

U/T1
V/T2
W/T3

FM

AC

M1

M2

R/L1

S1

S7
SC

＋V

A1

AC

A24～20 mA

MCCB

S/L2

T/L3

R

S

T

ディジタル 
オペレータ 

アナログ 
モニタ 

周波数 
指令値 

PID

周波数計 

運転中信号 

電源 

（目標値設定） 

（検出値） 

（検出値） センサ 

運転／停止 

PID制御キャンセル 

ニ　ー　ズ 

PID 制御キャンセル　H1-01～10＝19

フィードバック信号は 
4～20 mAを使いたい。 

端子 A2 の信号レベル選択 
 H3-08＝2 
端子 A2 の機能選択 H3-09＝B

アナログモニタ出力項目選択 
　　　　　　　   H4-01，04＝1～38

モータ電流または出力 
周波数をメータで指示 
したい。 

PID制御したい。 

PID制御特性を調整したい。 

PID 制御の動作選択 
　　　　　　　　b5-01＝ 1 または 2

PID 調整用定数　b5-02～10

機能選択及び定数設定 

（注）必ず端子 A2 または RP のいずれかに PID フィードバック 
　　  信号を設定してください。 

用　途　例 ニ　　ー　　ズ 適用する Varispeed G7 の機能 機能選択及び定数設定 

ポ ン プ 全 般  

薬 注 ポ ン プ  

冷 温 水 循 環  
ポ　ン　プ 

放 水 ポ ン プ  

自動制御を手軽に行いたい。 

負荷変動があっても回転数を一定
にしたい。 

負荷状態監視用電流計，周波数計
が必要。 

瞬時停電でもリセットなしで運転
継続して欲しい。 

水位計でタンク内の水を一定に保
ちたい。 

回転数が低すぎると，水が逆流す
るので，最低回転数以下にならな
いようにしたい。 

非常時は商用電源で運転したい。 

4-20 mA信号で直接駆動したい。 

最低速度を維持して欲しい。 

混合液の比率を一定に保ちたい。 

インバータ内部の PID 機能を使用す
る（外部の PID 制御器は不要）。 

流量検出器の出力（4～20 mA）をフィ
ードバック信号にする。 

PID 制御キャンセルしたい。 

アナログモニタ（標準で 2 CH 装備）
を適用する。 

速度サーチを用いた切り換え回路を
使用する。 

 2 秒間瞬時停電対応機能を適用する。 
（運転／停止はトグルスイッチ） 

水位指示調節計の信号をフィード 
バック信号にする。（4～20 mA） 

外部端子 A2，AC を使用する。 

周波数指令下限リミットを使用する。 

PID 制御で水位一定制御する。 

周波数下限リミットを使用する。 

標準機能で対応可 
（ PG 無しベクトルモード） 

PID 調整用定数 b5-01～11

制御モード選択 A1-02＝2

A2 の信号選択 

 H1-01～10＝19

 H3-08＝2 
 H3-09＝B

 H3-08＝2 
 H3-09＝B

主速／補助切り替え 
PID 制御切り替え 

出力選択機能 H4-01，04＝2，3

運転信号選択 b1-01，02＝1

周波数指令下限 d2-02＝0～110 ％ 

速度サーチ機能の選択 b3-01＝1 または 3

瞬時停電保護 L2-01＝0～2

A2 の信号選択 

PID 制御機能 b5-01～11 設定 

周波数指令下限 d2-02＝0～110 ％ 
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p

過電流 （OC） 

地絡 （GF） 

ヒューズ溶断 （PUF） 

主回路過電圧 （OV） 

 

 

制御電源異常 （UV2） 

突入防止回路異常 （UV3） 

主回路電圧異常 （PF） 

出力欠相 （LF） 

放熱フィン過熱 （OH，OH1） 
 

モータ過熱アラーム （OH3） 

モータ過熱故障 （OH4） 

取付形制動抵抗器過熱 （RH） 

内蔵制動トランジスタ異常（RR） 

モータ過負荷 （OL1） 

インバータ過負荷 （OL2） 

過トルク検出1 （OL3） 

過トルク検出2 （OL4） 

ハイスリップ制動OL （OL7） 

アンダートルク検出1 （UL3） 

アンダートルク検出2 （UL4） 

過速度 （OS） 

PG断線検出 （PGO） 

速度偏差過大 （DEV） 

制御異常 （CF） 
 

PIDのフィードバック指令喪失（FbL） 

OC 
シュツリョク カデンリュウ 

GF 
シュツリョク チラク 

PUF 
メイン IGBT，FUSE コショウ 

OV 
DC ボセン カデンアツ 

UV1 
DC ボセン テイデンアツ 

UV2 
セイギョカイロ テイデンアツ 

UV3 
ソフトチャージ MC オープン 

PF 
ニュウリョク ケッソウ 

LF 
シュツリョク ケッソウ 

OH（OH1） 
ホウネツフィン カネツ 

OH3 
モータ オーバーヒート1

OH4 
モータ オーバーヒート2

RH 
ブレーキテイコウ カネツ 

RR 
ブレーキカイロ コショウ 

OL1 
モータ カフカ 

OL2 
インバータ カフカ 

OL3 
カトルクケンシュツ 1

OL4 
カトルクケンシュツ 2

OL7 
ハイスリップセイドウ OL

UL3 
アンダートルクケンシュツ 1

UL4 
アンダートルクケンシュツ 2

OS 
モーター オーバースピード 

PGO 
PG カイロ イジョウ 

DEV 
モータソクドヘンサ カダイ 

CF 
セイギョ イジョウ 

FbL 
フィードバックソウシツ 

インバータ出力電流が過電流検出レベルを超えて流れた（定格電流の約200 ％）。 

インバータ出力側で地絡電流がインバータ定格出力電流の約50 ％を超えた。 

主回路に挿入されているヒューズが溶断した。 

主回路直流電圧が過電圧検出レベルを超えた。    200 V級：約410 V ，400 V級：約820 V  

主回路直流電圧が低電圧検出レベル（L2-05）以下になった。  200 V級：約190 V，400 V級：約380 V 
 

制御電源の電圧が低下した。瞬時停電補償ユニットなし（200V/400V級 7.5kw以下）でL2-02の初期値を延長した。 

コンタクタON 信号を出しているにもかかわらず，10 秒間 コンタクタ のアンサバックが返ってこない。（200 V級  30～110 kW，400 V級  55～300 kW） 

入力電源欠相，相間電圧のアンバランスが発生した。（L8-05＝1  設定時に検出） 

インバータ出力側で欠相が発生した。（L8-07＝1 または 2 設定時に検出） 

 

 

L1-03 の選択に従い，インバータは停止あるいは，運転を継続する。 

L1-04 の選択に従い，インバータは停止する。 

L8-01 に設定された制動抵抗器の保護が動作した。 

制動トランジスタが動作異常になった。 

電子サーマルによりモータ過負荷保護が動作した。 

電子サーマルによりインバータ過負荷保護が動作した。低速（6Hz未満）運転時に電子サーマルにより過負荷保護が動作した。 

設定値（L6-02）以上の電流が規定時間（L6-03）以上流れた。 

設定値（L6-05）以上の電流が規定時間（L6-06）以上流れた。 

ハイスリップ制動 OL 時間（N3-04）で設定された時間，出力周波数が変化しない。 

設定値（L6-02）未満の電流が規定時間（L6-03）以上流れた。 

設定値（L6-05）未満の電流が規定時間（L6-06）以上流れた。 

設定値（F1-08）以上の速度が規定時間（F1-09）以上連続した。 

インバータが周波数を出力している状態で PG パルスが入力されない。 

設定値（F1-10）以上の速度偏差が規定時間（F1-11）以上連続した。 

異常表示内容 異常表示 説　　　　　　　明 

インバータ放熱フィンの温度が L8-02 の設定値または約100 ℃を超えた。 
（ OH：L8-02 を超えた［L8-03＝0 ～ 2 の時］，OH1：約100 ℃を超えた）インバータ内部冷却ファン停止。 

PG 無しベクトル 1 制御モードにおいて，減速停止中に，トルクリミットに連続で 3 秒以上かかった。 
PG 無しベクトル 2 制御モードにおいて，速度推定演算値が異常となった。 

PID フィードバック指令喪失検出が有り（b5-12＝2）で，PID フィードバック入力が PID フィード 
バック喪失検出レベル（b5-13）未満の状態が PID フィードバック喪失検出時間（b5-14）続いた。 

主回路低電圧 
主回路MC動作不良 （UV1） 
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異常表示内容 

伝送オプションカードからの外部異常入力（EF0） 

外部異常（入力端子S3）（EF3） 

外部異常（入力端子S4）（EF4） 

外部異常（入力端子S5）（EF5） 

外部異常（入力端子S6）（EF6） 

外部異常（入力端子S7）（EF7） 

外部異常（入力端子S8）（EF8） 

外部異常（入力端子S9）（EF9） 

外部異常（入力端子S10）（EF10） 

外部異常（入力端子S11）（EF11） 

外部異常（入力端子S12）（EF12） 

ゼロサーボ異常 （SVE） 

オぺレータ接続不良 （OPR） 

MEMOBUS伝送エラー （CE） 

オプション伝送エラー（BUS） 

 

 

オぺレータ伝送異常2 （CPF01） 

ベースブロック回路不良 （CPF02） 

EEPROM不良 （CPF03） 

CPU内部A/D変換器不良 （CPF04） 

CPU外部A/D変換器不良 （CPF05） 

オプションカード接続異常 （CPF06） 

ASIC内部のRAM不良 （CPF07） 

ウォッチドックタイマー不良 （CPF08） 

CPU-ASIC相互診断異常 （CPF09） 

ASICのバージョン不良 （CPF10） 

オプションカード異常 （CPF20） 

伝送オプションカードの自己診断異常 （CPF21） 

伝送オプションカードの機種ｺｰﾄﾞ異常 （CPF22） 

伝送オプションカードの相互診断異常 （CPF23） 

主回路コンデンサ中性点電位異常 （VCF） 

オペレータが消灯している 

EF0 
OPT ガイブイジョウ 

EF3 
ガイブイジョウ（タンシ S3） 

EF4 
ガイブイジョウ（タンシ S4） 

EF5 
ガイブイジョウ（タンシ S5） 

EF6 
ガイブイジョウ（タンシ S6） 

EF7 
ガイブイジョウ（タンシ S7） 

EF8 
ガイブイジョウ（タンシ S8） 

EF9 
ガイブイジョウ（タンシ S9） 

EF10 
ガイブイジョウ（タンシ S10） 

EF11 
ガイブイジョウ（タンシ S11） 

EF12 
ガイブイジョウ（タンシ S12） 

SVE 
ゼロサーボ イジョウ 

OPR 
オペレータ セツゾクフリョウ 

CE 
デンソウ エラー 

BUS 
オプションデンソウエラー 

CPF00 
COM-ERR（OP&INV） 

CPF01 
COM-ERR（OP&INV） 

CPF02 
コントローラ フリョウ（BB） 

CPF03 
コントローラ フリョウ（ROM） 

CPF04 
コントローラ フリョウ（AD1） 

CPF05 
コントローラ フリョウ（AD2） 

CPF06 
オプション セツゾクエラー 

CPF07 
コントローラ フリョウ（RAM） 

CPF08 
コントローラ フリョウ（WAT） 

CPF09 
コントローラ フリョウ（CPU） 

CPF10 
コントローラ フリョウ（ASIC） 

CPF20 
オプションカード フリョウ 

CPF21 
オプションカード フリョウ 

CPF22 
オプションカード フリョウ 

CPF23 
オプションカード フリョウ 

VCF 
チュウセイテン V イジョウ 

伝送オプションカードから「外部異常」が入力された。 

 

 

 

 

多機能入力端子から「外部異常」が入力された。 
 

 

 

 

 

ゼロサーボ運転中に，回転位置がずれた。 

ディジタルオぺレータからの運転指令で運転中に，ディジタルオペレータが断線した。 

制御データを 1 回受信した後，2 秒以上正常受信できない。 

伝送オプションカードから運転指令または周波数指令を設定するモードで伝送エラーを検出した。 

 

 

ディジタルオぺレータとの伝送開始後，2 秒以上の伝送異常が発生した。 

 

インバータの制御部が故障。 
 

 

オプションカードが正しく接続されていない。 

 

インバータ制御回路が破損。 

 

インバータ制御回路が不良。 

オプションカードの A/D 交換器が故障。 

 
伝送オプションカードが故障。 

伝送オプションカードが故障。通信中にオペレータのコピー機能を使用した。 

異常表示 説　　　　　　　明 

オペレータ伝送異常1， 
CPUの外部RAM不良 （CPF00） 

電源投入後 5 秒経過してもディジタルオぺレータとの伝送ができない 。 
CPU の外部 RAM 不良。 

主回路コンデンサの中性点電位のアンバランスが過大になった。 

－ 制御電源電圧ダウン 
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警告表示内容 

正転・逆転指令同時入力（EF） 

 
主回路低電圧 （UV）

 

主回路過電圧 （OV） 

放熱フィン過熱 （OH） 

インバータ過熱予告 （OH2） 

モータ過熱 （OH3） 

過トルク1 （OL3） 

過トルク2 （OL4） 

アンダートルク1 （UL3） 

アンダートルク2 （UL4） 

過速度 （OS） 

PG断線検出 （PGO） 

速度偏差過大 （DEV） 

外部異常（入力端子S3）（EF3） 

外部異常（入力端子S4）（EF4） 

外部異常（入力端子S5）（EF5） 

外部異常（入力端子S6）（EF6） 

外部異常（入力端子S7）（EF7） 

外部異常（入力端子S8）（EF8） 

外部異常（入力端子S9）（EF9） 

外部異常（入力端子S10）（EF10） 

外部異常（入力端子S11）（EF11） 

外部異常（入力端子S12）（EF12） 

PID のフィードバック指令喪失 （FbL） 

MEMOBUS伝送エラー （CE） 

オプション伝送エラー（BUS） 

通信待機中 （CALL） 

電流警告# （HCA） 

冷却ファンのメンテナンスタイマ#　（LT-F） 

電解コンデンサのメンテナンスタイマ#　（LT-C） 

正転指令と逆転指令が，同時に， 5 秒以上入力された。 

 

 

 

 

多機能入力端子（S3～S7）から「インバータ過熱予告 OH2 」が入力された。 

H3-09 に E を設定し，入力したモータ温度（サーミスタ）入力がアラーム検出レベルを超えた。 

設定値（L6-02）以上の電流が規定時間（L6-03）以上流れた。 

設定値（L6-05）以上の電流が規定時間（L6-06）以上流れた。 

設定値（L6-02）未満の電流が規定時間（L6-03）以上流れた。 

設定値（L6-05）未満の電流が規定時間（L6-06）以上流れた。 

設定値（F1-08）以上の速度が規定時間（F1-09）以上連続した。 

インバータが周波数を出力している状態で，PG パルスが入力されない。 

設定値（F1-10）以上の速度偏差が規定時間（F1-11）以上連続した。 

 

 

 

 

多機能入力から「外部異常」が入力された。 
 

 

 

 

 

 

制御データを 1 回受信した後，2 秒以上正常受信できない。 

伝送オプションカードから運転指令または周波数指令を設定するモードで伝送エラーを検出した。 

電源投入時に制御データを正常受信できない。 

インバータ出力電流が過電流予告レベル（定格電流の約150％以上）を超えた。 

U1-63が100％に到達した。 

U1-61が100％に到達した。 

警告表示 説　　　　　　　明 

運転信号が入っていないときに以下の状態になった。 
・主回路直流電圧が低電圧検出レベル（L2-05）以下になった。 
・突入電流抑制用コンタクタが開放した。制御電源が低電圧（ CUV レベル）以下になった。 

主回路直流電圧が過電圧検出レベルを超えた。200 V級：約410 V，400 V級：約820 V 
 

EF（点滅） 
ウンテン イジョウ 

UV（点滅） 
DC ボセン テイデンアツ 

OV（点滅） 
DC ボセン カデンアツ 

OH（点滅） 
ホウネツフィン カネツ 

OH2（点滅） 
OH カネツヨコク 

OH3（点滅） 
モータ オーバーヒート 1

OL3（点滅） 
カトルクケンシュツ 1

OL4（点滅） 
カトルクケンシュツ 2

UL3（点滅） 
アンダートルクケンシュツ 1

UL4（点滅） 
アンダートルクケンシュツ 2

OS（点滅） 
モータ オーバースピード 

PGO（点滅） 
PG カイロイジョウ 

DEV（点滅） 
モータ ソクド ヘンサカダイ 

EF3（点滅） 
ガイブイジョウ（タンシ S3） 

EF4（点滅） 
ガイブイジョウ（タンシ S4） 

EF5（点滅） 
ガイブイジョウ（タンシ S5） 

EF6（点滅） 
ガイブイジョウ（タンシ S6） 

EF7（点滅） 
ガイブイジョウ（タンシ S7） 

EF8（点滅） 
ガイブイジョウ（タンシ S8） 

EF9（点滅） 
ガイブイジョウ（タンシ S9） 

EF10（点滅） 
ガイブイジョウ（タンシ S10） 

EF11（点滅） 
ガイブイジョウ（タンシ S11） 

EF12（点滅） 
ガイブイジョウ（タンシ S12） 

FbL（点滅） 
フィードバックソウシツ 

CE 
デンソウ エラー 

BUS 
オプションデンソウエラー 

CALL 
ツウシンタイキチュウ 

HCA（点滅） 
デンリュウケイコクアラーム 

LT-F（点滅） 
Fanメンテナンス 

LT-C（点滅） 
コンデンサメンテナンス 

インバータ放熱フィンの温度が，L8-02 の設定値を超えた。（L8-03＝3：工場出荷時設定値の時） 
（注）制御回路端子 ＋V，－V，AC の短絡・誤配線がないか，確認してください。 

PID フィードバック指令喪失検出が有り（b5-12＝2）で，PID フィードバック入力が PID フィード 
バック喪失検出レベル（b5-13）未満の状態が PID フィードバック喪失検出時間（b5-14）続いた。 
 

   #：バージョン PRG：1039以降のソフトで使用可能です。 
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エラー表示内容 

 

 

定数の設定範囲の不良（OPE02） 

多機能入力選択不良（OPE03） 
 

 

 

制御モード選択不良（OPE06） 
 

 

 

定数選択不良 （OPE08） 

PID制御選択不良 （OPE09） 
 

V/fデータ設定不良（OPE10） 

定数設定不良 （OPE11） 

EEPROM書き込み不良（ERR） 

インバータ容量の設定が，本体と合っていない。（当社までご連絡ください。）  

設定範囲外の値が設定されている。 

 

 

 

 

 

 

アナログ入力選択と PID の機能選択に同じ機能が設定されている。  

制御モードで使用しない選択を設定した。 

 

 

E1-04，06，07，09の設定が，条件を満足していない。 

設定不良が発生した。 

EEPROM 書き込み時の照合不一致。 

エラー表示 説　　　　　　　明 

多機能入力（H1-01～05）の設定で，二つ以上の多機能入力に同じ値が設定されている。 
あるいは UP 指令と DOWN 指令が同時に設定されていないなど。 

b1-01（周波数指令の選択）に“ 3 ”（オプションカード）が設定されていて，オプションカード 
（ C オプション）が接続されていない。 

A1-02（制御モード選択）に“ 1 ”（ PG 付き V/f 制御モード）が設定されていて，PG 速度制御 
カードが接続されていない。 

PID スリープ機能有効（b5-01≠0 かつ b5-15≠0）かつ停止方法選択が減速停止，フリーラン停止 
以外（ b1-03 > 1 ）に設定されている。 

インバータ容量設定異常 
 （OPE01） 

多機能アナログ入力選択不良 
 （OPE07） 

オプション指令選択不良 
 （OPE05） 

OPE01 
データセッテイ イジョウ 1

OPE02 
データセッテイ イジョウ 2

OPE03 
データセッテイ イジョウ 3

OPE05 
データセッテイ イジョウ 5

OPE06 
データセッテイ イジョウ 6

OPE07 
データセッテイ イジョウ 7

OPE08 
データセッテイ イジョウ 8

OPE09 
データセッテイ イジョウ 9

OPE10 
データセッテイ イジョウ 10

OPE11 
データセッテイ イジョウ 11

ERR 
メモリー カキコミ イジョウ 
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Varispeed G7

U/T1

V/T2

W/T3

IM

接地 

P

P4～ 20 mA

0～ ＋10 V

パルス列入力 
RP

＋V

A1

A2
AC

0 V

主速指令パルス列 
  0～32 kHz（3 kΩ） 
  Hiレベル：3.5～13.2 V入力 

周波数設定用電源 
  ＋15 V 20 mA

主速指令 
  0～10 V （20 kΩ） 

主速指令 
  4～20 mA （250 Ω） 
 ［0～10 V （20 kΩ）入力対応可］ 

周波数設定用 
調整抵抗器 

周波数 
設定器 

2 kΩ 

外   部 
周波数 
指   令 

2kΩ 
2
1

3

三相電源 

T/L3

S/L2

R/L1

配線用遮断器 

T

S

R

E(G) シールド被覆線 
接続用端子 

F B2B1G1 G2

＋24 V  8 mA

多段速指 令１ 

非常停止（a接点） 

正転運転／停止 

逆転運転／停止 

外部異常 

異 常リ セット 
S5

S12

SC

S1

S2

S3

S4

CN5 (NPN設定)

多機能入力 

出荷時の 
標準設定 

モータ 

＋24 V

Varispeed G7

U/T1

V/T2

W/T3

IM

接地 

P

P

パルス列入力 
RP

＋V

A1

A2
AC

0 V

周波数設定用 
調整抵抗器 

周波数 
設定器 外   部 

周波数 
指   令 2

1

3

三相電源 

T/L3

S/L2

R/L1

配線用遮断器 

T

S

R

E(G)

接続用端子 

＋24 V 8 mA

多段速指 令１ 

非常停止（a接点） 

正転運転／停止 

逆転運転／停止 

外部異常 

異 常リ セット 
S5

S12

SC

S1

S2

S3

S4

CN5 (EXT設定)

多機能入力 

出荷時の 
標準設定 

モータ 

外部 
＋24 V

＋24 V 8 mA

S12

SC
外部 
＋24 V

CN5 (EXT設定)

＋24 V

＋24 V

F B2B1G1 G2

シールド被覆線 

主速指令パルス列 
  0～32 kHz（3 kΩ） 
  Hiレベル：3.5～13.2 V入力 

周波数設定用電源 
  ＋15 V 20 mA

主速指令 
  0～10 V （20 kΩ） 

主速指令 
  4～20 mA （250 Ω） 
 ［0～10 V （20 kΩ）入力対応可］ 

4～ 20 mA

0～ ＋10 V

2 kΩ 

2kΩ 

Varispeed G7

U/T1

V/T2

W/T3

IM

接地 

P

P4～ 20 mA

0～ ＋10 V

パルス列入力 
RP

＋V

A1

A2
AC

0 V

主速指令パルス列 
  0～32 kHz（3 kΩ） 
  Hiレベル：3.5～13.2 V入力 

周波数設定用電源 
  ＋15 V 20 mA

主速指令 
  0～10 V （20 kΩ） 

主速指令 
  4～20 mA （250 Ω） 
 ［0～10 V （20 kΩ）入力対応可］ 

周波数設定用 
調整抵抗器 

周波数 
設定器 

2 kΩ 

外   部 
周波数 
指   令 

2kΩ 
2
1

3

三相電源 

T/L3

S/L2

R/L1

配線用遮断器 

T

S

R

E(G) シールド被覆線 
接続用端子 

F B2B1G1 G2

＋24 V  8 mA

多段速指 令１ 

非常停止（a接点） 

正転運転／停止 

逆転運転／停止 

外部異常 

異 常リ セット 
S5

S12

SC

S1

S2

S3

S4

CN5 (PNP設定)

多機能入力 

出荷時の 
標準設定 

モータ 

＋24 V

FM

AM

多機能アナログ出力  1
AC

E(G)

－10～＋10 V  2 mA

AM

FM

＋ 

＋ － 

－ 

出荷時の標準設定は 
“出力周波数” 0～＋10 V

出荷時の標準設定は 
“出力電流”  0～＋10 V

－10～＋10 V  2 mA
多機能アナログ出力  2

周波数計目 盛り調整抵抗器 
 20 kΩ 

電流計目 盛り調整抵抗器 
 20 kΩ 

Varispeed G7

U/T1

V/T2

W/T3

IM

接地 

T/L3

S/L2

R/L1三相電源 

配線用遮断器 

T

S

R モータ 

MA

MB

MC

異常接点出力 
AC250 V  1 A以下 
DC 30 V  1 A以下 

P2

PC

オープンコレクタ 1

オープンコレクタ 2

多機能オープン 
コレクタ出力 
DC48 V 50 mA以下 

P1

（出荷時の標準設定は“周波数一致”） 

オープンコレクタ 3
（出荷時の標準設定は 

 “運転準備完了”） 

オープンコレクタ 4
（出荷時の標準設定は 

 “周波数（FOUT）検出 2”） 

（出荷時の標準設定は“零速”） 

M1

M2

多機能接点出力 
AC250 V  1 A以下 
DC 30 V  1 A以下 
（出荷時の標準設定は“運転中”） 

シーケンサ外部電源 

サージ 
アブソーバ 

AC250 V  max

DC30 V  max

フライホイール 
ダイオ ード 

DC48 V  max

フライホイール 
ダイオード 

DC48 V  max

フライホイール 
ダイオード 

シーケンサ 

E(G)

P4

C4

C3

DC48 V  max

フライホイール 
ダイオード 

DC48 V  max

フライホイール 
ダイオ ード 

P3

F B2B1G1 G2
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= =

G G F
R/L1

S/L2

T/L3

U/T1

V/T2

W/T3

Varispeed G7

主回路電源用 
電磁接触器 
　　 MC G G F

R/L1

S/L2

T/L3

U/T1
V/T2
W/T3

Varispeed G7

R/L1

S/L2

T/L3

R1/L11

S1/L21

T1/L31

U/T1

V/T2

W/T3
Varispeed G7

G G F

R/L1
S/L2
T/L3

U/T1
V/T2
W/T3

Varispeed G7
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200 V級（主回路：2 レベル制御方式） 400 V級（主回路：3 レベル制御方式）

B1

R/L1

MC

CS/L2

T/L3

U/T1

V/T2

W/T3

制御回路 電源 

G1

F

G2

B2 B1

R/L1

MC

S/L2

T/L3

U/T1

V/T2

W/T3

制御回路 電源 

G1

F

G2

B2

G3

G1

F

R/L1

MC

C（注1）R1/L11

S1/L21

T1/L31

S/L2
T/L3

U/T1

V/T2

W/T3

制御回路 電源 

G3

G1

F

R/L1

MC

（注1）R1/L11

S1/L21

T1/L31

S/L2
T/L3

U/T1

V/T2

W/T3

制御回路 電源 

G3

G1

F

R/L1

r/r1
s/r2

（注1）R1/L11

S1/L21

T1/L31

S/L2

MC

C
T/L3

U/T1

V/T2

W/T3

制御回路 電源 

（注2） 

G3

G1

F

R/L1

MC

（注1）R1/L11

S1/L21

T1/L31

S/L2
T/L3

U/T1

V/T2

W/T3

制御回路 電源 

r/r1
400/200

s200/r2200
s400/r2400

（注3） 

CIMR-G7A20P4～2015 形 CIMR-G7A40P4～4015 形

CIMR-G7A2018，2022 形 CIMR-G7A4018～4045 形

CIMR-G7A2030～2110 形 CIMR-G7A4055～4300 形

l s l
l s l

l s l
l s l l s l
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零相リアクトル 

Varispeed G7

零相リアクトル 

電　源 

P.73

P.74

P.72

P.91

P.85
P.87

P.75

P.90

P.91

P.79

P.90

P.78

P.77

P.80

P.89，P.92

P.90

漏電ブレーカ 
または 
配線用遮断器 

電磁接触器 
（MC） 

力率改善 
交流リアクトル 

入力側 
ノイズフィルタ 

制動抵抗器 

力率改善 
直流リアクトル 

接　地 

接　地 

出力側 
ノイズフィルタ 

モータ 

インバータの 
配線を保護する 

目　　的 名　　称 
形式 

（コード番号） 詳　細　説　明 

漏電ブレーカ 

配線用遮断器 

電磁接触器 

NVシリーズ 

SCシリーズ 

DCR2 - =

DGP=

UZDA-= 
UZBA-=

（三相）LNFD-= 
　　FN=

LF-=

ERF-150WJ==

LKEB-=

CDBR-=

JVOP-95・=

JVOP-96・=

JGSM-=

P0010形（200 V級） 
P0020形（400 V級） 
DCF-6A

SCF-12NH

CM-3S

サージアブソーバ 

アイソレータ 

直流リアクトル 
交流リアクトル 

入力側ノイズフィルタ 

出力側ノイズフィルタ 

制動抵抗器 

制動抵抗器ユニット 

制動ユニット 

VS オペレータ 
（小形プラスチック製） 

VS オペレータ 
（標準形鋼板製） 

VS システム 
モジュール 

瞬時停電補償 
ユニット 
周波数計，電流計 

出力電圧計 

周波数設定器用つまみ 

制動抵抗器付きの場合 
の焼損を防止する 

開閉サージを 
外部に出さない 

入出力信号を 
絶縁する 

インバータの入力 
力率を改善する 

ノイズによる 
ラジオや制御器への 
悪影響を低減する 

機械を設定時間で 
止める 

部品故障時に 
保護する 

インバータを 
外部から運転する 

インバータを 
システム制御する 

インバータの瞬時停電 
補償時間を確保する 

周波数，電流，電圧を 
モニタする 

周波数指令入力や 
周波数計，電流計の 
目盛りを調整する 

短絡事故時の電源系統の保護や配線の過負荷保護，
および感電事故防止や漏電火災の誘引となる地絡保護
のため，必ず，電源側に設置してください。 
（注）上位電源系統で漏電ブレーカを使用している場合，
　　漏電ブレーカの代わりに配線用遮断器が使用できます。 
推奨品以外をご使用になる場合は，高周波対策(インバータ装
置に使用可能)の施された漏電ブレーカで，インバータ1台
につき定格感度電流30 mA以上のものをご使用ください。 

制動抵抗器付きの場合は，制動抵抗器の焼損を防止
するために設置してください。設置する場合，コイ
ルには必ずサージアブソーバを付けてください。 
電磁接触器や制御用リレーの開閉サージを吸収します。
インバータ周辺の電磁接触器やリレーには必ず取り
付けてください。 
インバータの入出力信号を絶縁するもので，誘導
ノイズ対策に効果的です。 
インバータの入力力率改善に適用します。Varispeed 
G7 は，18.5 kW以上の機種に直流リアクトルを内蔵
しています（15 kW以下オプション）。また，大電源
容量（600 kVA以上）で使用する場合は，直流リア
クトルまたは交流リアクトルを設置してください。 

インバータ入力電源系統に回り込んだり，配線から出るノイズ
を低減します。なるべくインバータに近づけて挿入してください。 

インバータ出力側配線から出るノイズを低減します。
なるべくインバータに近づけて挿入してください。 
万一の部品故障時の保護用として，インバータの入
力側にヒューズの接続を推奨します。 
(注)UL対応品についてはお問い合わせください。 

F6045GB 
（FIL001098） 
F11080GB 
（FIL001097） 
F200160PB 

（300-001-041） 

CR2LSシリーズ 
CR6Lシリーズ 
CM，CMSシリーズ 
 

ラジオノイズ低減用 
ファインメット 
零相リアクトル 

インバータ入力電源系統に回り込んだり，配線から
出るノイズを低減します。なるべくインバータに近
づけて挿入してください。インバータの入力側及び
出力側のどちらにも適用できます。 

モータの回生エネルギーを抵抗器で消費させ減速時
間を短縮させます（使用率  3 ％ED）。 
モータの回生エネルギーを抵抗器で消費させ減速時
間を短縮させます（使用率10 ％ED）。 
モータの減速時間を短縮したい場合に制動抵抗器ユ
ニットとの組合せで使用します。 

遠方（最大 50 m）からアナログ指令で周波数設定及
び運転／停止操作ができる操作盤です。周波数計目
盛り仕様：60／120 Hz，90／180 Hz

PS-U2 
PS-U4

制御回路別 
電源ユニット 

インバータの 
主回路電源と 
制御回路電源を別の 
電源から供給する 

インバータの主回路電源と制御回路電源を分離して
入力します。 
(注)インバータは制御回路別電源ユニット対応専用
インバータとなります。詳細はご照会ください。 

遠方（最大 50 m）からアナログ指令で周波数設定及
び運転／停止操作ができる操作盤です。周波数計目
盛り仕様：75 Hz，150 Hz，220 Hz
自動制御システムに応じて，必要な VS システムモ
ジュールを組合わせることにより，最適なシステム
構成ができるシステム制御器です。 
制御電源瞬時停電対策用 
（電源保持 2 秒間） 

周波数，電流を測定する計器です。 

外部で出力電圧を測定するための機器です。PWM 
インバータ専用の電圧計です。 

周波数指令や計器の調整をする。 

-

（ETX3270） 

（ETX3120） 

RV30YN20S 2 kΩ 
（RH000739） 
RV30YN20S 20 kΩ 
（RH000850） 

周波数指令調整用 
可変抵抗基板（2kΩ） 
目盛り調整用可変 
抵抗基板（20kΩ） 

周波数計目盛り調整 
抵抗器（20kΩ） 

周波数設定器（2kΩ） 

制御回路端子に取り付けて，周波数指令や計器の調
整をする。 

推奨品 

NFシリーズ 
推奨品 短絡事故時の電源系統の保護や配線の過負荷保護の

ため，電源側に設置してください。 

ヒューズ／ 
ヒューズホルダ 
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種類 

内
蔵
形
（
コ
ネ
ク
タ
に
接
続
） 

通
信
オ
プ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド 

速
度
（
周
波
数
）
指
令 

　
　
　
　
　
オ
プ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド 

モ
ニ
タ
オ
プ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド 

P
G 

速
度
制
御
カ
ー
ド 

名　　　　称 

TO- 
C736-30.21

TOBP 
C73060026

TO- 
C736-30.24

TO- 
C736-40.8

TO- 
C736-40.1

TOBP 
C73060009

AO-08

AO-12

DO-08

DO-02C

PG-A2

PG-B2

アナログモニタカード 
AO-08

アナログモニタカード 
AO-12

ディジタル出力カード 
DO-08

2C 接点出力カード 
DO-02C

PG-A2

PG-B2

手配形式 機　　　　　　　　能 資料番号 

DI-08 TOBP 
C73060030

8 ビットのディジタル速度指令設定を可能にします。 
・入力信号：バイナリ 8 ビット　BCD 2 桁＋SIGN 信号＋SET 信号 
・入力電圧：＋24 V（絶縁）・入力電流：8 mA

インバータの出力状態（出力周波数，出力電流など）をモニタするた
めのアナログ信号を絶対値変換後出力します。 
・出力分解能：8 ビット（1／256） 
・出力電圧　：0 ～＋10 V（非絶縁）・出力チャネル：2 チャネル 

TO- 
C736-30.13AI-14Uアナログ指令カード 

AI-14U

高精度，高分解能アナログ速度指令設定を可能にします。 
・入力信号レベル：DC 0～＋10 V（20 kΩ）1 チャネル 
 
・入力分解能　　：14 ビット（1／16384） 

TOBP- 
C73060015AI-14B

アナログ指令カード 
AI-14B

ディジタル指令カード 
DI-08

高精度，高分解能アナログ速度指令設定を可能にします。 
・入力信号レベル：DC 0～＋10 V（20 kΩ）1 チャネル 
 
・入力分解能　　：13 ビット＋符号（1／8192） 

TOBP 
C73060031DI-16H2

ディジタル指令カード 
DI-16H2

16 ビットのディジタル速度指令を可能にします。 
・入力信号：バイナリ 16 ビット　BCD 4 桁＋SIGN 信号＋SET 信号 
・入力電圧：＋24 V（絶縁）・入力電流：8 mA

インバータの出力状態（出力周波数，出力電流など）をモニタするた
めのアナログ信号を出力します。 
・出力分解能：11 ビット（1／2048）＋符号 
・出力電圧　：－10～＋10 V（非絶縁）・出力チャネル：2 チャネル 
インバータの運転状態（アラーム信号，零速検出中など）をモニタす
るための絶縁形のディジタル信号を出力します。 
・出力形態：ホトカプラ出力 6 チャネル（48 V，50 mA 以下） 

PG 付き電流ベクトル制御で使用します。（PG 付き V/f 制御でも使用できます。） 
・コンプリメンタリ出力 PG 対応形 
・A，B 相パルス（ 2 相パルス）入力 
・最高入力周波数：32767 Hz 
・パルスモニタ出力：オープンコレクタ出力（＋24 V，30 mA Max.） 
・PG 用電源出力　＋12 V，最大電流 200 mA

・多機能接点出力（2C 接点）を本体とは別に 2 点とり出すことができ
ます。 

PG 付き V/f 制御用です。モータに取付けられたパルスゼネレータ 
（PG）によって，速度フィールドバックを行い，スリップによる速度
変動の補正を可能にします。 
・ コンプリメンタリ，オープンコレクタ出力 PG 対応形 
・ A 相パルス（シングルパルス）入力 
・最高入力周波数　：32767 Hz 
・パルスモニタ出力：＋12 V，20 mA 
・PG 用電源出力　＋12 V，最大電流 200 mA

（注2） 

SI-T
MECHATROLINK-Ⅱ通信 
インタフェースカード 

SI-T

上位コントローラと MECHATROLINK-Ⅱ通信を介してインバータの
運転/停止，パラメータの設定／参照や各種モニタ（出力周波数，出力
電流など）を行うときに使用します。 

SIBP 
C73060008
TOBP 
C73060008

― 
CANopen 通信 

インタフェースカード 
SI-S1

SI-S1
上位コントローラと CANopen 通信を介してインバータの運転/停止，
パラメータの設定／参照や各種モニタ（出力周波数，出力電流など）
を行うときに使用します。 

SI-C
CC-Link 通信 

インタフェースカード 
SI-C

上位コントローラと CC-Link 通信を介してインバータの運転/停止，
パラメータの設定／参照や各種モニタ（出力周波数，出力電流など）
を行うときに使用します。 

TOB- 
C736-70.6
SIBP 
C73060014

SIBP 
C73060006SI-W1

DDC 機能付き LONWORKS 通信 
インタフェースカード 
　　SI-W1（注1） 

DDC 機能を利用し，LONWORKS 通信を介して空調制御，インバー
タの運転/停止，パラメータの設定／参照や各種モニタ（出力電流，
積算電力など）を行うときに使用します。 

SIBP 
C73060007SI-J

LONWORKS 通信 
インタフェースカード 

　SI-J（注1） 

上位コントローラと LONWORKS 通信を介して空調制御，インバータ
の運転/停止，パラメータの設定／参照や各種モニタ（出力電流，積
算電力など）を行うときに使用します。 

SI-P1
Profibus-DP 通信 
インタフェースカード 
　　SI-P1（注1） 

 

SIBZ- 
C736-70.9
TOBP 
C73060011

上位コントローラと Profibus-DP 通信を介してインバータの運転/停止，
パラメータの設定／参照や各種モニタ（出力周波数，出力電流など）
を行うときに使用します。 

DeviceNet 通信 
インタフェースカード 
　　SI-N1（注1） 

SI-N1
上位コントローラと DeviceNet 通信を介してインバータの運転/停止，
パラメータの設定／参照や各種モニタ（出力周波数，出力電流など）
を行うときに使用します。 

SIBP 
C73060001

RoHS適合 

RoHS適合 

RoHS適合 

RoHS適合 

RoHS適合 

DC 4～20 mA（250 Ω）1 チャネル 

DC 4～20 mA（500 Ω）3 チャネル 

16 ビット・12 ビット切り替え機能付き 

リレー接点出力 2 チャネル（AC 250 V  1 A 以下，DC 30 V  1 A 以下） 



69

（注）1  各種通信カードをコンフィグレータなどに接続して動作させる場合に必要な通信用ファイルは，当社の製品・技術情報サイト 
(http://www.e-mechatronics.com)においてエンジニアリングツール内「フィールドネットワーク対応用ファイル」からダウン 
ロードが可能です。 

　　  2  PG 制御を行う場合は，必ず PG 速度制御カードが必要です。 

種類 

内
蔵
形
（
コ
ネ
ク
タ
に
接
続
） 

P
G 

速
度
制
御
カ
ー
ド 

名　　　　称 

TO- 
C736-40.3

TOBP 
C73060010

PG-D2

PG-X2

PG-D2

PG-X2

手配形式 機　　　　　　　　能 資料番号 

PG 付き V/f 制御用です。 
・RS-422 出力 PG 対応形 
・A 相パルス（差動パルス）入力 
・最高入力周波数：300 kHz 
・パルスモニタ出力：RS-422 出力 
・PG 用電源出力　＋5 Vまたは 12 V，最大電流 200 mA

PG 付き電流ベクトル制御で使用します。（PG 付き V/f 制御でも使用できます。） 
・RS-422 出力 PG 対応形 
・A，B，Z 相パルス（差動パルス）入力 
・最高入力周波数：300 kHz 
・パルスモニタ出力：RS-422 出力 
・PG 用電源出力　＋5 Vまたは 12 V，最大電流 200 mA

（注2） 

RoHS適合 

入　力　側（2 CN）

インバータ 

R/L1 U/T1
V/T2
W/T3

S/L2
T/L3

モータ 

IM

Varispeed G7

2CN2CN

アナログ指令カード AI-14U
標準電圧・電流発生器など 

10 kΩ 

10 kΩ 

250Ω 

10 kΩ 

0 V
0 V

20 kΩ 

20 kΩ 

TC1
0-10 V

4-20 mA

0 V

TC2

P
TC3

2 μF

2 μF

MCCB

R/L1 U/T1
V/T2
W/T3

S/L2
T/L3

Varispeed G7

モータ 

IM

MCCB

12

2CN
2CN

ホトカプラ 
＋24 V 6.2 V

5.1 kΩ 

0 V

0 V

TC1

TC2

TC3
（E） 

： 8 mA
2.4 kΩ 

0.1μF

ディジタル指令カード DI-16H2

D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D8
D9
D10
D11
D12
D13
D14
D15
SIGN
SET

トランジスタ（オープンコレクタ） 
またはスイッチ 

（注）1　TC1-1～10，TC2-1～9 の入力回路はすべて同じ回路です。 
　　　2　TC1-6 の入力回路を代表で示しています。 

インバータ 

R/L1 U/T1
V/T2
W/T3

S/L2
T/L3

モータ 

IM

Varispeed G7

MCCB

2CN
2CN

アナログ指令カード AI-14B

20 kΩ 10 kΩ 

600 Ω 

600 Ω 

600 Ω 

20 kΩ 10 kΩ 

20 kΩ 10 kΩ 

20 kΩ 1 μF

20 kΩ 1 μF

20 kΩ 1 μF

×1.0

×0.1

×0.1

TC1

TC2

TC3

TC4

0-±10 V 
（4-20 mA） 

0-±10 V 
（4-20 mA） 

0-±10 V 
（4-20 mA） 

0 V

標準電圧・電流発生器など 

アナログ指令カード

AI-14U

アナログ指令カード

AI-14B

ディジタル指令カード

DI-16H2

ディジタル指令カード

DI-08

インバータ 
モータ 

IM

Varispeed G7

2CN2CN

MCCB

ホトカプラ 
＋24 V

0 V

0 V

6.2 V

5.1 kΩ 

2.4 kΩ 
： 8 mA

0.1μF

TC1
TC2
TC3
TC4
TC5
TC6
TC7
TC8
TC9
TC10

D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
SIGN
SET

TC11

ディジタル指令カード DI-08

トランジスタ 
オープンコレクタ 
またはスイッチ 

（注）1　TC1～TC10 の入力回路はすべて同じ回路です。 
　　　2　TC6 の入力回路を代表で示しています。 

R/L1 U/T1

V/T2

W/T3

S/L2

T/L3
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入　力　側（2 CN）

MCCB インバータ 
モータ 

IM

2CN2CN

CC-Link 通信インタフェースカード SIーC

DA

FG

SLD
SLD

DG
DB
DA

DB
DC
SLD

Varispeed G7

R/L1 U/T1
V/T2
W/T3

S/L2
T/L3

＋5 V

MCCB インバータ 
モータ 

IM

E（G） 

2CN 2CN

E

Profibus-DP 通信インタフェースカード SIーP1

RxD/TxD-N
5

4
3

RxD/TxD-P
Shield

390Ω 

220Ω 

390Ω 

Varispeed G7

R/L1 U/T1
V/T2
W/T3

S/L2
T/L3

MECHATROLINK- 通信インタフェースカード

SI-T

Varispeed G7

Vー 
V＋ 

CAN_L
CAN_H
Shield

P

P
赤 
白 

青 
黒 

CAN
トランシーバ 

＋5 V ＋5 V ＋5 V

＋5 V

MCCB インバータ 
モータ 

IM

E（G） 

2CN2CN
VCC

E

DeviceNet 通信インタフェースカード SI-N1

R/L1 U/T1
V/T2
W/T3

S/L2
T/L3

DeviceNet 通信インタフェースカード

SI-N1

Profibus-DP 通信インタフェースカード

SI-P1

CC-Link 通信インタフェースカード

SI-C

CANopen 通信インタフェースカード

SI-S1

LONWORKS 通信インタフェースカード

SI-J SI-W1 (DDC 機能付き)

MCCB インバータ 
モータ 

IM

2CN2CN

LONWORKS 通信インタフェースカード SI-J / SI-W1

DA

B
SLD
A

DB

DC
SLD

Varispeed G7

FTT-10A

R/L1 U/T1
V/T2
W/T3

S/L2
T/L3

MCCB インバータ 
モータ 

IM

E

DATA – 3
4

2
1

3
4

2
1

DATA +

Varispeed G7

SLD

DS485
D/R

MECHATROLINK-Ⅱ 通信インタフェースカード SI-T

R/L1 U/T1
V/T2
W/T3

S/L2
T/L3

Varispeed G7

CAN_GND
CAN_L
CAN_H

Shield

CAN
ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ 

+ 5 V + 5 V + 5 V

MCCB Inverter
Motor

IM

E(G)

2CN2CN
VCC

E

CANopen 通信インタフェースカード SI-S1

4
3
2
1

R/L1 U/T1
V/T2
W/T3

S/L2
T/L3
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出　力　側（3 CN）

E（G） 

Varispeed G7

MCCB

R/L1 U/T1

V/T2
W/T3

S/L2
T/L3

Varispeed G7

MCCB

R/L1 U/T1

V/T2
W/T3

S/L2
T/L3

（注）1  ダイオードの極性に 
　　　  注意してください。 
　　　2  サージ吸収回路は， 
　　　  必ずつけてください。 

Varispeed G7

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3

Varispeed G7

R/L1 U/T1

V/T2

W/T3

S/L2

T/L3

ディジタル出力カード

DO-08

ディジタル出力カード

DO-02C

アナログモニタカード

AO-12

アナログモニタカード

AO-08
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出　力　側（4 CN）

Varispeed G7

R/L1 

S/L2 

T/L3

U/T1 

V/T2 

W/T3

Varispeed G7

R/L1 
S/L2 

T/L3

U/T1 
V/T2 

W/T3

Varispeed G7

R/L1 

S/L2 

T/L3

U/T1 

V/T2 

W/T3

Varispeed G7

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3

PG 速度制御カード

PG-X2

PG 速度制御カード

PG-D2

PG 速度制御カード

PG-B2

PG 速度制御カード

PG-A2

周辺機器 

380～480 V

200 V 
 

240 V

リレー以外の大容量コイル DCR2-50A22E

DCR2-10A25C

RFN3AL504KD

C002417

C002482

C002630

AC220 V  0.5μF＋200 Ω 

AC250 V  0.1μF＋100 Ω 

DC1000 V  0.5μF＋220 Ω 

制御用 
リレー 

ＭＹ２，  ＭＹ３ 
〔オムロン㈱製〕 
ＭＭ２，  ＭＭ４ 
〔オムロン㈱製〕 
ＨＨ２２，  ＨＨ２３ 
〔富士電機機器制御㈱製富士電機機器制御㈱製〕 

サージアブソーバ 
形　式 仕　様 コード番号 

〜 

200 V 
 

230 V
〜 

リード250

リード910

取付穴詳細図 単位:mm
2-3 タップ 

2-φ4 
取付穴 

φ0.8
φ4.8

φ1830

24
16

36

6

7

22.5

30 16

34

68

76

2
6

3
3

DCR2-50A22E 形 DCR2-10A25C 形 RFN3AL504KD 形 
質量：22 g 質量：5 g 質量：150 g
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400 V級 

200 V級 

＊1：  ACリアクトルまたはDCリアクトルの設置を示します。 
＊2：  Icu：定格限界短絡遮断容量，Ics：定格使用短絡遮断容量 
（注）200 V級18.5～110 kWは，標準で力率改善用直流リアクトルを内蔵しています。 

 
モータ
容量 
kW 
 
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110

NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV63-SV 
NV63-SV 
NV125-SV 
NV125-SV 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

 
形式 

リアクトル＊1なし 
漏電ブレーカ 

リアクトル＊1あり 

5 
10 
15 
20 
30 
50 
60 
75 
125 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

定格 
電流 
A

10/10 
10/10 
10/10 
10/10 
10/10 
15/15 
15/15 
50/50 
50/50 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

定格遮断容量 

kA 
Icu/Ics＊2

NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV63-SV 
NV63-SV 
NV125-SV 
NV125-SV 
NV250-SV 
NV250-SV 
NV250-SV 
NV250-SV 
NV400-SW 
NV400-SW 
NV400-SW 
NV630-SW 
NV630-SW

 
形式 

5 
10 
10 
15 
20 
40 
50 
75 
100 
125 
150 
175 
225 
250 
300 
400 
500 
600

定格 
電流 
A

10/10 
10/10 
10/10 
10/10 
10/10 
15/15 
15/15 
50/50 
50/50 
85/85 
85/85 
85/85 
85/85 
42/42 
42/42 
42/42 
42/42 
42/42

定格遮断容量 

kA 
Icu/Ics＊2

NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF63-SV 
NF125-SV 
NF125-SV 
NF250-SV 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

 
形式 

リアクトル＊1なし 
配線用遮断器 

リアクトル＊1あり 

5 
10 
15 
20 
30 
50 
60 
75 
125 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

定格 
電流 
A

7.5/7.5 
7.5/7.5 
7.5/7.5 
7.5/7.5 
7.5/7.5 
15/15 
50/50 
50/50 
85/85 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

定格遮断容量 

kA 
Icu/Ics＊2

NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF63-SV 
NF63-SV 
NF125-SV 
NF125-SV 
NF250-SV 
NF250-SV 
NF250-SV 
NF250-SV 
NF400-CW 
NF400-CW 
NF400-CW 
NF630-CW 
NF630-CW

 
形式 

5 
10 
10 
15 
20 
40 
50 
75 
100 
125 
150 
175 
225 
250 
300 
400 
500 
600

定格 
電流 
A

7.5/7.5 
7.5/7.5 
7.5/7.5 
7.5/7.5 
7.5/7.5 
15/15 
15/15 
50/50 
50/50 
85/85 
85/85 
85/85 
85/85 
50/25 
50/25 
50/25 
50/25 
50/25

定格遮断容量 

kA 
Icu/Ics＊2

＊1：  ACリアクトルまたはDCリアクトルの設置を示します。 
＊2：  Icu：定格限界短絡遮断容量，Ics：定格使用短絡遮断容量 
（注）400 V級18.5～300 kWは，標準で力率改善用直流リアクトルを内蔵しています。 

 
モータ
容量 
kW 
 
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110 
132 
160 
185 
220 
300

NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV63-SV 
NV125-SV 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

 
形式 

リアクトル＊1なし 
漏電ブレーカ 

リアクトル＊1あり 

3 
5 
10 
15 
20 
30 
30 
50 
60 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

定格 
電流 
A

5/5 
5/5 
5/5 
5/5 
5/5 
5/5 
5/5 
7.5/7.5 
25/25 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

定格遮断容量 

kA 
Icu/Ics＊2

NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV32-SV 
NV63-SV 
NV63-SV 
NV125-SV 
NV125-SV 
NV125-SV 
NV250-SV 
NV250-SV 
NV250-SV 
NV250-SV 
NV400-SW 
NV400-SW 
NV400-SW 
NV400-SW 
NV630-SW 
NV630-SW 
NV800-SEW

 
形式 

3 
5 
10 
10 
15 
20 
30 
40 
50 
60 
75 
100 
125 
150 
175 
225 
250 
300 
350 
400 
500 
630 
800

定格 
電流 
A

5/5 
5/5 
5/5 
5/5 
5/5 
5/5 
5/5 
7.5/7.5 
7.5/7.5 
25/25 
25/25 
25/25 
36/36 
36/36 
36/36 
36/36 
42/42 
42/42 
42/42 
42/42 
42/42 
42/42 
42/42

定格遮断容量 

kA 
Icu/Ics＊2

NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF63-SV 
NF125-SV 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

 
形式 

リアクトル＊1なし 
配線用遮断器 

リアクトル＊1あり 

3 
5 
10 
15 
20 
30 
30 
50 
60 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

定格 
電流 
A

2.5/2.5 
2.5/2.5 
2.5/2.5 
2.5/2.5 
2.5/2.5 
2.5/2.5 
2.5/2.5 
7.5/7.5 
18/18 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

定格遮断容量 

kA 
Icu/Ics＊2

NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF32-SV 
NF63-SV 
NF63-SV 
NF125-SV 
NF125-SV 
NF125-SV 
NF250-SV 
NF250-SV 
NF250-SV 
NF250-SV 
NF400-CW 
NF400-CW 
NF400-CW 
NF400-CW 
NF630-CW 
NF630-CW 
NF800-CEW

 
形式 

3 
5 
10 
10 
15 
20 
30 
40 
50 
60 
75 
100 
125 
150 
175 
225 
250 
300 
350 
400 
500 
630 
800

定格 
電流 
A

2.5/2.5 
2.5/2.5 
2.5/2.5 
2.5/2.5 
2.5/2.5 
2.5/2.5 
2.5/2.5 
7.5/7.5 
7.5/7.5 
25/25 
25/25 
25/25 
36/36 
36/36 
36/36 
36/36 
25/13 
25/13 
25/13 
25/13 
36/18 
36/18 
36/18

定格遮断容量 

kA 
Icu/Ics＊2

漏電ブレーカ
三菱電機㈱製

配線用遮断器
三菱電機㈱製
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電磁接触器
富士電機機器制御㈱製

200 V級 

＊：ACリアクトルまたはDCリアクトルの設置を示します。 
（注）200 V級18.5～110 kWは，標準で力率改善用直流リアクトルを内蔵 
         しています。 

モータ容量 
kW
 
 
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110

SC-03 
SC-05 
SC-4-0 
SC-N1 
SC-N2 
SC-N2S 
SC-N3 
SC-N4 
SC-N5 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

形式 
リアクトル＊なし 

電磁接触器 
リアクトル＊あり 

SC-03 
SC-03 
SC-05 
SC-4-0 
SC-N1 
SC-N2 
SC-N2S 
SC-N4 
SC-N4 
SC-N5 
SC-N6 
SC-N7 
SC-N8 
SC-N10 
SC-N11 
SC-N12 
SC-N12 
SC-N14

形式 
11 
11 
13 
18 
26 
35 
50 
80 
80 
93 
125 
152 
180 
220 
300 
400 
400 
600

定格電流  A
11 
13 
18 
26 
35 
50 
65 
80 
93 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

定格電流  A

400 V級 

＊：ACリアクトルまたはDCリアクトルの設置を示します。 
（注）400 V級18.5～300 kWは，標準で力率改善用直流リアクトルを内蔵 
         しています。 

モータ容量 
kW
 
 
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110 
132 
160 
185 
220 
300

SC-03 
SC-03 
SC-05 
SC-4-0 
SC-4-1 
SC-N2 
SC-N2S 
SC-N2S 
SC-N3 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

形式 
リアクトル＊なし 

電磁接触器 
リアクトル＊あり 

SC-03 
SC-03 
SC-05 
SC-4-0 
SC-4-1 
SC-N1 
SC-N2 
SC-N2S 
SC-N2S 
SC-N3 
SC-N4 
SC-N4 
SC-N5 
SC-N6 
SC-N7 
SC-N8 
SC-N10 
SC-N11 
SC-N11 
SC-N12 
SC-N12 
SC-N14 
SC-N16

形式 
7 
7 
9 
13 
17 
25 
32 
48 
48 
65 
80 
80 
90 
110 
150 
180 
220 
300 
300 
400 
400 
600 
800

定格電流  A
7 
7 
9 
13 
17 
32 
48 
48 
65 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

定格電流  A
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200 V級 
インバータ形式 
CIMR-G7A=

簡易形ノイズフィルタ（ケース無し） 
形　式 

20P4 
20P7 
21P5 
22P2 
23P7 
25P5 
27P5 
2011 
2015 
2018 
2022 
2030 
2037 
2045 
2055 
2075 
2090 
2110

0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110

最大適用 
モータ容量 
kW

定格電流 
A

LNFD-2103 DY 
LNFD-2103 DY 
LNFD-2103 DY 
LNFD-2153 DY 
LNFD-2303 DY 
LNFD-2203 DY 
LNFD-2303 DY 
LNFD-2303 DY 
LNFD-2303 DY 
LNFD-2303 DY 
LNFD-2303 DY 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

コード番号 個数 
FIL000132 
FIL000132 
FIL000132 
FIL000133 
FIL000135 
FIL000134 
FIL000135 
FIL000135 
FIL000135 
FIL000135 
FIL000135 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
3 
3 
4 
4 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

10 
10 
10 
15 
30 
40 
60 
90 
90 
120 
120 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

簡易形ノイズフィルタ（ケース付き） 
形　式 定格電流 

A

LNFD-2103 HY 
LNFD-2103 HY 
LNFD-2103 HY 
LNFD-2153 HY 
LNFD-2303 HY 
LNFD-2203 HY 
LNFD-2303 HY 
LNFD-2303 HY 
LNFD-2303 HY 
LNFD-2303 HY 
LNFD-2303 HY 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

コード番号 個数 
FIL000140 
FIL000140 
FIL000140 
FIL000141 
FIL000143 
FIL000142 
FIL000143 
FIL000143 
FIL000143 
FIL000143 
FIL000143 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
3 
3 
4 
4 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

10 
10 
10 
15 
30 
40 
60 
90 
90 
120 
120 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

シャフナーEMC㈱製ノイズフィルタ 
形　式 定格電流 

A

― 
― 
― 
― 
― 

FN258L-42-07 
FN258L-55-07 
FN258L-75-34 
FN258L-100-35 
FN258L-130-35 
FN258L-130-35 
FN258L-180-07 
FN359P-250-99 
FN359P-250-99 
FN359P-300-99 
FN359P-400-99 
FN359P-500-99 
FN359P-600-99

コード番号 個数 
― 
― 
― 
― 
― 

FIL001065 
FIL001066 
FIL001067 
FIL001068 
FIL001069 
FIL001069 
FIL001070 
FIL001071 
FIL001071 
FIL001072 
FIL001073 
FIL001074 
FIL001075

― 
― 
― 
― 
― 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1

― 
― 
― 
― 
― 
42 
55 
75 
100 
130 
130 
180 
250 
250 
300 
400 
500 
600

（注）ノイズフィルタが 2 個以上の場合は，並列接続となります。（77 ページの並列接続方法を参照ください。） 
　　  また，シャフナーEMC㈱製ノイズフィルタは，全容量とも 1 個で対応可能ですので並列接続の必要はありません。 

400 V級 
インバータ形式 
CIMR-G7A=

簡易形ノイズフィルタ（ケース無し） 
形　式 

40P4 
40P7 
41P5 
42P2 
43P7 
45P5 
47P5 
4011 
4015 
4018 
4022 
4030 
4037 
4045 
4055 
4075 
4090 
4110 
4132 
4160 
4185 
4220 
4300

0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110 
132 
160 
185 
220 
300

最大適用 
モータ容量 
kW

定格電流 
A

LNFD-4053 DY 
LNFD-4053 DY 
LNFD-4103 DY 
LNFD-4103 DY 
LNFD-4153 DY 
LNFD-4203 DY 
LNFD-4303 DY 
LNFD-4203 DY 
LNFD-4303 DY 
LNFD-4303 DY 
LNFD-4303 DY 
LNFD-4303 DY 
LNFD-4303 DY 
LNFD-4303 DY 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

コード番号 個数 
FIL000144 
FIL000144 
FIL000145 
FIL000145 
FIL000146 
FIL000147 
FIL000148 
FIL000147 
FIL000148 
FIL000148 
FIL000148 
FIL000148 
FIL000148 
FIL000148 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
2 
3 
3 
4 
4 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

5 
5 
10 
10 
15 
20 
30 
40 
60 
60 
90 
90 
120 
120 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

簡易形ノイズフィルタ（ケース付き） 
形　式 定格電流 

A

LNFD-4053 HY 
LNFD-4053 HY 
LNFD-4103 HY 
LNFD-4103 HY 
LNFD-4153 HY 
LNFD-4203 HY 
LNFD-4303 HY 
LNFD-4203 HY 
LNFD-4303 HY 
LNFD-4303 HY 
LNFD-4303 HY 
LNFD-4303 HY 
LNFD-4303 HY 
LNFD-4303 HY 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

コード番号 個数 
FIL000149 
FIL000149 
FIL000150 
FIL000150 
FIL000151 
FIL000152 
FIL000153 
FIL000152 
FIL000153 
FIL000153 
FIL000153 
FIL000153 
FIL000153 
FIL000153 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
2 
3 
3 
4 
4 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

5 
5 
10 
10 
15 
20 
30 
40 
60 
60 
90 
90 
120 
120 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

シャフナーEMC㈱製ノイズフィルタ 
形　式 定格電流 

A

― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

FN258L-42-07 
FN258L-55-07 
FN258L-55-07 
FN258L-75-34 
FN258L-100-35 
FN258L-130-35 
FN258L-130-35 
FN258L-180-07 
FN359P-250-99 
FN359P-300-99 
FN359P-300-99 
FN359P-400-99 
FN359P-400-99 
FN359P-500-99 
FN359P-600-99 
FN359P-900-99

コード番号 個数 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

FIL001065 
FIL001066 
FIL001066 
FIL001067 
FIL001068 
FIL001069 
FIL001069 
FIL001070 
FIL001071 
FIL001072 
FIL001072 
FIL001073 
FIL001073 
FIL001074 
FIL001075 
FIL001076

― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1

― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
42 
55 
55 
75 
100 
130 
130 
180 
250 
300 
300 
400 
400 
500 
600 
900

（注）ノイズフィルタが 2 個以上の場合は，並列接続となります。（77 ページの並列接続方法を参照ください。） 

Varispeed G7
入力側 
ノイズフィルタ 
IN

R

S

T

MCCB

L1 
（R） 
L2 
（S） 
L3 
（T） 

L1
（U） 
L2
（V） 
L3  
（W） 

IM

（注）1（　）内の端子記号は，簡易形ノイズフィルタです。 
　　　2  入力側ノイズフィルタは，インバータの出力側（U/T1，V/T2，W/T3） 
                に接続しないでください。 

入力側ノイズフィルタの接続例 

R/L1 

S/L2 

T/L3

U/T1 

V/T2 

W/T3

簡易形
ノイズフィルタ

シャフナーEMC ㈱ 製
ノイズフィルタ
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外 形 図 1 外 形 図 2

端子台部 
詳細図 

端子台部 
詳細図 

取付穴詳細図 

（注）外形図は，三相の場合で 
　　　示しています。 

形式 
LNFD-=

2103DY 
2153DY 
2203DY 
2303DY 
4053DY 
4103DY 
4153DY 
4203DY 
4303DY

FIL000132 
FIL000133 
FIL000134 
FIL000135 
FIL000144 
FIL000145 
FIL000146 
FIL000147 
FIL000148

1 
1 
1 
2 
2 
2 
2 
2 
2

120 
120 
170 
170 
170 
170 
170 
200 
200

108 
108 
158 
（79） 
（79） 
（79） 
（79） 
（94） 
（94） 

20 
20 
20 
20 
30 
30 
30 
30 
30

0.2 
0.2 
0.4 
0.5 
0.3 
0.4 
0.4 
0.5 
0.6

80 
80 
90 
110 
130 
130 
130 
145 
145

68 
68 
78 
98 
118 
118 
118 
133 
133

55 
55 
70 
70 
75 
95 
95 
100 
100

 
11 
 
13 
 
 11 

 
13

 
9 
 
10 
 
 9 

 
10

コード番号 
質量 
kg

ノイズフィルタ 端子台 
W D H A（A'） B M X Y

外
形
図 

外 形 図 1 外 形 図 2

外 形 図 3 外 形 図 4

L1
L2

LI
N

E

LO
A

D

L3
E

L1
L2
L3
E

形　　式 
FN258L-42-07 
FN258L-55-07 
FN258L-75-34 
FN258L-100-35 
FN258L-130-35 
FN258L-180-07

1 
1 
2 
2 
2 
3 

4

70 
80 
80 

90±0.8 
110±0.8 
110±0.8

300 
300 
300 

350±1.2 
400±1.2 
400±1.2

185±1 
185±1 
220 
220 
240 
240

M6 
M6 
M6 
M10 
M10 
M10

12 
12 
― 
― 
― 
15

1.5 
1.5 
1.5 
1.5 
3 
4

500 
500 
― 
― 
― 
500

6.5 
6.5 
6.5 
6.5 
6.5 
6.5

45 
55 
55 
65 
80 
80

図中寸法記載 

329 
329 
329 

379±1.5 
439±1.5 
438±1.5

314 
314 
314 
364 
414 
413

2.8 
3.1 
4.0 
5.5 
7.5 
11 

下表参照 

AWG8 
AWG6 
― 
― 
― 
50 mm2

A B C D E F G H J L O P 質量 kg外形図 

FN359P-=== 
-==

形式 
LNFD-=

2103HY 
2153HY 
2203HY 
2303HY 
4053HY 
4103HY 
4153HY 
4203HY 
4303HY

FIL000140 
FIL000141 
FIL000142 
FIL000143 
FIL000149 
FIL000150 
FIL000151 
FIL000152 
FIL000153

185 
185 
240 
240 
235 
235 
235 
270 
270

155 
155 
210 
210 
205 
205 
205 
240 
240

33 
33 
33 
33 
43 
43 
43 
43 
43

0.9 
0.9 
1.5 
1.6 
1.6 
1.7 
1.7 
2.2 
2.2

95 
95 
125 
125 
140 
140 
140 
155 
155

65 
65 
95 
95 
110 
110 
110 
125 
125

85 
85 
100 
100 
120 
120 
120 
125 
125

 
11 
 
13 
 
 11 

 
13

 
9 
 
10 
 
 9 

 
10

コード番号 
質量 
kg

ノイズフィルタ 端子台 
W D H A B C X Y

形　　式 
FN359P-250-99 
FN359P-300-99 
FN359P-400-99 
FN359P-500-99 
FN359P-600-99 
FN359P-900-99

16 
16 
18.5 
19.5 
20.5 
33

質量 kg
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20P4 
20P7 
21P5 
22P2 
23P7 
25P5 
27P5 
2011 
2015 
2018 
 

2022 
 

2030 

2037 
2045 
2055 
2075 
2090 
2110

インバータ形式 
CIMR-G7A=

0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
 
22
 
 
30
 

37 
45 
55 
75 
90 
110

モータ最大容量 
kW

LF-310 KA 
LF-310 KA 
LF-310 KA 
LF-310 KA 
LF-320 KA 
LF-350 KA 
LF-350 KA 
LF-350 KA 
LF-350 KA 
LF-350 KA 
LF-350 KA*2 
LF-3110 KB*2 
LF-350 KA*2 
LF-375 KB*2 
 LF-3110 KB

 
LF-3110 KB 
LF-3110 KB 
LF-3110 KB 
LF-3110 KB

形　　式 
FIL 000068 
FIL 000068 
FIL 000068 
FIL 000068 
FIL 000069 
FIL 000070 
FIL 000070 
FIL 000070 
FIL 000070 
FIL 000070 
FIL 000070 
FIL 000076 
FIL 000070 
FIL 000075 
 
FIL 000076

 
FIL 000076 
FIL 000076 
FIL 000076 
FIL 000076

コード番号 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
2 
3 
1 
3 
2 
 
2
 
3 
4 
4 
5

個数*1

10 
10 
10 
10 
20 
50 
50 
100 
100 
100 
150 
110 
150 
150 
 
220
 

330 
440 
440 
550

定格電流 A
出力側ノイズフィルタ 

＊1：ノイズフィルタが 2 個以上の場合は，並列接続となります。 
＊2：CIMR-G7A2022，2030機種は，どちらか一方のノイズフィルタをご使用 
　　  ください。 

200 V級 

40P4 
40P7 
41P5 
42P2 
43P7 
45P5 
47P5 
4011 
4015 
4018 
4022 
4030 
4037 
4045 
4055 
4075 
4090 
4110 
4132 
4160 
4185 
4220 
4300

0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110 
132 
160 
185 
220 
300

インバータ形式 
CIMR-G7A=

モータ最大容量 
kW

LF-310KB 
LF-310KB 
LF-310KB 
LF-310KB 
LF-310KB 
LF-320KB 
LF-320KB 
LF-335KB 
LF-335KB 
LF-345KB 
LF-375KB 
LF-375KB 
LF-3110KB 
LF-3110KB 
LF-375KB 
LF-3110KB 
 
LF-3110KB

 
 
LF-3110KB 
 
LF-3110KB 
LF-3110KB

形　　式 
FIL 000071 
FIL 000071 
FIL 000071 
FIL 000071 
FIL 000071 
FIL 000072 
FIL 000072 
FIL 000073 
FIL 000073 
FIL 000074 
FIL 000075 
FIL 000075 
FIL 000076 
FIL 000076 
FIL 000075 
FIL 000076 
 
FIL 000076

 
 
FIL 000076 
 
FIL 000076 
FIL 000076

コード番号 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
 
3
 
 
4 
 
5 
6

個数*

10 
10 
10 
10 
10 
20 
20 
35 
35 
45 
75 
75 
110 
110 
150 
220 
 
330
 
 
440 
 
550 
660

定格電流 A
出力側ノイズフィルタ 

＊ ：ノイズフィルタが 2 個以上の場合は，並列接続となります。 

400 V級 

形 　 式  
140 
140 
260 
140 
140 
140 
260 
540 
540

A
100 
100 
180 
100 
100 
100 
180 
320 
340

B
100 
100 
180 
100 
100 
100 
180 
480 
480

C
90 
90 
160 
90 
90 
90 
160 
300 
300

D
70 
70 
120 
70 
70 
70 
120 
340 
340

E
45 
45 
65 
45 
45 
45 
65 
240 
240

F
7×φ4.5 
7×φ4.5 
7×φ4.5 
7×φ4.5 
7×φ4.5 
7×φ4.5 
7×φ4.5 
9×φ6.5 
9×φ6.5

G
φ4.5 
φ4.5 
φ4.5 
φ4.5 
φ4.5 
φ4.5 
φ4.5 
φ6.5 
φ6.5

H
0.5 
0.6 
2.0 
0.5 
0.6 
0.8 
2.0 
12.0 
19.5

質量kg
LF-310 KA 
LF-320 KA 
LF-350 KA 
LF-310 KB 
LF-320 KB 
LF-335 KB 
LF-345 KB 
LF-375 KB 
LF-3110 KB

端 子 板  
TE-K5.5 M4 
TE-K5.5 M4 
TE-K22  M6 
TE-K5.5 M4 
TE-K5.5 M4 
TE-K5.5 M4 
TE-K22  M6 
TE-K22  M6 
TE-K60  M8

Varispeed G7
出力側 
ノイズフィルタ 
IN

R

S

T

MCCB

1

2

3

4

5

6

IM

出力側ノイズフィルタの接続例 

外形寸法 mm

R/L1 

S/L2 

T/L3

U/T1 

V/T2 

W/T3

ノイズフィルタを並列接続する場合は，電流がバランスするように途中に 
中継端子台を設けて配線長を同一にしてください。 

ノイズフィルタやインバータの接地線は極力太く，短くしてください。 

（入力側ノイズフィルタ 3 個並列接続の例） 

入力側ノイズフィルタや出力側ノイズフィルタの並列接続方法 

配線用 
遮断器 

中継端子台 
R1

中継端子台 

接地 

R2

S2

T2

S1

T1

R

S

T

ノイズフィルタ1
1（R） 
2（S） 
3（T） 

4（U） 
5（V） 
6（W） 
E

ノイズフィルタ2
1（R） 
2（S） 
3（T） 

4（U） 
5（V） 
6（W） 
E

ノイズフィルタ3
1（R） 
2（S） 
3（T） 

4（U） 
5（V） 
6（W） 
E

Varispeed G7
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形　式  

CIMR-G7A20P4 
CIMR-G7A20P7 
CIMR-G7A21P5 
CIMR-G7A22P2 
CIMR-G7A23P7 
CIMR-G7A25P5 
CIMR-G7A27P5 
CIMR-G7A2011 
CIMR-G7A2015 
CIMR-G7A2018 
CIMR-G7A2022 
CIMR-G7A2030 
CIMR-G7A2037 
CIMR-G7A2045 
CIMR-G7A2055 
CIMR-G7A2075 
CIMR-G7A2090 
CIMR-G7A2110

推奨電線サイズ mm2 
入力側 
2 
2 
2 
3.5 
5.5 
8 
14 
22 
30 
30 
50 
60 
80 

50×2P 
80×2P 
150×2P＊1 
200×2Pまたは 
50×4P

出力側 
2 
2 
2 
3.5 
5.5 
8 
14 
22 
30 
30 
50 
60 
80 

50×2P 
80×2P 
100×2P 
150×2P＊1または 
50×4P

形 　 式  

 
 

F6045GB 
 
 

F11080GB 
 
 F6045GB

 
 
 
 

F11080GB 
 
 
 

F200160PB

コードNo.

 
 

FIL001098 
 
 

FIL001097 
 
 FIL001098

 
 
 
 

FIL001097 
 
 
 

300-001-041

個数 

 
 

1
 
 
 
 
 
 4 

 
 
 
 

4

推奨配線 
方法＊2

4 回コア貫通 
接続図（ａ） 

4 個直列 
接続図（ｂ） 

4 個直列 
接続図（ｂ） 

ファインメット零相リアクトル インバータ 

200 V級 

 

形　式  

CIMR-G7A40P4 
CIMR-G7A40P7 
CIMR-G7A41P5 
CIMR-G7A42P2 
CIMR-G7A43P7 
CIMR-G7A45P5 
CIMR-G7A47P5 
CIMR-G7A4011 
CIMR-G7A4015 
CIMR-G7A4018 
CIMR-G7A4022 
CIMR-G7A4030 
CIMR-G7A4037 
CIMR-G7A4045 
CIMR-G7A4055 
CIMR-G7A4075 
CIMR-G7A4090 
CIMR-G7A4110 
CIMR-G7A4132 
CIMR-G7A4160 
CIMR-G7A4185 
CIMR-G7A4220 
CIMR-G7A4300

推奨電線サイズ mm2 
入力側 
2 
2 
2 
3.5 
3.5 
5.5 
8 
8 
8 
14 
22 
38 
38 
50 
50 
100 
50×2P 
80×2P 
80×2P 
100×2P 
325 

200×2P 
325×2P

出力側 
2 
2 
2 
3.5 
3.5 
5.5 
8 
8 
8 
14 
22 
38 
38 
50 
50 
100 
50×2P 
80×2P 
80×2P 
100×2P 
250 

150×2P＊1 
250×2P

形 　 式  

 
 
 F6045GB

 
 
 
 

F11080GB 
 
 

F6045GB
 

 
 
 
 
 

F11080GB 
 
 
 
 

F200160PB

コードNo.

 
 
 FIL001098

 
 
 
 

FIL001097 
 
 

FIL001098
 

 
 
 
 
 

FIL001097 
 
 
 
 

300-001-041

個数 

 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 

4
 
 
 
 
 
 
 
 4

4 回コア貫通 
接続図（ａ） 

4 個直列 
接続図（ｂ） 

4 個直列 
接続図（ｂ） 

ファインメット零相リアクトル インバータ 

 

400 V級 

＊1：ファインメット零相リアクトル（形式：F11080GB）も使用可能です。 
＊2：電線サイズで決定してください。 

推奨配線 
方法＊2

7
8
 M
A
X

1
3
1
 M
A
X

7
4
 M
IN

3
9
 M
IN

7
2
±
1

1
2
4
±
1

1
2
.5
±
0
.3

2
0
±
1

7
±
1

50±1

95 MAX

80±1 1
2
.5
±
0
.3

3－φ4.5
3－φ5.2

2－φ5.5

26 MAX
26 MAX100±1

181 MAX
150±1

3－M4六角穴 

質量：195g 質量：620g

3－M5六角穴 

形式 F6045GB 形式 F11080GB

8

12

接続図 （ａ） 

R/L1，S/L2，T/L3（U/T1，V/T2，W/T3）の 
各配線を，それぞれコアに 4 回貫通させてください。 

電源 

Varispeed G7
零相リアクトル 

IM

V/T2相配線の拡大図 

1回貫通 

2回貫通 

3回貫通 

4回貫通 

R/L1 

S/L2 

T/L3

U/T1 

V/T2 

W/T3

241 MAX 42 MAX

7

14 質量：2260g

220±0.5 MAX
4
2
 M
A
X

2
1
7
 M
A
X

1
5
5
 M
IN

形式 F200160PB

接続図 （ｂ） 

電源 

Varispeed G7

IM

R/L1，S/L2，T/L3 （U/T1，V/T2，W/T3 ）の
配線 3 本すべてを巻き付けずに直列（シリーズ）に 
4 コアすべてに貫通させて使用してください。 

零相リアクトル 

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3
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富士電機機器制御㈱製 （注） 

M 

M 

Varispeed G7

W/T3 

Varispeed G7

V/T2 

U/T1 
+1 
－ 

+

－ 

ヒューズ 

ヒューズ 

直流電源 
（コンバータ） 

+1 
－ 

W/T3 

V/T2 

U/T1 

複数台のインバータを接続する場合は，それぞれにヒューズを接続
してください。また，いずれかのヒューズが切れた場合は，すべての
ヒューズを交換してください。 

 
電圧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

200 V級 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

400 V級 

形式 
CIMR-G7A 

==== 
20P4 
20P7 
21P5 
22P2 
23P7 
25P5 
27P5 
2011 
2015 
2018 
2022 
2030 
2037 
2045 
2055 
2075 
2090 
2110 
40P4 
40P7 
41P5 
42P2 
43P7 
45P5 
47P5 
4011 
4015 
4018 
4022 
4030 
4037 
4045 
4055 
4075 
4090 
4110 
4132 
4160 
4185 
4220 
4300

CR2LS-30
 

 

CR2LS-50 
 

CR2LS-100 
CR2L-125 
CR2L-150 
CR2L-175 
CR2L-225 
CR2L-260 
CR2L-300 
CR2L-350 
CR2L-400 
CR2L-450 
CR2L-600 
CR2L-600 
CR2L-600 
CS5F-800 
CR6L-20 
CR6L-30 
 

CR6L-50 
 

CR6L-75 
 

CR6L-100 

CR6L-150
 

 
CR6L-200 

CR6L-250
 

 
CR6L-300 
CR6L-350 
CR6L-400 
CS5F-600 
CS5F-600 
CS5F-600 
CS5F-800 
CS5F-800 
CS5F-800 
CS5F-1000

インバータ 交流電源入力用 
ヒューズ ヒューズホルダ 

 
 
 
 

＊ 

形式 

 
 

CM-1A 
 
 
 

CM-2A

形式 

 
 
 
 
 
 
 
 
100 
 
 
 
 
 
 
 
 
200 
 
 
 
 
 
 
 

100 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
200

定格遮断電流 
kA

 
 
 
 
 
 
 
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3

個数 

 
 
1 
 
 
 
1

 
 
 
 
 
 
＊ 

 
 

CMS-4 
 
 
 
 

CMS-5

 
 
3 
 
 
 
 
3

個数 

CR2LS-30 
 

CR2LS-50 
 

CR2LS-100 
CR2L-125 
CR2L-150 
CR2L-175 
CR2L-225 
CR2L-260 
CR2L-300 
CR2L-350 
CR2L-400 
CR2L-450 
CR2L-600 
CR2L-600 
CR2L-600 
CS5F-800 
CR6L-20 
CR6L-30 
 

CR6L-50 

 
CR6L-75 
 

CR6L-100
 

CR6L-150 
 

CR6L-200 

CR6L-250 
 

CR6L-300 
CR6L-350 
CR6L-400 
CS5F-600 
CS5F-600 
CS5F-600 
CS5F-800 
CS5F-800 
CS5F-800 
CS5F-1000

直流電源入力用 
ヒューズ ヒューズホルダ 

 
 
 
 

＊ 

形式 

 
 

CM-1A 
 
 
 

CM-2A

形式 

 
 
 
 
 
 
 
 
100 
 
 
 
 
 
 
 
 
200 
 
 
 
 
 
 
 

100 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
200

定格遮断電流 
kA

 
 
 
 
 
 
 
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2

個数 

 
 
1 
 
 
 
1

 
 
 
 
 
 
＊ 

 
 

CMS-4 
 
 
 
 

CMS-5

 
 
2 
 
 
 
 
2

個数 

＊：メーカー推奨品はありません。ヒューズの外形寸法についてはご照会ください。 
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（注1） 

（注4） 

電　圧 

インバータ 制動ユニット 

最大適用 
モータ容量 
kW

形 式 
CIMR- 
G7A=

形　式 
CDBR- 
====

形　式 
LKEB- 
====

形　式 
ERF- 
150WJ=

 
制　動 
トルク 
％ 

コード 
NO.

抵抗器仕様 
（1ユニット当たり） 

 
個数 

接続 
図 

制 動 抵 抗 器  
取付形（負荷時間率：3 ％ ED，最大10秒）（注2，3） 別置形（負荷時間率：10 ％ ED，最大10秒）（注3） 

ユニット 
使　用 
個　数 

200V級 

内　　蔵 

内　　蔵 

0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110 
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110 
132 
160 
185 
220 
300

20P4 
20P7 
21P5 
22P2 
23P7 
25P5 
27P5 
2011 
2015 
2018 
2022 
2030 
2037 
2045 
2055 
2075 
2090 
2110 
40P4 
40P7 
41P5 
42P2 
43P7 
45P5 
47P5 
4011 
4015 
4018 
4022 
4030 
4037 
4045 
4055 
4075 
4090 
4110 
4132 
4160 
4185 
4220 
4300

201 
201 
101 
700 
620 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
751 
751 
401 
301 
201 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

200Ω 
200Ω 
100Ω 
70Ω 
62Ω 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
750Ω 
750Ω 
400Ω 
300Ω 
200Ω 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

R007505 
R007505 
R007504 
R007503 
R007510 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

R007508 
R007508 
R007507 
R007506 
R007505 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

1 
1 
1 
1 
1 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
1 
1 
1 
1 
1 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

220 
125 
125 
120 
80 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
230 
130 
125 
115 
105 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

20P7 
20P7 
21P5 
22P2 
23P7 
25P5 
27P5 
2011 
2015 
2018 
2022 
2015 
2015 
2022 
2022 
2022 
2022 
2018 
40P7 
40P7 
41P5 
42P2 
43P7 
45P5 
47P5 
4011 
4015 
4018 
4022 
4030 
4037 
4045 
4030 
4045 
4030 
4030 
4045 
4045 
4045 
4037 
4045

 
個　数 

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
2 
2 
3 
4 
5 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
3 
3 
4 
4 
4 
5 
6

制　動 
トルク 
％ 
220 
125 
125 
120 
125 
115 
125 
125 
125 
125 
125 
125 
100 
120 
100 
110 
120 
100 
230 
130 
125 
135 
135 
135 
130 
135 
125 
125 
125 
125 
125 
125 
135 
145 
100 
100 
140 
140 
120 
110 
110

接続可能　 
最小抵抗値 

48Ω 
48Ω 
16Ω 
16Ω 
16Ω 
9.6Ω 
9.6Ω 
9.6Ω 
9.6Ω 
6.4Ω 
6.4Ω 
5Ω 
5Ω 
6.4Ω 
6.4Ω 
1.6Ω 
1.6Ω 
1.6Ω 
96Ω 
96Ω 
64Ω 
64Ω 
32Ω 
32Ω 
32Ω 
20Ω 
20Ω 
19.2Ω 
19.2Ω 
19.2Ω 
12.8Ω 
12.8Ω 
19.2Ω 
12.8Ω 
3.2Ω 
3.2Ω 
3.2Ω 
3.2Ω 
3.2Ω 
3.2Ω 
3.2Ω 

70 W  200 Ω 
70 W  200 Ω 
260 W  100 Ω 
260 W    70 Ω 
390 W    40 Ω 
520 W    30 Ω 
780 W    20 Ω 
2400 W 13.6 Ω 
3000 W    10 Ω 
4800 W      8 Ω 
4800 W   6.8 Ω 
3000 W    10 Ω 
3000 W    10 Ω 
4800 W   6.8 Ω 
4800 W   6.8 Ω 
4800 W   6.8 Ω 
4800 W   6.8 Ω 
4800 W      8 Ω 
70 W  750 Ω 
70 W  750 Ω 
260 W  400 Ω 
260 W  250 Ω 
390 W  150 Ω 
520 W  100 Ω 
780 W    75 Ω 
1040 W    50 Ω 
1560 W    40 Ω 
4800 W    32 Ω 
4800 W 27.2 Ω 
6000 W    20 Ω 
9600 W    16 Ω 
9600 W 13.6 Ω 
6000 W    20 Ω 
9600 W 13.6 Ω 
6000 W    20 Ω 
6000 W    20 Ω 
9600 W 13.6 Ω 
9600 W 13.6 Ω 
9600 W 13.6 Ω 
9600 W    16 Ω 
9600 W 13.6 Ω 

A 
A 
A 
A 
A 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
A 
A 
A 
A 
A 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

接続 
図 

B 
B 
B 
B 
B 
B 
B 
B 
B 
C 
C 
E 
E 
D 
D 
E 
E 
E 
B 
B 
B 
B 
B 
B 
B 
B 
B 
C 
C 
C 
C 
C 
D 
D 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
F

抵抗値 

2022D 
2022D 
2037D 
2037D 
2022D 
2022D 
2110D 
2110D 
2110D

1 
1 
1 
1 
2 
2 
1 
1 
1

4030D 
4030D 
4030D 
4045D 
4045D 
4030D 
4045D 
4220D 
4220D 
4220D 
4220D 
4220D 
4220D 
4220D

1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2

400V級 

 

（注）1　取付形制動抵抗器や制動抵抗器ユニットを接続する場合は，
定数 L3-04 を 0（減速中ストール防止機能無効）にして
ください。変更しないまま使用すると，設定された減速
時間で停止しないことがあります。 

2　取付形制動抵抗器を接続する場合は，  定数 L8-01 を 1 （取付 
　　　　形制動抵抗器保護有効）にしてください。 

3　定トルク負荷を減速停止させる場合の負荷時間率です。定出力や連続した回生制動がある 
　  負荷の場合は,負荷時間率は小さくなります。 
4　接続可能抵抗値は，制動ユニット 1 台当りの値です。接続可能抵抗値 
　  以上で，かつ充分な制動トルクが得られる抵抗値を選定してください。 
5　昇降負荷などの回生電力が大きい用途の場合，標準の組合せの制動ユニット及び制 
　  動抵抗器では容量不足になるおそれがあります｡ 
　 概略制動トルクなどが上記の表内の仕様を超える可能性がある場合はご照会ください。 

（注5） （注5） 

制動ユニット（別置形）
制動抵抗器
（取付形） 制動抵抗器ユニット（別置形）
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接続図A 接続図B

接続図C 接続図D

接続図E 接続図F

パラメータL8-01（取付形制動抵抗保護）を1（有効）に設定，
更に多機能接点出力のいずれかにD（取付形制動抵抗不良）を
設定します。設定した多機能接点出力で電源を遮断するシー
ケンスが必要になります。 
制動ユニット，制動抵抗器または制動抵抗器ユニットを使用
する場合は，減速中ストール防止機能選択をL3-04=0または3
に設定変更してください。 
変更しないまま使用すると，設定された減速時間で停止しな
いことがあります。 
200 V級は，制御回路のトランスが不要です。 
制動トランジスタを内蔵している機種（200/400 V級，15 kW
以下）に，制動ユニットを接続する場合は，インバータのB1
端子を制動ユニットの+端子に，インバータの－端子を制動
ユニットの－端子に接続してください。B2端子は，この場合
使用しません。 

当社製制動抵抗器ユニットの代わりに，別の制動抵抗器を使用
する場合も，必ずサーマルリレーによる保護を行ってください。 
制動ユニットを2台以上並列で接続する場合は，1台目だけマスタ
側を選択し，2台目以降はスレーブ側を選択してください。 
異常接点出力をインバータの多機能接点入力S  （外部異常）に
接続してください。抵抗短絡検出出力で電源側を遮断するシー
ケンスを組んでください。 
インバータに直接接続するか，端子台を設置してください。 
制動ユニットCDBR-    B，CDBR-    CとCDBR-    Dを並列接続
する場合は，当社担当営業部門へお問い合わせください。 
異常接点出力をインバータの多機能接点入力S   （外部異常）に
接続してください。 

＊1 :  
 
 
 
＊2 :  
 
 
 
 
＊3 : 
＊4 :

＊5 :  
 
＊6 : 
 
＊7 :  
 
 
＊8 :  
＊9 : 
 
＊10 : 
 

制動 
抵抗器＊1, ＊2 

ELCBまたはMCCB 

三相電源 
M 

MC B1 B2

Varispeed G7 

U/T1 
V/T2 
W/T3 

R/L1 
S/L2 S 

R 

T T/L3 

ON OFF THRX 

SA 

TRX 

MC MA 

MC 

TRX 

異常接点 

BRFX 

多機能接点出力 

MC 

SA 

SA 

THRX 

MC MB 

P1 

P2 

PC 

SA 

BRFX 

DC48 V以下 
最大50 mA 

H2-02に“D”を 
設定した場合を示す 

（D種接地） 

制動抵抗器 
 ユニット 
＊2, ＊5

ELCBまたはMCCB 

三相電源 
R 
S 
T 

M 

1 2 

P B 

サーマルリレートリップ接
点で電源側を遮断するシー
ケンスが必要となります。 

サーマルリレートリップ
接点で電源側を遮断する
シーケンスが必要となり
ます。 

サーマルリレートリップ接
点で電源側を遮断するシー
ケンスが必要となります。 

 トリップ接点 

400/200 V 

R/L1 
MC 

S/L2 
T/L3 

B1 B2 
U/T1 
V/T2 
W/T3 ＊3 

ON OFF THRX 

SA 

1 2 

TRX 

MC MA 

MC 

TRX 

異常接点 

制動抵抗器ユニット 
 サーマルリレートリップ接点 

MC 

SA 

SA 

THRX 

MC MB 

Varispeed G7 

（D種接地） 

ELCBまたはMCCB MC 

三相電源 
M 

＊3

+3 

Varispeed G7 

－ 

U/T1 
V/T2 
W/T3 

R/L1 
S/L2 
T/L3 

R 
S 
T 
400/200 V 

ON OFF THRX 

SA 

1 2 

TRX 

MC MA 

MC 

TRX 

異常接点 

制動抵抗器ユニット 
 サーマルリレートリップ接点 

MC 

SA 

SA 

THRX 

MC MB 

制動抵抗器過熱接点 
（サーマルリレートリップ接点） 

制動抵抗器 
ユニット＊2, ＊5制動ユニット＊2, ＊4

SC 
SB 外部異常入力 

B1 
B2 

+ 

- 

レベル 
 検出器 2 1 

P 
B  

（D種接地） 

MA MB MC EA EB EC 

点 異常 接 
出 力＊7

抵抗 短 絡 
検 出出力 ＊7

Varispeed 
G7 

制動抵抗器過熱接点 
（サーマルリレートリップ接点） 

制動 
抵抗器 
ユニット 

制動抵抗器過熱接点 
（サーマルリレートリップ接点） 

MA MB MC EA EB EC 

3 
1 

P 

2 

B 

IN（スレーブ） 

OUT（マスタ） 

OUT1 
OUT2 

SC 
SB 

IN1 
IN2 

B1 B2 

異常 接 点 
出 力 ＊7

抵抗 短 絡 
検 出 出 力 ＊7

+ － 

－ + 

＊2, ＊5

制動 
抵抗器 
ユニット 

制動ユニット2＊4制動ユニット1＊4

MA MB MC EA EB EC 

1 

P 

2 

B 

OUT1 
OUT2 

IN1 
IN2 

異常 接 点 
出 力 ＊7

抵抗 短 絡 
検 出 出 力 ＊7

－ + 

＊2, ＊5

IN（スレーブ） 

OUT（マスタ） 

SC 
SB 

（D種接地） （D種接地） 

＊6 ＊6

＊8 ＊8 B1 B2 

（制動ユニット並列接続＊9の例） 

－ + +0 －0 － + +0 －0

制動 
抵抗器 
ユニット 

＊2, ＊5

制動 
抵抗器 
ユニット 

＊2, ＊5

サーマルリレートリップ
接点で電源側を遮断する
シーケンスが必要となり
ます。 

P 

B 

1 
2 

P 

B 

1 
2 

P 

B 

1 
2 

  

+3 － 

Varispeed 
G7 

制動抵抗器過熱接点 
（サーマルリレートリップ接点） 

制動抵抗器過熱接点 
（サーマルリレートリップ接点） 

P 

B 

1 
2 

P 

B 

1 
2 

P 

B 

1 
2 

サーマルリレートリップ
接点で電源側を遮断する
シーケンスが必要となり
ます。 

M 

P 

B 
1 

2 

P 

B 
1 

2 

P 

B 
1 

2 

+ 3 

制動抵抗器 
 ユニット＊2, ＊5

（制動抵抗器ユニット3個の例） 

制動抵抗器過熱接点 
（サーマルリレートリップ接点） 
 

三相電源 
R 
S 
T 
400/200 V 

MC 

＊3 

R/L1 
S/L2 
T/L3 

U/T1 
V/T2 
W/T3 

Varispeed G7

ELCBまたはMCCB 
－ 

ON OFF THRX 

SA 

1 2 

TRX 

MC MA 

MC 

TRX 

異常接点 

制動抵抗器ユニット 
 サーマルリレートリップ接点 

MC 

SA 

SA 

THRX 

2MCCB MC MB 

（D種接地） 

制動ユニット＊2, ＊4

SC 
SB 外部 

異常入力 

B1 

B2 

+ 

- 

レベル 
 検出器 

MA MB MC EA EB EC 

点 異常 接 
出 力＊7

抵抗 短 絡 
検 出出力 ＊7

MA MB MC EA EB EC 

IN（スレーブ） 

OUT（マスタ） 

OUT1 
OUT2 

SC 
SB 

IN1 
IN2 

B1 B2 

異常 接 点 
出 力 ＊7

抵抗 短 絡 
検 出 出 力 ＊7

－ + 

制動ユニット2＊4制動ユニット1＊4

MA MB MC EA EB EC 

OUT1 
OUT2 

IN1 
IN2 

異常 接 点 
出 力 ＊7

抵抗 短 絡 
検 出 出 力 ＊7

－ + 

IN（スレーブ） 

OUT（マスタ） 

SC 
SB 

（D種接地） （D種接地） 

＊6 ＊6

＊8 ＊8 B1 B2 

（制動ユニット並列接続＊9の例） 
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外形寸法 mm

■制動ユニット

閉鎖壁掛形【UL Type1】

盤内取付形【IP20】

CDBR-2022D，-2037D，-4030D，-4045D形

盤内取付形【IP00】

CDBR-2110D，-4220D

形式，手配番号

■制動ユニット

2022D 
2037D 
2110D 
4030D 
4045D 
4220D

27 
38 
152 
24 
36 
152

発熱量（発生ロス）W

発熱量 
形式CDBR-

質量：2 kg

2022D 
 

2037D 
 

2110D

形　式 
CDBR-　　　　　 

IP20 
UL Type1 
IP20 

UL Type1 
IP00 

UL Type1

保護構造 

100-091-707 
100-091-754 
100-091-712 
100-091-759 
100-091-524 
100-091-530

手配番号 

200 V級 

4030D 
 

4045D 
 

4220D

形　式 
CDBR-　　　　　 

IP20 
UL Type1 
IP20 

UL Type1 
IP00 

UL Type1 

保護構造 

100-091-717 
100-091-764 
100-091-722 
100-091-769 
100-091-526 
100-091-532

手配番号 

400 V級 

4-M4用 

120

1
5
0

1
3
6

105

157
48
6

7

1
0
 0
 以
上
 

5 0 以上 

1
0
0
｠以
上
 

3 0 以上 3 0 以上 

質量：7.5 kg

175 最大7.9最大7.9

30以上 30以上 

100以上 

110

200
1.6

53.5

2.5

4-M5用 

2
9
4

2
7
9

7
.5

100以上 

1
0
0
以
上
 

1
0
0
以
上
 

50以上 

4-M4用 

1
5
0

1
3
6

1
9
0

105

7
4
0

48

6

120
157

30以上 30以上 1
0
0
以
上
 

1
0
0
以
上
 

180
110

200

1.653.5

2.5

2
9
4

2
7
9

7
.5

7
3

3
6
7

4-M5用 

最大5.4最大5.4

30以上 
30以上 

CDBR-2110D，-4220DCDBR-2022D，-2037D，

-4030D，-4045D 形

質量：2.3 kg 質量：8.3 kg

（注）閉鎖壁掛形を制御盤内に設置する場合は，上部保護カバーを取り外してIP20にしてください。
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■制動抵抗器（取付形）

■制動抵抗器ユニット（別置形）

（注）取付ねじは，ご準備ください。 
　　　M4 × 8 タッピンねじ× 2 本 
　　　    ・長さが 8 mm以上は，使用できません。 
　　　    ・一般のメートルねじは，使用できません。 

250

適　用 
電圧クラス 

200 V級 

20P7 
21P5 
22P2 
23P7 
25P5 
27P5 
40P7 
41P5 
42P2 
43P7 
45P5 
47P5

105 
130 
130 
130 
250 
250 
105 
130 
130 
130 
250 
250

M5×3 
M5×4 
M5×4 
M5×4 
M6×4 
M6×4 
M5×3 
M5×4 
M5×4 
M5×4 
M6×4 
M6×4

260 
335 
335 
335 
335 
335 
260 
335 
335 
335 
335 
335

50 
75 
75 
75 
200 
200 
50 
75 
75 
75 
200 
200

275 
350 
350 
350 
350 
350 
275 
350 
350 
350 
350 
350

3.0 
4.5 
4.5 
5.0 
7.5 
8.5 
3.0 
4.5 
4.5 
5.0 
7.5 
8.5

30 
60 
89 
150 
220 
300 
30 
60 
89 
150 
220 
300

400 V級 

A B C D 取付けねじ 

質　量 
kg

許容平均 
消費電力 
W

寸　　法　　mm
制動抵抗器 
ユニット形式 
LKEB-=

適　用 
電圧クラス 

200 V級 

2011 
2015 
2018 
2022 
4011 
4015 
4018 
4022 
4030 
4037 
4045 

266 
356 
446 
446 
350 
350 
446 
446 
356 
446 
446

M8×4 
M8×4 
M8×4 
M8×4 
M6×4 
M6×4 
M8×4 
M8×4 
M8×4 
M8×4 
M8×4

340 
340 
340 
340 
325 
325 
340 
340 
740 
740 
740

246 
336 
426 
426 
330 
330 
426 
426 
336 
426 
426

543 
543 
543 
543 
412 
412 
543 
543 
956 
956 
956

10 
15 
19 
19 
16 
18 
19 
19 
25 
33 
33

440 
600 
740 
880 
440 
600 
740 
880 
1200 
1500 
1800

400 V級 

A B C D 取付けねじ 

質　量 
kg

許容平均 
消費電力 
W

寸　　法　　mm
制動抵抗器 
ユニット形式 
LKEB-=

質量：0.2 kg
（ERF-150WJ=形全機種）

オ
プ
シ
ョ
ン
・
周
辺
機
器
の
選
定
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ヒートシンクを盤の外部に出して取付ける場合は，フィン
外出しアタッチメントをご使用ください。 

108 
120 

1
6
6
 

1
8
0
 

109 48 

2022D 

2037D 

4030D 

4045D

EZZ021711A 
（100-066-355） 

アタッチメント 
形式 

（手配番号） 
制動ユニット形式 
CDBR-        

2022D 
2037D 
2110D 
4030D 
4045D 
4220D

1 
1 
2 
1 
1 
2

172 
172 
175 
172 
172 
175

226 
226 
294 
226 
226 
294

108 
108 
110 
108 
108 
110

118 
118 
159 
118 
118 
159

84 
84 
― 
84 
84 
― 

166 
166 
279 
166 
166 
279

172 
172 
257.8 
172 
172 
257.8

152 
152 
― 
152 
152 
― 

M4 
M4 
M5 
M4 
M4 
M5

W＊ H＊ W1 W2 W3 H1 H2 H3 d1

外形寸法  mm
加工図 

制動ユニット形式 
CDBR-        

W 
W2 
W3 

W1 4-d1 

H
 

H
2
 

H
1
 

H
3
 

W
W2

W1 4-d

HH
2

H
1

パネル加工図1 パネル加工図2
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 Varispeed G7

G 1とG 2間に
接続されてい
るコモンバーを
取り外し，図
のように接続
してください。 

G G
R/L1 

S/L2 

T/L3

U/T1 

V/T2 

W/T3

最大適用 
モータ容量 
kW
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 

18.5～110

電流値 
A

5.4 
 
 18 

 
36 
 
72

インダクタンス 
mH

8 
 
 3 

 
1 
 
0.5

 
コード番号 

X010048 
 
 X010049 
 

X010050 
 

X010051

1  
 
 
 
2

X Y2 Y1 Z B H K

85 
 
 86 

 
105 
 
105

寸　　　　　法　　mm

内　　　蔵 

― 
 
 80 

 
90 
 
105

― 
 
 36 
 
46 
 
56

53 
 
 76 
 
93 
 
93

74 
 
 60 
 

64 
 
64

― 
 
 55 

 
80 
 
100

― 
 
 18 

 
26 
 
26

G φ1 φ2

32 
 
 ― 
 
― 
 
― 

M4 
 
 M4 

 
M6 
 
M6

― 
 
 M5 

 
M6 
 
M8

概略 
質量 
kg

0.8 
 
 2.0 

 
3.2 
 
4.9

電線＊ 

サイズ 
mm2

2 
 
 5.5 
 
8 
 
30

損失 
W

8 
 
 18 

 
22 
 
29

外
形
図
 

200 V級 

最大適用 
モータ容量 
kW
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 

18.5～300

電流値 
A

3.2 
 
5.7 
 
12 

23 
 
33

インダクタンス 
mH

28 
 
11 
 
6.3 

3.6 
 
1.9

 
コード番号 

X010052 
 

X010053 
 

X010054 
X010055 
 

X010056

 
1  
 
 
 
2

X Y2 Y1 Z B H K

85 
 
90 
 
86 

105 
 
105

寸　　　　　法　　mm

内　　　蔵 

― 
 
― 
 
80 
90 
 
95

― 
 
― 
 
36 

46 
 
51

53 
 
60 
 
76 
93 
 
93

74 
 
80 
 
60 
64 
 
64

― 
 
― 
 
55 

80 
 
90

― 
 
― 
 
18 

26 
 
26

G φ1 φ2

32 
 
32 
 
― 

― 
 
― 

M4 
 
M4 
 
M4 

M6 
 
M6

― 
 
― 
 
M5 

M5 
 
M6

0.8 
 
1.0 
 
2.0 
3.2 
 
4.0

9 
 
11 
 
16 
27 
 
26

2 
 
2 
 
2 
5.5 
 
8

外
形
図
 

400 V級 
概略 
質量 
kg

電線＊ 

サイズ 
mm2

損失 
W

＊：75 ℃，IV 線，周囲温度45 ℃，3 本以内束線 

外 形 図 1 外 形 図 2
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最大適用 
モータ容量 
kW
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15

電流値 
A

5.4 
 
 18 

 
36 
 
72

インダクタンス 
mH

8 
 
 3 

 
1 
 
0.5

 
コード番号 

300-027-130 
  

300-027-131 
 

300-027-132 
 

300-027-133 

1  
 
 
 
2

X Y2 Y1 Z B H K

85 
 
 86 

 
105 
 
105

寸　　　　　法　　mm

― 
 
 84 

 
94 
 
124 

― 
 
 36 
 
46 
 
56

81 
 
 101 
 
129 
 
135

74 
 
 60 
 

64 
 
64

― 
 
 55 

 
80 
 
100

― 
 
 18 

 
26 
 
26

G φ1 φ2

32 
 
 ― 
 
― 
 
― 

M4 
 
 M4 

 
M6 
 
M6

M4 
 
 M4 

 
M4 
 
M6

概略質量 
kg

0.8 
 
 2 

 
3.2 
 
4.9

損　失 
W

8 
 
 18 

 
22 
 
29

外
形
図
 

200 V級 

最大適用 
モータ容量 
kW
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15

電流値 
A

3.2 
 
5.7 
 
12 

23 
 
33

インダクタンス 
mH

28 
 
11 
 
6.3 

3.6 
 
1.9

 
コード番号 

300-027-134 
 

300-027-135 
 

300-027-136 

300-027-137 
 

300-027-138 
 

 
1  
 
 
 
2

X Y2 Y1 Z B H K

85 
 
90 
 
86 

105 
 
105

寸　　　　　法　　mm

― 
 
― 
 
84 
104 
 
109

― 
 
― 
 
36 

46 
 
51

81 
 
88 
 
101 
118 
 
129

74 
 
80 
 
60 
64 
 
64

― 
 
― 
 
55 

80 
 
90

― 
 
― 
 
18 

26 
 
26

G φ1 φ2

32 
 
32 
 
― 

― 
 
― 

M4 
 
M4 
 
M4 

M6 
 
M6

M4 
 
M4 
 
M4 

M4 
 
M4

概略質量 
kg

0.8 
 
1 
 
2 
3.2 
 
4

損　失 
W

9 
 
11 
 
16 
27 
 
26

外
形
図
 

400 V級 

銘 

　
 板 

B 

Z
 

U X 

X 

G 

70 

φ1 

φ2 

外 形 図 1 外 形 図 2

銘 

　 

板 

U X 

B 
X 

K 

Y2 Y1 

H 

φ2 

φ1 

Z
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最大適用 
モータ容量 
kW
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 
90 
110

電流値 
A

20 
30 
40 
60 
80 
90 
120 
160 
200 
240 
280 
360 
500 
500

インダクタンス 
mH

0.53 
0.35 
0.265 
0.18 
0.13 
0.12 
0.09 
0.07 
0.05 
0.044 
0.039 
0.026 
0.02 
0.02

 
コード番号 

X002491 
X002492 
X002493 
X002495 
X002497 
X002498 
X002555 
X002556 
X002557 
X002558 
X002559 
X002560 
X010145 
X010145

 
 
 
 
 

1 
 
 
 
 
 
 
2

A B B1 C D E F
130 
130 
130 
160 
180 
180 
180 
210 
210 
240 
240 
270 
330 
330

寸　　　　　法　　mm

88 
88 
98 
105 
100 
100 
100 
100 
115 
126 
126 
162 
162 
162

114 
119 
139 
147.5 
155 
150 
155 
170 
182.5 
218 
218 
241 
281 
281

105 
105 
105 
130 
150 
150 
150 
175 
175 
215 
215 
230 
270 
270

50 
50 
50 
75 
75 
75 
75 
75 
75 
150 
150 
150 
150 
150

70 
70 
80 
85 
80 
80 
80 
80 
95 
110 
110 
130 
130 
130

130 
130 
130 
160 
180 
180 
180 
205 
205 
240 
240 
260 
320 
320

H J K L
22 
22 
22 
25 
25 
25 
25 
25 
25 
25 
25 
40 
40 
40

I
3.2 
3.2 
3.2 
2.3 
2.3 
2.3 
2.3 
3.2 
3.2 
3.2 
3.2 
5 
4.5 
4.5

M6 
M6 
M6 
M6 
M6 
M6 
M6 
M6 
M6 
M8 
M8 
M8 
M10 
M10

11.5 
9 
11.5 
10 
10 
10 
10 
10 
10 
8 
8 
16 
16 
16

M
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
10 
10 
10 
10

M5 
M5 
M6 
M6 
M8 
M8 
M10 
M10 
M10 
M10 
M12 
M12 
M12 
M12

概略 
質量 
kg
3 
3 
4 
6 
8 
8 
8 
12 
15 
23 
23 
32 
55 
55

損失 
W

35 
45 
50 
65 
75 
90 
90 
100 
110 
125 
130 
145 
200 
200

外
形
図
 

200 V級 

最大適用 
モータ容量 
kW
7.5 
11 
15 
18.5 
22 
30 
37 
45 
55 
75 

90/110 
132/160 
185 
220 
300

電流値 
A

20 
30 
40 
50 
60 
80 
90 
120 
150 
200 
250 
330 
490 
490 
660

インダクタンス 
mH

1.06 
0.7 
0.53 
0.42 
0.36 
0.26 
0.24 
0.18 
0.15 
0.11 
0.09 
0.06 
0.04 
0.04 
0.03

 
コード番号 

X002502 
X002503 
X002504 
X002505 
X002506 
X002508 
X002509 
X002566 
X002567 
X002568 
X002569 
X002570 
X002690 
X002690 
300-032-353

 
 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
 

3

A B B1 C D E F
160 
160 
180 
180 
180 
210 
210 
240 
240 
270 
270 
320 
330 330 
330

寸　　　　　法　　mm

90 
105 
100 
100 
100 
100 
115 
126 
126 
162 
162 
165 
176 
176 
216

115 
132.5 
140 
145 
150 
150 
177.5 
193 
198 
231 
246 
253 
293 293 
353

130 
130 
150 
150 
150 
175 
175 
205 
205 
230 
230 
275 
275 
275 
285

75 
75 
75 
75 
75 
75 
75 
150 
150 
150 
150 
150 
150 
150 
150

70 
85 
80 
80 
80 
80 
95 
110 
110 
130 
130 
130 
150 
150 
185

160 
160 
180 
180 
180 
205 
205 
240 
240 
260 
260 
320 
320 
320 
320

H J K L
25 
25 
25 
25 
25 
25 
25 
25 
25 
40 
40 
40 
40 
40 
40

I
2.3 
2.3 
2.3 
2.3 
2.3 
3.2 
3.2 
3.2 
3.2 
5 
5 
5 
4.5 4.5 
4.5 

M6 
M6 
M6 
M6 
M6 
M6 
M6 
M8 
M8 
M8 
M8 
M10 
M10 
M10 
M10

10 
10 
10 
10 
10 
10 
10 
8 
8 
16 
16 
17.5 
13 
13 
22

M
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
10 
10 
10 
10 
12 
12 
12 
12

M5 
M5 
M6 
M6 
M6 
M8 
M8 
M10 
M10 
M10 
M12 
M12 
M12 
M12 
M16

概略 
質量 
kg
5 
6 
8 
8 
8.5 
12 
15 
23 
23 
32 
32 
55 
60 
60 
80

損失 
W

50 
65 
90 
90 
90 
95 
110 
130 
150 
135 
135 
200 
340 
340 
310

外
形
図
 

400 V級 

外 形 図 1 外 形 図 2 外 形 図 3

銘板 6 -M 用ターミナル 

4 -J 用取付穴 取付穴詳細図 K

L

U

X

V

Y

W

Z

C

H
E
B

B1 

D
F
A

I 

銘板 
6-M用 
ターミナル 

2-M8吊りボルト 

4 -J 用取付穴 

U

X

V

Y

W

Z

H

E
B

B1 

D

C

F
A

I 

4
0

4
0

I

C

2
1
0
±
1
0

6
5
±
5

205±10

B1

2 -M8 吊りボルト 

4 -J 用取付穴 
M10ボルト用 

U

X

V

Y

W

Z

H
E
B

D
F
A

6- 端子 
M16ボルト用 

銘版 

低騒音タイプ（2.5 kHz以上の高キャリア周
波数）の機種には，交流リアクトルをイン
バータの出力側（U/T1，V/T2，W/T3）
に接続しないでください。 

〔接続図〕 

 Varispeed G7

R/L1 

S/L2 

T/L3

U/T1 

V/T2 

W/T3
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最大適用 
モータ容量 
kW
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5

電流値 
A

2.5 
5 
10 
15 
20 
30 
40 
60 
80 
90

インダクタンス 
mH

4.2 
2.1 
1.1 
0.71 
0.53 
0.35 
0.265 
0.18 
0.13 
0.12

 
コード番号 

X002553 
X002554 
X002489 
X002490 
300-027-120 
300-027-121 
300-027-122 
300-027-123 
300-027-124 
300-027-125

 

1 
 
 
 
 
2

A B B1 C D E F

120 
 

130
 
 

135
 
 
135 
165 

185

寸　　　　　法　　mm

71 
 

88 
 

88 
 
98 
105 

100

 

―
 
 
 
140 
150 
160 
185 

180

120
 
 

130
 
 

130
 
 
140 
170 

195

40 
 
50 
 
50 
 
50 
75 

75

50 
 
70 
 
70 
 
80 
85 

80

105 
 
130 
 
130 
 
130 
160 

180

H J K L

20 
 
22 
 
22 
 
22 
25 

25

I

2.3 
 
3.2 
 
3.2 
 
3.2 
2.3 

2.3

 
 
 
 

M6

10.5 
 
9 
 

9 
 
9 
10 

10

M
 

7
 
 
 
 
 

7

 
 

M4
 
 
 
 
M5 
M6 

M6

概略 
質量 
kg

2.5 
 
3 
 
3 
 
4 
6 

8

損失 
W

15 
 
25 
30 
35 
45 
50 
65 
75 
90

外
形
図
 

200 V級 

最大適用 
モータ容量 
kW
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
5.5 
7.5 
11 
15 
18.5

電流値 
A

1.3 
2.5 
5 
7.5 
10 
15 
20 
30 
40 
50

インダクタンス 
mH

18 
8.4 
4.2 
3.6 
2.2 
1.42 
1.06 
0.7 
0.53 
0.42

 
コード番号 

X002561 
X002562 
X002563 
X002564 
X002500 
X002501 
300-027-126 
300-027-127 
300-027-128 
300-027-129

 
 

1 
 
 
 
 
2

A B B1 C D E F

120 
 
 
130 
 
 
165 
 
185

寸　　　　　法　　mm

71 
 
 
88
 
 
98 
90 
105 

100

 
 

― 
 
 
 
160 
175 

170

120 
 
 
130 
 
 
155 
 
185

40 
 
 
50 
 
 
 
75

50 
 
 
70
 
 
80 
70 
85 

80

105 
 
 
130 
 
 
160 
 
180

H J K L

20 
 
 
22 
 
 
 
25

I

2.3 
 
 
3.2 
 
 
 
2.3

 
 
 
 

M6

10.5 
 
 
9 
 
 
 
10

M

 
 
7 
 
 
 
 
7

 
 
M4 
 
 
 
M4 
 
M5

概略 
質量 
kg

2.5
 
 
 
3 
 
4 
5 
6 

8

損失 
W

15
 
 

25
 
 
40 
50 
50 
65 

90

外
形
図
 

400 V級 

外 形 図 1 外 形 図 2

L

K
（E） 

取付穴詳細図 

M

F
D

U X V Y W Z

H
Ｅ 
B

B1
Ａ 

C

4-取付穴（M6ボルト） 

銘板 

I 

取付穴詳細図 K

D

C

I 

F
A

UX V YWZ
6 -M 用取付穴 

銘板 

H

E
B

4-J 用取付穴 
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周波数計 
周波数計 
校正抵抗器 

周波数設定 
抵抗器 

電源表示灯 

運転表示灯 

異常表示灯 

異常リセット 

主速／補助 
周波数指令切り替え 
スイッチ 

正転運転／停止／逆転運転 
切り替えスイッチ 

形　　式 

JVOP-96・1

JVOP-96・2

JVOP-96・3

JVOP-96P1 

JVOP-96P2 

JVOP-96P3 

DCF-6A 3V  1 mA   75 Hz

DCF-6A 3V  1 mA 150 Hz

DCF-6A 3V  1 mA 220 Hz

コード番号 周 波 数 計 仕 様  

質量：1.8kg パネル加工図 

フェース プレートの 
取付けスペース 

周波数 
設定抵抗器 

周波数計 
校正抵抗器 

周波数計 

運転表示灯 

電源表示灯 

異常表示灯 

正転運転／停止／ 
逆転運転 
切り替えスイッチ 

異常リセット 

主速／補助 
周波数指令切り替え 

スイッチ 

形　　式 

JVOP-95・1

JVOP-95・2

JVOP-95P1

JVOP-95P2

TRM-45 3V 1mA 60/120Hz

TRM-45 3V 1mA 90/180Hz

コード番号 周 波 数 計 仕 様  

質量：0.8kg パネル加工図 

フェース プレートの 
取付けスペース 

70 70

14.5

2
.5

2
0

44

15.8 6.4

（60） 

57

抜き穴 

1
2
0

1
1
1

1
2
0

2-M3用穴 

取付けパネル パネルカット寸法図 

形式 

WV001（1 m） 

WV003（3 m） 

WV001 
 

WV003 

手配番号 

（注） 本ケーブルでインバータと
パソコンを接続しないで
ください。パソコンが破損
するおそれがあります。 

形式 

WV103 WV103

手配番号 
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（ 注 ）電流計の目盛り仕様は，ご照会ください。 
＊：DCF-6A は 3 V，1 mA，内部インピーダンス 3 kΩです。Varispeed G7 の多機能アナログ

モニタ出力は0～10 V（初期値）ですので，周波数計目盛り調整抵抗器（ 20 kΩ）または，
定数 H4-02，05（アナログモニタ出力ゲイン）で 0 ～ 3 Vに落としてご使用ください。 

質量：0.3kg

質量：20g

パネル加工図 

単位：mm

抵抗値 

2 kΩ 
20 kΩ 

ETX 3270
ETX 3120

コード No.

質量：0.2kg
パネル加工図 

単位：mm 単位：mm

質量：0.3kg
パネル加工図 

単位：mm

単位：mm

目盛り仕様

形　　式 

600 Vメータ用計器用変圧器 
UPN-B　440/110 V（400/100 V） 

コード番号 

100-011-486

（注）通常の計器用変圧器では，インバータの出力電圧用 
 には使用できない場合があります。インバータ出力 
 用に専用設計した計器用変圧器(100-011-486)か変圧 
 器を使用しない直読タイプの電圧計を選定してくだ 
 さい。 

概略質量：2.2 kg 

絶縁キャップ 
1次側(赤) 
2次側(青) 

4-M6用: 取付穴 102±2 

約85 

31 
90 

86±2 
56±1 

銘板 

1
0
1
±
2
 

7
6
±
2
 

1
.6
 

接地端子 

カバー付き端子台 
M3ねじ 

U V u v E 
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端子 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8

端子説明 
出力　＋ 
出力　－ 
　 ― 
入力　＋ 
入力　－ 
接地 
 電源 

形　　　式 入力信号 出力信号 電　　源 コ ー ド 番 号 

DGP2-4-4 

DGP2-4-8 

DGP2-8-4 

DGP2-3-4 

DGP3-4-4 

DGP3-4-8 

DGP3-8-4 

DGP3-3-4

0～10 V 

0～10 V 

4～20 mA 

0～5 V 

0～10 V 

0～10 V 

4～20 mA 

0～5 V

0～10 V 

4～20 mA 

0～10 V 

0～10 V 

0～10 V 

4～20 mA 

0～10 V 

0～10 V

AC 100 V 

AC 100 V 

AC 100 V 

AC 100 V 

AC 200 V 

AC 200 V 

AC 200 V 

AC 200 V

CON 000019.25 

CON 000019.26 

CON 000019.35 

CON 000019.15 

CON 000020.25 

CON 000020.26 

CON 000020.35 

CON 000020.15

GPシリーズ本体 

ソケット ソケットを取付けた状態 

機種により，調整器の位置及び数が異なります。 

三相 
電源 

R 

S 

T

配線用遮断器 

瞬時停電 
補償ユニット 

N B1/PE

モータ 

IM

R

S

T

U

V

W

B1F

J

90

3
0
0

2
8
0

96

50

4-M6：取付ねじ 
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VS システムモジュール〔電源容量 6 VA以下〕
名　　称
〔形　式〕

ソフトスタータ A
〔JGSM-01〕

ソフトスタータ B
〔JGSM-02〕

外　　観 機　　　　　能

モータの始動，停止時あるいは速度指令が
急に変わったときに，機械やプロセスに有
害なショックを与えないように，一定の時
限をもって指令信号を直線的に変化させる
ものです。
加減速時間の独立設定のほか，急停止，零
指令検出，加減速中信号出力，極性反転出
力などの機能をもっています。

[加減速時間の設定範囲]
A形：1.5～30 秒
B形： 5 ～90 秒

適　　用　　例

Varispeed G7

A1
AC
E（G） 

R/L1 
S/L2 

T/L3

U/T1 
V/T2 

W/T3

連動比率設定器
〔JGSM-05〕

主機に連結された交流タコゼネ信号を直流
電圧に変換して，5つの独立した比率設定を
行うことができ，更にバイアス電圧を独立
に加えることもできます。

Varispeed G7

Varispeed G7

A1

A1

AC

AC

E（G） 

E（G） 

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3

比例設定器 A
〔JGSM-03〕

電流信号（4～20 mA）を0～10 Vの電圧信
号に変換し，5つの独立した比率設定を行う
ことができ，更にバイアス電圧を独立に加
えることもできます。

比例設定器 B
〔JGSM-04〕

周波数信号（0～2 kHz）を絶縁された0～10 V
の電圧信号に変換し，5つの独立した比率設定
を行うことができ，更にバイアス電圧を独立
に加えることもできます。

比例設定器 C
〔JGSM-17〕

交流電圧信号（AC 200 V），交流タコゼネ信
号（AC 30 V），または直流電圧信号（DC
10 V）で与えられる主速信号を受けて，こ
れを直流電圧に変換し，5つの独立した比率
設定を行うことができます。更にバイアス
電圧を独立に加えることもできます。

Varispeed G7

Varispeed G7

A1
AC
E（G） 

A1
AC
E（G） 

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3
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オ
プ
シ
ョ
ン
・
周
辺
機
器
の
選
定

名　　称
〔形　式〕 外　　観 機　　　　　能 適　　用　　例

位 置 制 御 器
〔JGSM-06〕

変位検出器（YVGC-500W形＊3）に内蔵され
たシンクロ（セルシン）の信号を同期整流
して回転角に比例する直流電圧に変換しま
す。
指令信号との偏差信号を取出すための信号
ミキシング機能もあります。

Varispeed G7

A1
AC

E（G） 

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3

P I D 制 御 器
〔JGSM-07〕

簡単なプロセス制御に適用すること目的と
するもので，比例ゲイン，積分時間，微分
時間を独立に設定できます。積分リセット，
キックレス動作，アンチセットワインドア
ップ機能があります。

Varispeed G7

A1
AC
E（G） 

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3

前 置 増 幅 器
〔JGSM-09-==〕＊1

直流電圧信号の電力増幅を行い，補助出力
として符号反転出力をもっています。スナ
ップインモジュール（JZSP-11～-16形＊3）を
挿入することにより，そのスナップインモ
ジュールの機能をもつことになります。

Varispeed G7

A1

AC
E（G） 

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3

遠 方 設 定 器
〔JGSM-10B〕

遠方または数個所からの「UP」「DOWN」
指令によって，指令電圧を上昇または降下
させることができます。

Varispeed G7

A1
AC
E（G） 

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3
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==

Varispeed G7

A1

AC
E（G） 

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3

==

Varispeed G7

A2

AC
E（G） 

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3

==

Varispeed G7

A1
AC
E（G） 

J

R/L1 

S/L2 

T/L3

U/T1 

V/T2 

W/T3

電  源 
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名　　称
〔形　式〕

D/A 変 換 器
〔JGSM-18〕
〔JGSM-19〕

外　　観 機　　　　　能

BCD 3 桁または12 ビットバイナリのディジ
タル信号を，0～±10 Vのアナログ信号に，
高精度に変換します。
JGSM-18形：BCD 3 桁入力形
JGSM-19形：12 ビットバイナリ形

適　　用　　例

Varispeed G7

A1
AC
E（G） 

J

R/L1 
S/L2 
T/L3

U/T1 
V/T2 
W/T3

静　止　形
ポテンショメータ
〔JGSM-21〕
〔D/A変換部〕
〔JGSM-22〕
〔コントロール部〕

静止形ポテンショメータ（JGSM-21，22形）
は遠方設定器（JGSM-10B形）に，以下の機能
を追加しています。
・停電時に指令値を保持する。
・外部から加減速時間の設定が可能。
・アナログ信号に対するソフトスタータと
して使用可能（アナログ追従形）。
JGSM-21形とJGSM-22形は，必ずペアで使
用してください。

＊1：JGSM-09-==，-15-==，-16-==の付加記号は，挿入するスナップインモジュールの形式記号の末尾の数字を入れます。
＊2：JGSM-12-==の付加記号は，挿入する演算インピーダンスの種類の記号を入れます。
＊3：当社の標準製品として準備しています。
（注）VSシステムモジュールの電源仕様は200/220 V 50 Hz， 200/220 V 60 Hzです。これ以外の電源で使用する場合は，変圧器などを使用してください（電

源容量 6 VA以下）。

■VSシステムモジュールの外形寸法 mm

質量：0.8 kg

■VSスナップインモジュール一覧表

用　　　途 

VSスナップインモジュールの 
装着用コネクタを短絡したい 短　絡　基　板 

ソフトスタータ 

I/V コンバータ 

F/V コンバータ 

タコゼネフォロワ 

JZSP-00 形 

JZSP-12 形 

JZSP-13 形 

JZSP-14 形 

JZSP-15 形 

JZSP-16 == 形 

JZSP-16-01 形 

JZSP-16-02 形 

JZSP-16-03 形 

シグナルミキサ 

プロセス調節計などの4～20 mA 
の電流信号を0～10 Vの電圧信号 
に変換したい 

0～20 kHzの周波数信号を 
0～10 Vの電圧信号に変換したい 

各種信号の加減算をしたい 

主機と連動運転をしたい 

緩衝加減速運転をしたい 

名　　　称 形　　　式 

オ
プ
シ
ョ
ン
・
周
辺
機
器
の
選
定
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F G G G

4000

600

0 60 400
インバータ容量（kVA） 

電
源
容
量 

（kVA） 

直流リアクトルまたは 
交流リアクトル 
　　　　　　要 

直流リアクトルまたは 
交流リアクトル 
　　　不要 
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外部 
周波数 
指令 

2 kΩ 

2 kΩ 
0～＋10 V

0～＋10 V

4～20 mA

P P
P

PO V

O V

AC
RP

A2

A3

A1

＋V

シールド被覆線 
接続用端子 

E（G） 

速度設定用電源 
＋15 V 20 mA
主速指令 
0～＋10 V（20 kΩ） 
主速指令 
4～20 mA（250 Ω）または 
0～＋10 V（20 kΩ） 
多機能アナログ入力 
0～＋10 V（20 kΩ） 

50

36 20 60

60
70
80
90
100

25%ED(または15分)

40%ED(または20分)

60%ED(または40分)

当社の標準モータの許容負荷特性 
周波数（Hz） 

連 続 

ト
ル
ク
（%）
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速度 
制御 
範囲 

速度 
制御 
精度 

電圧 

回転速度 
min－1

出力 
（kW） 

ご照会ください。 

準標準鋳物モータシリーズ 
102～103ページ 

条件 
付き 

ベクトル ±0.2 なし なし なし 

インバータモータシリーズ 

定トルク　1：10 シリーズ 
104～105ページ 

定トルク 

V／f

1750（4極） 1750（4極） 1450（4極） 1150（6極） 
回転速度 
min－1

電圧 

取付け 
方式 

電圧 
出力 
（kW） 

200V 級 
200V 級 400V 級 200V 級 400V 級 200V 級 400V 級 

0.4 

0.75 

1.5 

2.2 

3.7 

5.5 

7.5 

11 

15 

18.5 

22 

30 

37 

45 

55 

75以上 

0.4 

0.75 

1.5 

2.2 

3.7 

5.5 

7.5 

11 

15 

18.5 

22 

30 

37 

45 

55 

75以上 

脚取付形 

■□FEQ－X

■□ 
FEQ－X

■□ 
FEK－ I

■□ 
FEK－ I

★☆ 
FELQ 
　　 －5X

★☆FEK－ I（脚取付形） 
★☆FELK－5 I（フランジ形） 

★☆FEK－ I（脚取付形） 
★☆FELK－5 I（フランジ形） 

★☆ 
FELK 
         －5 I

★☆FEK－ I K 
★☆FELK－5 I K

★☆ 
FELK 
　　 －5 I

★☆FEK－ I K 
★☆FELK－5 I K

★☆FEK－ I K　　★☆FELK－5 I K ★☆FEK－ I K　　★☆FELK－5 I K

★☆FCK－ I K ★☆FCK－ I K

★☆FELQ－5X

定トルク　1：20 シリーズ 
106～107ページ 

トルク 
特　性 

連続速度 
制御範囲 制御方式 PG 

 

1750（4極） 1450（4極） 1150（6極） 

200V 級 400V 級 200V 級 400V 級 200V 級 400V 級 

0.4 

0.75 

1.5 

2.2 

3.7 

5.5 

7.5 

11 

15 

18.5 

22 

30 

37 

45 

55 

75以上 

制御 
方式 

PGトルク 
特　性 

3.7 kW 以下 
定トルク 

5.5 kW 以上 
てい減トルク 

1：10

トルク 
特　性 

連続速度 
制御範囲 

速度 
制御 
精度 

速度 
制御 
精度 

制御方式 

ベク 
トル 

PG 
 

1：10
±0.2

±0.2
2～3％ 

○ 

○ 
定トルク 1：20 ベクトル 

回転速度 
min－1

出力 
（kW） 

■□FEF－X ★☆FELF－5X

●○FELF－5

★☆FELF－5

●○FEF

フランジ形 

===

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
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電圧 

回転速度 
min－1

出力 
（kW） 

1750（4極） 1450（4極） 1150（6極） 

電圧 200V 級 400V 級 200V 級 400V 級 200V 級 400V 級 

0.4 

0.75 

1.5 

2.2 

3.7 

5.5 

7.5 

11 

15 

18.5 

22 

30 

37 

45 

55 

75以上 

■□ 
FEK－ I

★☆ 
FELK 
　　 －5 I

★☆FEK－ I（脚取付形） 
★☆FELK－5 I（フランジ形） 

★☆FEK－ I K　★☆FELK－5 I K 
（強制冷却用電動ファン付き） 

★☆EEK－ I M　★☆EELK－5 I M 
　（全閉自冷形） ●○ 

FEQ
●○ 
FEQ

●○ 
FELQ 
         －5

★☆ 
FELQ 
         －5

★☆ 
FEQ

★☆ 
FELQ 
         －5

★☆ 
FEQ

★☆ 
FELQ 
         －5

●○ 
FEQ

●○ 
FELQ 
         －5

★☆ 
FEQ

★☆ 
FELQ 
         －5

●○ 
FELF 
         －5

★☆ 
FELF 
         －5

●○ 
FELF 
         －5

●○ 
FEF

●○ 
FEF

★☆ 
FEF

★☆ 
FEF

★☆ 
FEF

★☆ 
FELF 
         －5

★☆ 
FELF 
         －5

★☆ 
FEF

★☆ 
FELF 
         －5

★☆ 
FELF 
         －5

●○FEF 
●○FELF－5

●○ 
FEF

★☆FEK－ I KM（脚取付形） 
★☆FELK－5 I KM（フランジ形） 
（強制冷却用電動ファン付き） 

★☆FCK－ I K ★☆FCK－ I KM

1750（4極） 1450（4極） 1150（6極） 

180V 級 360V 級 180V 級 360V 級 180V 級 360V 級 

0.4 

0.75 

1.5 

2.2 

3.7 

5.5 

7.5 

11 

15 

18.5 

22 

30 

37 

45 

55 

75以上 

回転速度 
min－1

出力 
（kW） 

連　続 
速度制 
御範囲 

速度 
制御 
精度 

±0.2

2～3％ 
なし 付き 

インバータモータシリーズ 

定トルク　1：100 シリーズ 
108～109ページ 

定トルク　1：1000 シリーズ 
110～111ページ 112～113ページ 

トルク 
特　性 

連続速度 
制御範囲 制御方式 PG 

 

ご照会ください。 

制御 
方式 

PGトルク 
特　性 

速度 
制御 
精度 

±0.02定トルク 1：1000 ベクトル 

標準モータ 
（てい減トルク）シリーズ 

なし 

トルク 
特　性 

連続速度 
制御範囲 制御方式 PG 

 

速度 
制御 
精度 

±0.2定トルク 1：100 ベクトル 

V／f
ベク 
トル 

○ 

○ 

てい減 
トルク 

1：20

電圧 

回転速度 
min－1

出力 
（kW） 

0.4 

0.75 

1.5 

2.2 

3.7 

5.5 

7.5 

11 

15 

18.5 

22 

30 

37 

45 

55 

75以上 

200V 級 400V 級 200V 級 400V 級 200V 級 400V 級 

1750（4極） 1450（4極） 1150（6極） 

＊G7 400V では，3 レベル制御で標準モータ 
　シリーズで可 

脚取付形 フランジ形 強制冷却用電動ファン付き
（脚取付形）
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許容負荷特性 

軸端詳細図 

取付穴 

取付穴 

取付穴 

min－1

60
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軸端詳細図 

取付穴の径 
取付穴の数 

取付穴の径 
取付穴の数 

min－1
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許容負荷特性 

軸端詳細図 

取付穴 

取付穴 

取付穴 

min－1 min－1 min－1

min－1
min－1 min－1

min－1
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軸端詳細図 

min－1 min－1 min－1

min－1
min－1 min－1

min－1

モータ 
枠番号 

冷却ファンモータ仕様 

適用電源 電圧 
（V） 

周波数 
（Hz） 

出力 
（kW） 

定格電流 
（A） 

特　性 

200 
200 
220 
400 
400 
440

200～440 V 
50，60 Hz

50 
60 
60 
50 
60 
60

3.6 
3.3 
3.2 
1.75 
1.60 
1.55

 
 
 0.75

 
 
 4P

 
 
 3φ 

 
 
 225SJ

相
数 

極
数 

他力通風形インバータモータの冷却ファンモータ仕様 
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軸端詳細図 

許容負荷特性 

取付穴 
取付穴 

取付穴 取付穴 

取付穴 

枠番号 
200LJ以上の 
最高速度 

～ 

リード線の長さ 

min－1 min－1 min－1

min－1
min－1
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リード 

グリース排出口 

軸端詳細図 

取付穴の径 
取付穴の数 

取付穴の径 
取付穴の数 

取付穴の径 
取付穴の数 

取付穴の径 
取付穴の数 

取付穴の径 
取付穴の数 

min－1 min－1 min－1

min－1
min－1

モータ 
枠番号 

冷却ファンモータ仕様 

適用電源 電圧 
（V） 

周波数 
（Hz） 

出力 
（kW） 

定格電流 
（A） 

特　性 

200 
200 
220 
400 
400 
440

200～440 V 
50，60 Hz

50 
60 
60 
50 
60 
60

3.6 
3.3 
3.2 
1.75 
1.60 
1.55

 
 
 0.75

 
 
 4P

 
 
 3φ 

 
 
 225SJ

相
数 

極
数 

他力通風形インバータモータの冷却ファンモータ仕様 
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許容負荷特性 

軸端詳細図 

取付穴 
取付穴 

取付穴 取付穴 

取付穴 

min－1 min－1 min－1

min－1
min－1
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軸端詳細図 

取付穴の径 
取付穴の数 

取付穴の径 
取付穴の数 

取付穴の径 
取付穴の数 取付穴の径 

取付穴の数 

取付穴の径 
取付穴の数 

min－1
min－1

min－1 min－1 min－1

モータ 
枠番号 

冷却ファンモータ仕様 

適用電源 電圧 
（V） 

周波数 
（Hz） 

出力 
（kW） 

定格電流 
（A） 

特　性 

200 
200 
220 
400 
400 
440 
200 
200 
220 
400 
400 
440

200～440 V 
50，60 Hz

180MJ 
180LJ

200～440 V 
50，60 Hz

200LJ 
225SJ

50 
60 
60 
50 
60 
60 
50 
60 
60 
50 
60 
60

2.2 
1.90 
1.91 
1.09 
0.95 
0.95 
3.6 
3.3 
3.2 
1.75 
1.60 
1.55

 
 
 0.4
 
 
 
 
 
 0.75

 
 
 4P
 
 
 
 
 
 4P

 
 
 3φ
 
 
 
 
 
 3φ 

相
数 

極
数 

他力通風形インバータモータの冷却ファンモータ仕様 
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他力通風形インバータモータの冷却ファンモータ仕様 

モータ 
枠番号 電圧 

（V） 

100LJ 
112MJ

132SJ 
132MJ

160MJ 
160LJ

180MJ 
180LJ

200LJ 
225SJ

200/200 V 
50/60 Hz

＊1　枠番号 100LJ～160LJ は入力 
　　　　　   180MJ～225SJ は出力 

200/200/220 V 
50/60/60 Hz

200/200/220 V 
50/60/60 Hz

200～440 V 
50, 60 Hz

200～440 V 
50, 60 Hz

200 
200 
200 
200 
220 
200 
200 
220 
200 
200 
220 
400 
400 
440 
200 
200 
220 
400 
400 
440

周波数 
（Hz） 

出力 
（kW） 

入力 
（W） 

50 
60 
50 
60 
60 
50 
60 
60 
50 
60 
60 
50 
60 
60 
50 
60 
60 
50 
60 
60

86  
44 
60 
65 
60 
70 
70 
 
 

0.4  
 
 
 
 

0.75

相数 

冷却ファンモータ仕様 特　性 

1φ  
 
3φ 
 
 
3φ 
 
 
 

3φ  
 
 
 
 

3φ 

極数 

2P  
 
2P 
 
 
4P 
 
 
 

4P  
 
 
 
 

4P

適用電源 OR 定格電流 
（A） 

0.6 
0.55 
0.17 
0.19 
0.2 
0.37 
0.32 
0.35 
2.2 
1.90 
1.91 
1.09 
0.95 
0.95 
3.6 
3.3 
3.2 
1.75 
1.60 
1.55

＊1

min－1 min－1 min－1

min－1
min－1
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min－1 min－1 min－1

min－1

min－1

出　力 

j
j
j

モータ（1：1000 シリーズ）のインバータ適用法 
回転速度 1750 min－1 1450 min－1 1150 min－1

電　　圧 180 V

0.4 

 

0.75 

 

1.5 

 

2.2 

 

3.7 

 

5.5 

 

7.5 

 

11 

 

15 

 

18.5 

 

22 

 

30 

 

37 

 

45 

 

55

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 
適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

モータ定格電流（A） 

PG のパルス数 

＊: アミかけ部はインバータ枠上げしています。 

PG の形式 

PG カード 

適用インバータ 
（CIMR-G7A=形） 

2.0 

20 P 4 

3.5 

20 P 7 

7.3 

21 P 5 

9.7 

22 P 2 

16.3 

23 P 7 

23 

25 P 5 

31 

27 P 5 

45 

2011 

60 

2015 

72 

2018 

85 

2022 

118 

2030 

146 

2037 

188 

2055 

230 

2075

1.0 

40 P 4 

1.7 

40 P 7 

3.6 

41 P 5 

4.9 

42 P 2 

8.2 

43 P 7 

11.7 

45 P 5 

15.2 

47 P 5 

22 

4011 

30 

4015 

36 

4018 

43 

4022 

59 

4030 

73 

4037 

94 

4045 

115 

4055

2.2 

20 P 4 

3.7 

20 P 7 

7.2 

21 P 5 

10.4 

22 P 2 

17.0 

23 P 7 

26 

25 P 5 

32 

27 P 5 

47 

2011 

62 

2015 

78 

2018 

90 

2022 

124 

2030 

150 

2037 

176 

2045 

－ 

－ 

1.1 

40 P 4 

1.9 

40 P 7 

3.6 

41 P 5 

5.2 

42 P 2 

8.5 

43 P 7 

12.7 

45 P 5 

15.7 

47 P 5 

24 

4011 

31 

4015 

39 

4018 

45 

4022 

62 

4030 

75 

4037 

88 

4045 

－ 

－ 

2.6 

20 P 4 

4.1 

20 P 7 

8.2 

22 P 2 

10.8 

22 P 2 

18.5 

25 P 5 

24 

25 P 5 

33 

27 P 5 

47 

2011 

68 

2018 

81 

2022 

95 

2022 

129 

2030 

150 

2037 

190 

2055 

－ 

－ 

1.3 

40 P 4 

2.0 

40 P 7 

4.1 

41 P 5 

5.4 

42 P 2 

9.2 

45 P 5 

12.2 

45 P 5 

16.3 

47 P 5 

24 

4011 

34 

4015 

40 

4018 

47 

4022 

64 

4030 

75 

4037 

95 

4045 

－ 

－ 

360 V 180 V 360 V 180 V 360 V出力（kW） 

600 p/rev

LMA-60B-S185Y LMA-90B-S185Y

PG-B2

900 p/rev

＊ 

＊ ＊ 

＊ 

＊ 

＊ ＊ 

＊ 
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許容負荷特性 

軸端詳細図 

取付穴 

取付穴 

取付穴 

枠番号 
200LJ以上の 
最高速度 

～ 

min－1 min－1 min－1

min－1
min－1



115

軸端詳細図 

取付穴の径 
取付穴の数 

取付穴の径 
取付穴の数 

取付穴の径 
取付穴の数 

取付穴の径 
取付穴の数 

min－1 min－1 min－1

min－1
min－1
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一般価格・納期

インバータ

CIMR-G7A20P4 

CIMR-G7A20P7 

CIMR-G7A21P5 

CIMR-G7A22P2 

CIMR-G7A23P7 

CIMR-G7A25P5 

CIMR-G7A27P5 

CIMR-G7A2011 

CIMR-G7A2015 

CIMR-G7A2018 

CIMR-G7A2022 

CIMR-G7A2030 

CIMR-G7A2037 

CIMR-G7A2045 

CIMR-G7A2055 

CIMR-G7A2075 

CIMR-G7A2090 

CIMR-G7A2110 

CIMR-G7A40P4 

CIMR-G7A40P7 

CIMR-G7A41P5 

CIMR-G7A42P2 

CIMR-G7A43P7 

CIMR-G7A45P5 

CIMR-G7A47P5 

CIMR-G7A4011 

CIMR-G7A4015 

CIMR-G7A4018 

CIMR-G7A4022 

CIMR-G7A4030 

CIMR-G7A4037 

CIMR-G7A4045 

CIMR-G7A4055 

CIMR-G7A4075 

CIMR-G7A4090 

CIMR-G7A4110 

CIMR-G7A4132 

CIMR-G7A4160 

CIMR-G7A4185 

CIMR-G7A4220 

CIMR-G7A4300

220 V　1.2 kVA　3.2 A  

220 V　2.3 kVA　6.0 A 

220 V　3.0 kVA　8.0 A 

220 V　4.6 kVA　 12 A 

220 V　6.9 kVA　 18 A 

220 V　 10 kVA　 27 A 

220 V　 13 kVA　 34 A 

220 V　 19 kVA　 49 A 

220 V　 25 kVA　 66 A 

220 V　 30 kVA　 80 A 

220 V　 37 kVA　 96 A 

220 V　 50 kVA　130 A 

220 V　 61 kVA　160 A 

220 V　 70 kVA　183 A 

220 V　 85 kVA　224 A 

220 V　110 kVA　300 A 

220 V　140 kVA　358 A 

220 V　160 kVA　415 A 

440 V　1.4 kVA　1.8 A 

440 V　2.6 kVA　3.4 A 

440 V　3.7 kVA　4.8 A 

440 V　4.7 kVA　6.2 A 

440 V　6.9 kVA　   9 A 

440 V　 11 kVA　 15 A 

440 V　 16 kVA　 21 A 

440 V　 21 kVA　 27 A 

440 V　 26 kVA　 34 A 

440 V　 32 kVA　 42 A 

440 V　 40 kVA　 52 A 

440 V 　50 kVA　 65 A 

440 V　 61 kVA　 80 A 

440 V　 74 kVA　 97 A 

440 V　 98 kVA　128 A 

440 V　130 kVA　165 A 

440 V　150 kVA　195 A 

440 V　180 kVA　240 A 

440 V　210 kVA　270 A 

440 V　230 kVA　302 A 

440 V　280 kVA　370 A 

440 V　340 kVA　450 A 

440 V　460 kVA　605 A

741,000 

836,000 

1,070,000 

1,380,000 

1,570,000 

1,900,000 

3,520,000 

4,230,000 

5,270,000

900,000 

1,050,000 

1,300,000 

1,650,000 

2,000,000 

2,200,000 

3,150,000 

3,600,000 

4,200,000 

5,100,000 

6,150,000 

6,850,000 

7,700,000 

9,550,000

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

オーダー製作 

オーダー製作 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

電圧クラス 

200 V級　三相 

400 V級　三相 

形　　式 仕　　様 
盤内取付形（IP00） 

一般価格（円） 納期 

103,000 

123,000 

161,000 

191,000 

220,000 

305,000 

343,000 

413,000 

494,000 

788,500 

893,000 

1,240,000 

1,590,000 

1,810,000 

2,190,000 

3,800,000 

－ 

－ 

150,000 

170,000 

220,000 

250,000 

300,000 

390,000 

460,000 

560,000 

720,000 

1,000,000 

1,150,000 

1,510,000 

1,900,000 

2,200,000 

2,500,000 

3,450,000 

3,950,000 

4,500,000 

5,460,000 

6,450,000 

－ 

－ 

－ 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

－ 

－ 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

在庫品 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

オーダー製作 

－ 

－ 

－ 

閉鎖壁掛形（UL Type1） 

一般価格（円） 納期 

 

 

 

閉鎖壁掛形の上下カバー

を取り外して使用します。 

 

 

 

閉鎖壁掛形の上下カバー

を取り外して使用します。 
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用途 商　品　名　称 形式 機　　能　　仕　　様 一般価格（円） 納期 

通
　
　
　
信 

モ
ニ
タ
出
力 

速
度
制
御 

PG
ケ
ー
ブ
ル 

オ
ペ
レ
ー
タ
・
モ
ニ
タ 

インバータの外部入力端子に接続し使用するアナログ形 
オペレータ（60/120 Hz） JVOP-95・1 在庫品 36,000

インバータの外部入力端子に接続し使用するアナログ形 
オペレータ（90/180 Hz） JVOP-95・2 36,000

インバータの外部入力端子に接続し使用するアナログ形 
オペレータ（75 Hz） JVOP-96・1 在庫品 40,000

インバータの外部入力端子に接続し使用するアナログ形 
オペレータ（150 Hz） JVOP-96・2 40,000

インバータの外部入力端子に接続し使用するアナログ形 
オペレータ（220 Hz） JVOP-96・3 40,000

W5010 28,00010 m

W5030 56,00030 m

W5050 88,00050 m

― LED モニタ仕様 JVOP-161

7,200ディジタルオペレータ延長用ケーブル　1 mWV001

9,200ディジタルオペレータ延長用ケーブル　3 mWV003

非絶縁形アナログモニタ出力 
0～＋10 V 出力・ 2 CH（8 ビット） AO-08 在庫品 16,000アナログモニタカード 

AO-08
非絶縁形高精度アナログモニタ出力 
±10 V 出力・ 2 CH（11 ビット ＋符号） 在庫品 28,000AO-12アナログモニタカード 

AO-12

1a 接点出力× 2…ドライ接点 
PHC オープンコレクタ出力× 6 在庫品 28,000DO-08ディジタル出力カード 

DO-08

多機能接点出力（2 C 接点）を本体とは別に 2 点とり出すことが 
できます。 在庫品 18,000DO-02C2C 接点出力カード 

DO-02C

A 相パルス（シングルパルス）入力，PG 付き V/f 制御用， 
パルスモニタ出力（A 相） 在庫品 36,000PG-A2PG 速度制御カード 

PG-A2

A，B 相パルス入力（コンプリメンタリ入力専用），PG 付き電流ベクト 
ル制御用パルスモニタ出力（A，B 相） 在庫品 48,000PG-B2PG 速度制御カード 

PG-B2

36,000A 相パルス（差動パルス）入力，PG 付きV/f 制御用 PG-D2PG 速度制御カード 
PG-D2

在庫品 56,000A，B，Z 相パルス（差動パルス）入力，PG 付き 電流ベクトル 制御用 PG-X2PG 速度制御カード 
PG-X2

PG 用ケーブル 

VS オペレータ 

ディジタルオペレータ 

ディジタルオペレータ 
専用延長ケーブル 

SI-C 在庫品 32,000上位コントローラと CC-Link 通信を行うときに使用します。 
CC-Link 通信 

インタフェースカード 
SI-C

SI-S1 ― 上位コントローラと CANopen 通信を行うときに使用します。 
CANopen 通信 

インタフェースカード 
SI-S1

SI-P1 93,200上位コントローラと Profibus-DP 通信を行うときに使用します。 
Profibus-DP 通信 

インタフェースカード 
SI-P1

SI-J 63,300上位コントローラと LONWORKS 通信を行うときに使用します。 
LONWORKS 通信 

インタフェースカード 
SI-J

SI-W1 74,700DDC 機能を利用し，LONWORKS 通信を行うときに使用します。 
DDC 機能付き LONWORKS 通信 
インタフェースカード 

SI-W1

SI-T
MECHATROLINK-Ⅱ通信 
インタフェースカード 

SI-T
上位コントローラと MECHATROLINK-Ⅱ通信を行うときに使用します。 オーダー 

製作 

オーダー 
製作 

オーダー 
製作 

オーダー 
製作 

オーダー 
製作 

オーダー 
製作 

オーダー 
製作 

オーダー 
製作 
オーダー 
製作 
オーダー 
製作 

オーダー 
製作 

オーダー 
製作 

オーダー 
製作 

オーダー 
製作 

オーダー 
製作 

オーダー 
製作 

オーダー 
製作 

44,000

速
　
度
　
指
　
令 

W5100 160,000100 m

DeviceNet 通信 
インタフェースカード 

SI-N1
SI-N1 上位コントローラと DeviceNet 通信を行うときに使用します。 48,000

・入力信号：バイナリ 16 ビット　BCD 4 桁 ＋ SET，SIGN 入力 
　絶縁形ディジタル指令入力 
・16 ビット・12 ビット切り替え機能付き 

DI-16H2 在庫品 38,000ディジタル指令カード 
DI-16H2

絶縁形ディジタル指令入力 
バイナリ 8 ビット，BCD 2 桁 ＋ SET，SIGN 入力 DI-08 在庫品 18,000ディジタル指令カード 

DI-08

非絶縁形アナログ指令入力 
±10 V，4～20 mA・ 3 CH（13 BIT ＋符号） AI-14B 在庫品 34,000アナログ指令カード 

AI-14B

非絶縁形アナログ指令入力 
0～＋10 VOR 4～20 mA・ 2 CH（14 BIT） AI-14U 在庫品 32,000アナログ指令カード 

AI-14U
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インバータの容量選定 
● インバータ容量チェックポイント 

● 連続運転に必要なインバータ容量 

● グループドライブ時に必要なインバータ容量 

● 始動時に必要なインバータ容量 

分　　　類 

負荷の特性は？ 

負荷の種類 

負荷の速度― 
トルク特性 

負荷の性質 

連続運転 
中速や低速の長時間運転 
短時間運転 

摩擦負荷・重力負荷 
流体（粘性）負荷 
慣性負荷 
パワーの伝達・蓄積を含む負荷 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ 

○ 

定トルク 
定出力 
逓減トルク 
逓減出力 

モータリング 
ブレーキング，オーバホーリングロード 
一定負荷 
衝撃負荷 
繰返し負荷 
高始動トルク 
低始動トルク 

最高所要出力（瞬時） 
定格出力（連続） 

最高回転速度 
定格回転速度 

電源トランス容量・％インピーダンス 
電圧変動範囲 
相数，欠相の有無 
周波数 

機械系の摩耗，配管系統のロス 

デューティサイクルの変更 

どんな運転か？ 

定格出力は？ 

定格回転速度は？ 

負荷動力の経年 
変化は？ 

電源は？ 

項　　　　　　　　目 
性能要素との関連 

速度― 
トルク特性 

時間定格 過負荷耐量 始動トルク 

項　　　　　　　　目 

項　　　　　　　　目 

項　　　　　　　　目 

モータ加速時間が 1 分間以内の場合 モータ加速時間が 1 分間以上の場合 

計　　算　　式 

計　　算　　式（過負荷耐量 150 ％ 1 分間の場合） 

計　　算　　式〔 t A ＜ 60 S 〕 

負荷の要求する出力は許容内か？ 

モータ容量はインバータの定格内か？ 

電流値はインバータ定格内か？ 

始動時の容量はインバータの定格内か？ 

電流値は定格内か？ 

全始動容量がインバータの定格内であるか？ 

k × PM

¶ × cosφ 
≦  インバータ容量〔kVA〕 

k × PM

¶ × cosφ 
｛ nT ＋ nS（ kS － 1 ）｝ 

k ×nT × IM

nT

nS＝ PC1｛ 1 ＋         （ kS － 1 ）｝ 

｛ 1  ＋         （kS － 1 ）｝ 

≦ 1.5 × インバータ容量〔kVA〕  

k × PM

¶ × cosφ 
｛ nT ＋ nS（ kS － 1 ）｝ 

＝ PC1｛ 1 ＋         （ kS － 1 ）｝ 
≦ インバータ容量〔kVA〕 

≦ 1.5 × インバータ定格電流〔A〕 

k ×nT × IM ｛ 1 ＋         （ kS － 1 ）｝ 
≦ インバータ定格電流〔A〕 

k × R3 × VM × IM × 10–3  ≦  インバータ容量〔kVA〕  

k × IM  ≦  インバータ定格電流〔A〕  

nT

nS

nT

nS

nT

nS

k  × NM NM

974 × ¶ × cosφ （ TL  ＋  　　      ×　        ） ≦ 1.5 × インバータ容量〔kVA〕  
375
GD 2

tA
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電動力力学公式 

諸　元 (前ページ） 

● 回転運動の場合 

● 直線運動の場合 

モータ 

¶ 
NM

GD2
M

Vƒ

Tƒ

Nƒ

W

モータ NM

GD2
M

¶ 
 

PM ： 負荷が要求するモータ軸出力〔kW〕

PO ： 負荷動力 kW kW

TM ： モータ定格トルク N・m kg・m

TL ： 負荷トルク（モータ軸換算） N・m kg・m

Tƒ ： 負荷トルク（負荷軸） N・m kg・m

PM ： モータ定格出力 kW kW

NM ： モータ定格回転速度 min-1 rpm

Nƒ ： 負荷軸回転速度 min-1 rpm

NM ： モータ軸回転速度 min-1 rpm

Vƒ ： 負荷の速度 m／min m／min

W ： 直線運動部重量 kg kg

 （SI 単 位 ） （MKS単位） 

¶ ： 減速機効率 

µ ： 摩擦係数 

J M ： モータ慣性モーメント kg・m2 kg・m2

J L ： 負荷慣性モーメント（モータ軸） kg・m2 kg・m2

J ƒ ： 負荷慣性モーメント（負荷軸） kg・m2 kg・m2

T A ： 加速トルク N・m kg・m

T B ： 制動トルク N・m kg・m

t a ： 始動時間 s s

t d ： 制動時間 s s

¡ ： 加速トルク係数（1.0～1.5） 

™ ： 回生制動係数, 制動抵抗器なし（0.2以下） 
　　　　　　  制動抵抗器あり（0.3～1.5） 

 （SI 単位） （MKS 単位） 

¶ ： モータ効率（通常約 0.85） 

cosφ： モータ力率（通常約 0.75） 

VM ： モータ電圧〔V〕

IM ： モータ電流〔A〕（商用電源時の電流） 

k ： 電流波形率による補正係数 
（ PWM 方式により 1.0 ～ 1.05） 

NM ： モータ回転速度〔min-1〕 

PC1 ： 連続容量〔kVA〕 

kS ： モータ始動電流／モータ定格電流 

nT ： 並列モータ台数 

nS ： 同時始動台数 

GD 2 ： モータ軸換算全慣性モーメント〔kg・m2〕

tA ： モータ加速時間 

TL ： 負荷トルク〔N・m〕

SI 単位（国際単位） 

TM  ＝                           ×  103［N・m］ 

MKS 単位（重力単位） 

SI 単位（国際単位） MKS 単位（重力単位） 

60 ・ PM

2π ・ NM

TL   ＝                         　　   ［N・m］ 
9.8・µ ・ W ・ Vƒ

2π ・ NM ・ ¶

9.8・µ ・ W ・ Vƒ

60 ・ ¶Po  ＝                                       ×  10-3［kW］ 

TA  ＝ ＋ TL［N・m］ 

［kg・m2］ 

（ JM  ＋  JL ）NM

ta

TB  ＝ - TL［N・m］ 
（ JM  ＋  JL ）NM

td

J L   ＝（　　 ）2Nƒ 
NM

J L   ＝ W（      　　  ）21
4

1
4

  ＝ GD 2L

・ J ƒ

Vƒ

π ・ NM
W（      　　  ）2

＝

Vƒ

π ・ NM

Vƒ

 NM
W・0.1013・（      ）2

TM  ＝                            ［kg・m］ 
974 ・ PM

NM

TL   ＝                         　　［kg・m］ 
µ ・ W ・ Vƒ

2π ・ NM ・ ¶

PO  ＝                               ［kW］ 
µ ・ W ・ Vƒ

6120 ・ ¶

TA   ＝ ＋ TL［kg・m］ 

［kg・m2］ 

（GD 2M  ＋  GD 2L ）NM

375・ ta

- TL［kg・m］ 
（GD 2M  ＋  GD 2L ）NM

375・ td
TB    ＝

GD 2L   ＝（　　 ）2 
・ GD 2ƒ

GD 2L   ＝

Nƒ 
NM

TM  ＝                           ×  103［N・m］ 
60 ・ PM

2π ・ NM

TL   ＝ ［N・m］ 
Nƒ 

Tƒ 
NM ・ ¶

Tƒ ・ Nƒ 
¶PO  ＝ ・ ×  10－3［kW］ 

2π
60

t a   ＝

［kg・m2］ 

t d   ＝

J L   ＝（　　 ）2Nƒ 
NM

・ J ƒ

TM  ＝                            ［kg・m］ 
974 ・ PM

NM

PO  ＝ ［kW］ 
Tƒ ・ NNƒ 

974 ・ ¶

t a   ＝ ［s］ 

［kg・m2］ 

（ GD 2M  ＋  GD 2L ）・ NM

375（ ¡ ・ TM  －  TL ） 

t d   ＝

GD 2L   ＝（　　 ）2 
・ GD 2ƒ

Nƒ 
NM

［s］ 
（ GD 2M   ＋  GD 2L ）・ NM

375（ ™ ・ TM  ＋  TL ） 

（ J M  ＋  J L ）・ NM

（ ¡ ・ TM  －  TL ） 
・ ［s］ 

2π
60

・
2π
60

・
2π
60

（ J M  ＋  J L ）・ NM

（ ™ ・ TM  ＋  TL ） 
・ ［s］ 

2π
60

TL   ＝ ［kg・m］ 
Nƒ 

Tƒ 
NM ・ ¶
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